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     第二日   平成二十九年三月十日                開  議  午前九時五十九分  

 

○議長（野呂日出男君）  

  皆さんおはようございます。  

  明日、三月十一日は東日本大震災から六年となります。今定例会では十一日が休会日となっておりますので、本

日ここで犠牲者のご冥福をお祈りし、謹んで黙祷をささげたいと思います。  

  傍聴者の皆様もご協力をお願いいたします。黙祷。  

     〔黙   祷〕  

  黙祷を終わります。ご協力ありがとうございました。ご着席ください。  

  ただいまの出席議員数は十四名であります。定足数に達しておりますので、ただいま から本日の会議を開きます。  

  日程第一、一般質問を行います。  

  通告により、三番奈良完治君に一般質問を許します。奈良完治君。  

     〔三番  奈良完治君  登壇〕  

○三番（奈良完治君）  

  おはようございます。議席番号三番奈良完治です。  

  ただいま議長のお許しをいただきましたので、平成 二十九年第一回定例会での町政に対する一般質問をさせてい

ただきます。  

  西暦二〇一七年、平成 二十九年は経済的にはドナルド・トランプ氏のアメリカ合衆国 大統領就任により、アメリ

カ が Ｔ Ｐ Ｐ 離 脱 な ど に よ る 保 護 貿 易 主 義 に 陥 り 、 一 時 的 な 株 価 下 落 に よ り 世 界 経 済 の 減 速 が あ る か と 思 っ て い ま
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し た が 、 小 康 状 態 が 続 い て お り 、 無 難 な 滑 り 出 し を し て い る 状 況 の よ う に 思 い ま す 。 た だ 、 イ ス ラ ム 圏 の 国 々 と

の 摩 擦 、 そ し て メ キ シ コ と の 関 係 悪 化 、 ロ シ ア 、 中 国 と の 覇 権 争 い な ど 、 ま だ ま だ 不 透 明 な 世 界 情 勢 が 続 い て い

くのではないかと推察しているきょうこのごろです 。  

  国内に目を向ければ、新聞紙上、テレビをにぎわしている東京都の築地、豊洲の問題、大阪府豊中市の学校法人

森 友 学 園 の 国 有 地 払 い 下 げ の 問 題 な ど 、 マ ス コ ミ が 大 喜 び し 、 私 を 含 め 多 く の 国 民 が 憤 慨 す る よ う な 事 柄 を い ま

だ懲りずにやっている方々がいるということが非常に腹立たしく感じている次第です。  

  ただ、この二つの大きな問題は、性格がかなり違うように思います。森友学園 の問題は、警察権を発動しても徹

底 的 に 犯 人 捜 し を す べ き と 思 い ま す が 、 築 地 、 豊 洲 の 問 題 は 犯 人 捜 し を 先 行 す る の で は な く 、 問 題 を い か に 迅 速

に 解 決 し て い く の か が 筋 の よ う に 思 い ま す 。 行 政 が 何 十 年 も 積 み 重 ね て き た も の を 、 問 題 が あ れ ば 検 証 し 、 処 置 、

処 理 を し て い く の が 筋 で あ り 、 今 、 東 京 都 知 事 が す べ き こ と は 一 日 も 早 い 方 向 性 を 示 し 、 補 償 な ど の 減 額 に 努 め 、

税 金 の 無 駄 遣 い を し な い こ と が 責 務 の よ う に 思 い ま す 。 ど ち ら に い た し ま し て も 、 二 つ と も 中 央 及 び 大 都 会 の 政

治 家 の 政 治 理 念 の 低 さ を 露 呈 し て い る か の よ う で 、 交 付 税 減 額 に 苦 し む 地 方 行 政 に 携 わ る 者 と し て は 、 こ れ ま た

非常に腹立たしいばかりであります 。おくれている国政、大都市の行財政改革の推進を切に望むばかりです。  

  さて、それでは、交付税減額に苦しみながらも、町民の暮らしと安全を守りながら町発展に日々努力されている

平田町長に、町政に対する一般質問をさせていただきます。  

  交付税減額が予想され、非常に厳しい歳入状況の中、福祉関係の支出がふえることが予想される状況で、町民の

暮 ら し と 安 全 を 守 り な が ら 、 さ ら な る 町 発 展 を 目 指 し て 予 算 編 成 さ れ た と 思 い ま す が 、 そ の 中 で 平 成 二 十 九 年 度

の 重 点 政 策 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。 町 発 展 の た め 、 そ し て 町 民 の 将 来 へ の 展 望 を 示 す 意 味 で も 、 ぜ ひ お 聞 か

せください。また、それらの政策にどのくらいの予算をかけて実施していくのかもあわせてお尋ねいたします。  
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  二つ目は、町活性化における空き家対策についてです。先般の新聞紙上に、高齢者向け空き家登録に関する記述

が あ り ま し た 。 内 容 は 、 お 年 寄 り や 子 育 て 世 帯 に 向 け 、 賃 貸 住 宅 と し て 空 き 家 を 登 録 し 、 こ う し た 住 宅 の 改 修 費

用 と し て 最 大 二 百 万 円 を 助 成 し 、 全 国 的 に 広 が っ て い る 空 き 家 を 活 用 し て い く と い う 内 容 に 思 い ま し た 。 ま た 、

こ の 住 宅 を 使 用 し た と き 、 低 所 得 者 世 帯 に 対 し て は 家 賃 を 月 四 万 円 ま で 補 助 す る と い う こ と も 記 述 さ れ て お り ま

した。国土交通省は、今週にもこの制度を始める方針のようです。  

  そこで、町長にお尋ねいたします。この制度を早急に調査、検証し、町の若者移住住まいづくり事業、子育て 世

帯 定 住 促 進 事 業 と 整 合 、 ま た 融 合 し 、 若 年 層 、 壮 年 層 の 町 へ の 移 住 、 定 住 の 促 進 を 試 み て は い か が で し ょ う か 。

私は補正予算を組んででも進めるべきと思いますが、町長のお考えをお聞かせください。  

  また、同様の観点から、町の空き家の適正な管理についてお尋ねいたします。各 町内を所用で走り回ることがあ

り ま す 。 や は り 、 そ の 中 で 目 に つ く の が 空 き 家 の 存 在 で す 。 さ き に 述 べ た 比 較 的 新 し い 家 屋 で は な く 、 改 修 不 可

能 と 思 わ れ る 危 険 な 家 屋 が 多 数 見 受 け ら れ 、 防 災 、 防 火 、 防 犯 の こ と を 考 え れ ば 、 早 急 な 対 忚 が 必 要 の よ う に

常々思っている次第です。  

  そこで、町としては、町内のこれらの空き家の件数を把握しているのか、また、その中で老朽化 した危険な空き

家 の 件 数 は ど の く ら い な の か 、 老 朽 危 険 空 き 家 除 去 事 業 の 実 績 は ど の よ う に な っ て い る の か 、 こ れ か ら の こ の 事

業の取り組みに関しての課題、問題 点についてお尋ねいたします。  

  そして、三つ目に農業振興と国際協力についてお尋ねいたします。 町としては、ＪＩＣＡの協力事業としてウズ

ベ キ ス タ ン へ の 技 術 協 力 事 業 を 二 年 ほ ど 前 か ら 実 施 し た 経 緯 が あ り 、 互 い に 訪 問 し 合 い 、 技 術 力 向 上 に 尽 力 さ れ

てきたかと思います。その 事業内容についてお尋ねいたします。  

  まず初めに、予算なども含めて、 事業の概要についてお尋ねいたします。 そして、二年間の短い期間ではあると
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思 い ま す が 、 事 業 の 実 績 に つ い て お 尋 ね い た し ま す 。 ま た 、 終 わ り に 、 本 事 業 の 意 義 と 自 主 的 な 継 続 に つ い て お

尋ねいたしまして、壇上からの質問を終わらせていただきます 。  

○議長（野呂日出男君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  改めまして、皆さん、おはようございます。  

  先ほど議場にいる人々、亡くなったとうとい人命、 そしてまた一日も早い復旧、復興のための東日本 の哀悼の意

を 表 し て 黙 禱 を さ さ げ ま し た 。 い ま だ か つ て 二 千 五 百 五 十 六 名 の 人 が 行 方 不 明 と い う こ と で 、 二 万 人 近 く の と う

と い 人 命 を 失 い 、 ま た 友 好 都 市 で あ る 田 野 畑 村 も ま だ ま だ 復 旧 、 復 興 が 途 中 の 道 半 ば の よ う で ご ざ い ま す 。 一 日

も 早 く 皆 さ ん と と も に 復 旧 、 復 興 な り ま す こ と を ご 祈 念 し な が ら 、 奈 良 完 治 議 員 の 一 般 質 問 に お 答 え い た し ま す 。  

  初めに、町政運営についてのイの平成二十九年度の政策と予算についての平成二十九年度の重点政策は何かと、

その重要政策を実施するための予算については関連がございますので、あわせてお答えいたします。  

  平成二十九年度の中心的な政策の一つが子育てしやすい環境の整備でございます。新たに 子育て支援プレミアム

つ き 商 品 券 発 行 の ほ か 、 中 学 生 ま で の 医 療 費 補 助 の 所 得 制 限 撤 廃 を 平 成 二 十 九 年 度 も 引 き 続 き 行 う も の で あ り ま

す 。 さ ら に 、 町 外 に お 住 ま い の 若 年 夫 婦 が 藤 崎 町 内 へ 住 宅 を 建 て る 場 合 の 補 助 を 新 年 度 予 算 に 計 上 し た ほ か 、 町

外 か ら 藤 崎 町 内 の ア パ ー ト に 子 育 て 世 帯 が 移 り 住 む 場 合 に は 、 家 賃 補 助 に 加 え 、 町 の 特 産 品 で も あ る お 米 購 入 の

補 助 も 行 う な ど 、 よ り 子 育 て し や す い 環 境 を 提 供 す る こ と で 、 藤 崎 町 へ 移 り 住 む 方 々 を 呼 び 込 む 政 策 を 実 施 い た

し ま す 。 こ れ ら の 事 業 は 町 に と り ま し て 欠 か す こ と が で き な い 政 策 で あ る た め 、 財 政 調 整 基 金 な ど を 活 用 し な が
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ら 実 施 し て い く も の で あ り ま す 。 ま た 、 よ り よ い 保 育 環 境 を 提 供 す る た め に 、 と き わ 保 育 園 の 認 定 こ ど も 園 整 備

事業に対する補助を国の負担金を活用しながら行うものであります。  

  高齢者対策につきましては、高齢者が施設に入所した場合の 処置や福祉バス運行事業、地域の協力を 得て実施す

る見守り活動などを引き続き実施するものであります。  

  障がい者対策につきましては、障 がい者の方が自立した日常生活や社会生活を営むための生活援助や相談支援事

業 、 在 宅 生 活 が 困 難 な 方 に 対 す る 施 設 に お い て の 生 活 介 助 や 日 常 生 活 を 行 う 施 設 サ ー ビ ス 、 障 が い 部 分 を 補 う た

めの補装具給付事業などを継続して行っていくものであります。  

  健康対策につきましては、一昨年度から実施している不妊治療 助成事業の拡充や、妊婦及び乳幼児などに対し安

全 な 妊 娠 、 出 産 、 育 児 を 支 援 す る た め の 保 健 指 導 や 健 康 診 査 な ど の 事 業 を 実 施 す る も の で あ り ま す 。 ま た 、 生 活

習 慣 病 予 防 の 早 期 発 見 、 早 期 治 療 を 目 的 に 、 特 定 健 診 、 が ん 検 診 の 実 施 、 心 の 健 康 相 談 事 業 を 行 い 、 安 全 ・ 安 心

な社会生活を実現していくための事業を進めてまいります。  

  このほか、国の重点施策の一つでもある、私が藤崎 町長就任以来、克服すべき最重要課題と位置づけ、これまで

取 り 組 ん で ま い り ま し た の が 、 地 方 創 生 で あ り ま す 。 平 成 二 十 七 年 度 に は そ の 対 策 本 部 と 言 う べ き 地 方 創 生 推 進

室 を 立 ち 上 げ 、 国 や 県 へ の 働 き か け 、 情 報 収 集 な ど を 行 っ て ま い り ま し た 。 そ の 結 果 、 食 彩 と き わ 館 増 改 築 工 事

設 計 委 託 業 務 を 初 め と す る 平 成 二 十 八 年 度 の 事 業 費 全 額 を 国 の 補 正 予 算 で あ る 地 方 創 生 加 速 化 交 付 金 を 財 源 と し

て実施することができました。  

  また、平成二十八年六月には、当町の雇用創出プロジェクトが厚生労働省の実践型地域雇用創造事業 に県内の町

村 と し て は 二 例 目 と し て 採 択 さ れ 、 事 業 主 の レ ベ ル ア ッ プ に 向 け た セ ミ ナ ー 、 求 職 者 の ス キ ル ア ッ プ セ ミ ナ ー 、

藤 崎 町 の 農 産 物 を 活 用 し た メ ニ ュ ー づ く り を 行 い 、 雇 用 の 創 出 と 地 域 経 済 の 活 性 化 に 取 り 組 ん で い る も の で あ り
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ます。この事業は三カ年事業でございま して、新年度が二年目という形になります。  

  そして、地方創生推進事業の本丸と言うべき 食彩ときわ館増改築事業は、本年二月三日、国の補正予算でありま

す 地 方 創 生 拠 点 整 備 交 付 金 の 事 業 と し て 採 択 さ れ 、 補 正 予 算 債 と 合 わ せ 五 億 六 千 万 余 り の 財 源 を 確 保 す る こ と が

で き ま し た 。 財 源 の 不 足 分 に は 合 併 特 例 債 を 活 用 し て 事 業 を 実 施 す る も の で あ り ま す 。 さ ら に 、 新 年 度 予 算 で は 、

平 成 二 十 八 年 度 に 引 き 続 い て 行 う ふ じ さ き 産 品 開 発 育 成 事 業 の ほ か 、 食 彩 と き わ 館 の 運 営 主 体 と な り ま す 法 人 設

立準備事業などを国の地方創生推進交付金を主な財源として実施していくものであります。  

  平成二十七年度に地方創生推進室を立ち上げてから足かけ三年、町の地域資源を活用し、地域六次産業化や新た

な 観 光 コ ン テ ン ツ の 創 出 、 地 域 産 業 の 強 化 、 戦 略 的 な 雇 用 支 援 を 推 進 す る こ と で 地 域 産 業 に 魅 力 あ る 仕 事 を つ く

り 、 ひ い て は 地 域 へ 定 着 し 活 躍 で き る 基 盤 づ く り を 目 的 と し た 地 方 創 生 推 進 事 業 、 平 成 二 十 九 年 度 は そ の 集 大 成

となる重要な年であり、国の財源を活用し、新年度予算と一体的に事業を推進してまいります。  

  このほか、町民が主役の活力あるまちづくりを目指し、町 勢発展と住民福祉向上のための施策を町民力を結集し、

町 民 と 一 体 と な っ て 取 り 組 ん で ま い り ま す の で 、 議 員 各 位 に お か れ ま し て も 何 と ぞ ご 理 解 、 ご 協 力 を お 願 い す る

ものであります。  

  次に、町活性化についてのイの空き家対策についての高齢者向け空き家登録の対忚についてお答えいたします。

町 で は 現 在 の と こ ろ 、 住 宅 確 保 に 関 し て は 町 営 住 宅 を 活 用 し て い た だ き 、 高 齢 者 向 け を 含 め た 住 宅 確 保 の た め の

空 き 家 登 録 な ど の 対 策 は 実 施 し て お り ま せ ん が 、 国 で は 高 齢 者 、 障 が い 者 、 子 育 て 世 帯 な ど の 住 宅 確 保 要 配 慮 者

に 対 す る 賃 貸 住 宅 の 供 給 の 推 進 を 図 り 、 国 民 生 活 の 安 定 向 上 と 社 会 福 祉 の 増 進 の た め 、 住 宅 確 保 要 配 慮 者 に 対 す

る 賃 貸 住 宅 の 供 給 の 促 進 に 関 す る 法 律 、 通 称 住 宅 セ ー フ テ ィ ネ ッ ト 法 を 制 定 し て お り ま す 。 こ の 法 律 の 改 正 案 が

先 日 閣 議 決 定 さ れ 、 今 後 国 会 で 成 立 と な れ ば 、 住 宅 確 保 要 配 慮 者 向 け の 空 き 家 登 録 や 登 録 し た 住 宅 の 改 修 費 用 の
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助 成 、 住 宅 の 家 賃 補 助 な ど の 制 度 が 盛 り 込 ま れ る 予 定 と な っ て お り ま す 。 町 と い た し ま し て は 、 法 律 改 正 の 動 向

や 住 宅 確 保 要 配 慮 者 の ニ ー ズ な ど を 見 き わ め 、 関 係 機 関 と 連 携 し な が ら 今 後 の 対 忚 を 検 討 し て ま い り た い と 考 え

ております。  

  次に、ロの藤崎町空き家等の適正な管理に関する条例についての藤崎町の空き家の 件数は把握しているのか、老

朽 危 険 空 き 家 の 件 数 は 幾 ら か と 、 老 朽 危 険 空 き 家 除 去 事 業 の 実 績 は ど の よ う に な っ て い る の か と 、 こ れ ら の 取 り

組みに関する課題、問題点には関連がございますので一括してお答えいたします。  

  現在、町で把握している空き家は、平成二十八年十二月末時点で百六十二件存在し、そのうち老朽危険空き家と

判 断 さ れ る も の は 七 十 四 件 と な っ て お り ま す 。 ま た 、 町 の 改 善 指 導 に よ り 、 平 成 二 十 八 年 度 中 に 五 件 の 危 険 空 き

家 の 解 体 実 績 が ご ざ い ま す 。 加 え て 、 そ の ま ま 放 置 す れ ば 倒 壊 な ど 著 し く 保 安 上 危 険 と な る お そ れ の あ る 一 件 の

特 定 空 き 家 に つ き ま し て は 、 所 有 者 に よ る 改 善 が 見 ら れ な い こ と か ら 、 通 学 路 な ど の 危 険 回 避 対 策 と し て 、 空 き

家 対 策 の 推 進 に 関 す る 特 別 措 置 法 に 基 づ き 、 行 政 代 執 行 を 実 施 し て お り ま す 。 老 朽 危 険 空 き 家 の 解 体 、 除 去 等 に

つ き ま し て は 、 所 有 権 や 相 続 権 な ど の 権 利 関 係 に よ り 行 政 指 導 に は 限 界 が あ り 、 法 律 に よ る 行 政 代 執 行 を 適 用 す

る た め に は 複 雑 な 手 続 に 相 当 な 期 間 を 費 や す こ と や 、 一 時 的 に 公 費 が 投 入 さ れ る な ど 回 収 リ ス ク を 伴 う こ と な ど

が 想 定 さ れ て お り ま す 。 し か し な が ら 、 一 方 で 危 険 空 き 家 の 放 置 は 近 隣 へ の 屋 根 材 な ど の 飛 散 に よ る 危 険 性 、 病

害 虫 の 発 生 源 、 景 観 上 の 問 題 も 考 え ら れ 、 総 合 的 な 判 断 が 求 め ら れ る こ と か ら 、 非 常 に 難 し い 課 題 で あ る と 認 識

しております。  

  このような状況を踏まえながら、今後とも住宅に飛散、倒壊 等の危険が及ぶことのないように継続的な調査や所

有 者 に 対 す る 適 正 な 指 導 に 努 め る と と も に 、 活 用 で き る 空 き 家 に つ き ま し て は 全 国 的 に Ｉ タ ー ン 、 Ｕ タ ー ン で 空

き 家 を 活 用 し て い る 自 治 体 を 参 考 に し な が ら 、 現 在 協 議 を 進 め て い る 弘 前 圏 域 定 住 自 立 圏 連 携 に よ る 広 域 的 な 空
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き家・空き地バンク等も念頭に、最善の活用方法を検討してまいりたいと考えております。  

  次に、農業振興についてのイのウズベキスタンのリンゴ栽培指導事業についての事業概要についてと、事業の進

捗率と成果についてと、事業の意義と継続については一体性があることから一括してお答えいたします。  

  二千年来の歴史があるリンゴの原産地である中央アジア、カザフスタンの隣国に位置するウズベキスタ ンでは、

リ ン ゴ 、 ブ ド ウ 、 桃 な ど の 果 樹 栽 培 が 盛 ん な 一 方 で 、 栽 培 技 術 が 確 立 し て い な い た め 、 高 品 質 で 安 定 し た 収 穫 量

を 得 ら れ な い 状 況 に あ り ま す 。 こ の た め 、 良 質 な リ ン ゴ を 生 産 す る た め の 栽 培 技 術 を 普 及 さ せ 、 農 家 の 収 入 向 上

に 貢 献 す る た め 、 弘 前 大 学 と 当 町 が 技 術 支 援 を 共 同 で 実 施 す る Ｊ Ｉ Ｃ Ａ 草 の 根 技 術 協 力 事 業 を 平 成 二 十 六 年 度 か

ら三カ年計画で行い、ことしの二月上旪の受け入れ研修を最後に 事業を完了いたしました。  

  主な事業内容といたしましては、当町から延べ十名のリンゴ農家の方を計六回にわたり現地の果樹農家に剪定な

ど の 技 術 指 導 を 行 っ て お り ま す 。 ま た 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン の 農 務 省 や 農 業 大 学 、 果 樹 研 究 所 の 関 係 者 、 六 回 に わ た

り 延 べ 五 十 一 名 を 受 け 入 れ し て 、 講 義 や 摘 果 作 業 、 剪 定 作 業 な ど の 実 施 を 通 し て 栽 培 技 術 を 指 導 す る と と も に 、

弘 前 実 業 藤 崎 校 舎 の 生 徒 と の 国 際 交 流 も 実 施 い た し ま し た 。 今 後 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン 研 究 員 が 当 町 で 研 修 し た 栽 培

技 術 を 現 地 の 果 樹 農 家 に 伝 え る こ と に よ り 、 こ の 事 業 の 目 標 で あ る 農 家 収 入 の 向 上 が 期 待 さ れ る と こ ろ で あ り ま

す 。 ま た 、 こ の 事 業 を 通 し て 町 民 参 加 に よ る 国 際 協 力 活 動 は リ ン ゴ ふ じ 発 祥 の 地 で あ る 藤 崎 町 の 知 名 度 の 向 上 と

国 際 協 力 へ の 関 心 を 持 つ こ と に 寄 与 す る も の と 思 っ て お り ま す 。 今 後 の 継 続 に つ き ま し て は 、 弘 前 大 学 並 び に Ｊ

ＩＣＡなどと協議してまいりたいと考えております。  

  以上、奈良議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  三番奈良完治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  
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  これより三番奈良完治君に再質問を許します。奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  一番の町政運営についてなんですけれども、平成二十九年の重点政策について、その中で町長のただいまの答弁、

全 て 記 憶 、 記 録 で き ま せ ん で し た が 、 第 一 と か 第 二 と か で は な く 、 総 体 的 な お 話 を し た よ う に 思 い ま す 。 記 憶 な

どを確認しながら再質問をさせていただきます。  

  一つは、子育てしやすい環境の整備についてでありますが、子育て支援プレミアムつき商品券の発行、中学生ま

で の 医 療 費 補 助 の 所 得 制 限 撤 廃 、 若 年 夫 婦 へ の 移 住 住 宅 を 建 て る 場 合 の 補 助 、 町 外 か ら の 借 家 な ど に 移 り 住 む 場

合の家賃補助など、またお米の補助など、説明がありました。  

  そこで、ハード面ではなく、ソフト面でちょっと質問したいと思います。常設の地域の子育て 拠点施設、この当

町にあるのかないのか、また、あるのであれば尐々内容をご説明し ていただければと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず、あるのかないのかというご質問でございましたが、ございます。地域 子育て支援拠点

事 業 、 児 童 福 祉 法 に 基 づ き ま す 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー と い う も の を 町 内 二 カ 所 で 実 施 し て ご ざ い ま す 。 藤 崎 保

育 所 、 そ れ か ら と き わ 保 育 園 、 当 町 で は 二 カ 所 の 保 育 所 で 地 域 子 育 て 支 援 セ ン タ ー と い う も の を 実 施 し て ご ざ い

ます。  

  その主な内容をご紹介させていただきますが、育児講座の開催、それから子育て相談、これは電話でも受け付け

し て ご ざ い ま す 。 ま た 、 サ ー ク ル 活 動 、 お 誕 生 会 な ど を 実 施 し て 、 子 育 て 中 の 保 護 者 の 不 安 や 悩 み に 対 忚 し た り
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情報提供するという内容の事業でございます。  

  対象者といたしましては就学前のお子さんとその保護者ということで、利用実績につきましては平成 二十七年度

の 実 績 で は 延 べ 八 百 七 十 人 ほ ど 利 用 さ れ て ご ざ い ま す 。 二 十 八 年 度 の 実 績 に つ き ま し て も 、 延 べ 千 人 程 度 が 利 用

されると、延べ人数でございますが、見込まれてございます。  

  このセンターに関しましては、職員 をそれぞれ専任の職員を配置してございまして、藤崎 保育所については二名、

と き わ 保 育 園 に つ い て は 一 名 配 置 し て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 こ れ に 係 り ま す 二 十 九 年 度 の 当 初 予 算 に は 一 千 百 万

円ほど計上しているものでございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  私の勉強不足で申しわけありませんでした。大変丁寧な説明であり、 安心しました。  

  それで、この対象者への周知とかアピール方法、私がわからなかった というのは勉強不足ですけれども、その辺

はどのように住民課のほうで行っていますでしょうか 。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず、町の広報紙への掲載、あるいは公共施設、それから小児科医 といいますか、 医療機関

に も チ ラ シ あ る い は ポ ス タ ー の 掲 示 を し て ご ざ い ま す 。 ま た 、 昨 年 度 、 二 十 七 年 度 に 発 行 い た し ま し た 、 こ の よ

う な ガ イ ド ブ ッ ク が ご ざ い ま す 。 子 育 て 世 帯 、 十 八 歳 未 満 の 子 供 さ ん を お 持 ち の 保 護 者 の 方 全 員 に 配 布 さ せ て い
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た だ い て お り ま す 。 こ ち ら の ほ う に は 児 童 福 祉 か ら い ろ ん な 情 報 を 満 載 し て ご ざ い ま す 。 そ ち ら を 見 て 周 知 す る

と い う 形 。 そ れ か ら 、 今 イ ン タ ー ネ ッ ト 社 会 、 パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン 、 そ う い う も の か ら も 情 報 が 得 ら れ る

よ う に 、 こ の 内 容 を そ う い う イ ン タ ー ネ ッ ト で 見 ら れ る よ う な 環 境 も 整 備 し て ご ざ い ま す 。 ウ エ ブ サ イ ト も 構 築

し て ご ざ い ま す 。 そ う い う 中 に お い て 子 育 て 支 援 セ ン タ ー 事 業 初 め 、 さ ま ざ ま な 子 育 て 支 援 事 業 の 周 知 に 努 め て

おります。  

  物質的な豊かさだけではなくて、心の豊かさも育むための 福祉部門だけではなくて保健部門、あるいは定住促進

事 業 に 至 る ま で 、 子 育 て 支 援 に つ な が る 情 報 を 漏 れ な く 、 ま た き め 細 か く リ ン ク さ せ な が ら 情 報 発 信 す る よ う 、

今後も努めてまいりたいと考えているところでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  今、リンクさせながら発信していきたいようなお話がありました。これは私のちょっとした考えなんですけれど

も 、 こ の 子 育 て 支 援 事 業 自 体 、 特 化 し た も の 、 わ か り や す く 、 例 え ば 、 私 も こ れ い た だ い て き た ん で す け れ ど も 、

子 育 て ガ イ ド ブ ッ ク 、 こ ん な に 立 派 じ ゃ な く て も 、 例 え ば 若 者 の 定 住 住 ま い づ く り の 事 業 、 そ の ほ か 住 宅 へ の 補

助 、 そ れ か ら 予 防 接 種 、 い ろ ん な 子 育 て に 関 し て 町 で こ れ だ け や っ て い る ん だ と い う も の を 一 つ の こ う い う ふ う

な 冊 子 に し た ら い い ん じ ゃ な い か な と 思 い ま す 。 こ れ を 不 動 産 屋 さ ん 、 も し く は 建 築 屋 さ ん な ん か が 住 宅 を 建 て

る と か 相 談 を 受 け た と き に 、 藤 崎 町 で は こ の よ う な こ と を し て い ま す よ と い う ふ う な ア ピ ー ル に も つ な が る と 思

う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 ど う な の か な と 思 い ま す 。 子 育 て 支 援 の ほ う で す の で 、 住 民 課 の ほ う で お 答 え い た だ

ければ。  
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○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。周知徹底を図ることはもちろんでございますけれども、その周知方法として今ご紹介ありま

し た こ の ガ イ ド ブ ッ ク 、 こ れ に も 相 当 な こ と は 記 載 さ せ て も ら っ て お り ま す 。 た だ 、 発 行 し た の が 二 十 八 年 三 月

で あ り ま す の で 、 そ れ 以 降 の も の に つ き ま し て は 記 載 は さ れ て ご ざ い ま せ ん 。 必 要 に 忚 じ て 差 し か え も し て お り

ま す が 、 や は り 今 、 若 い 方 々 は ア ナ ロ グ の も の よ り も イ ン タ ー ネ ッ ト 、 パ ソ コ ン や ス マ ー ト フ ォ ン 、 こ う い う ふ

う な も の を 常 に 携 帯 し て 、 タ ブ レ ッ ト な ど を 携 帯 し て そ こ か ら 情 報 を と る と い う の が や は り 一 番 大 き な 情 報 源 な

の か な と い う こ と で は 、 町 の ホ ー ム ペ ー ジ 、 そ れ か ら 先 ほ ど 申 し ま し た ウ エ ブ サ イ ト 、 こ う い う も の が い つ で も

ど こ で も 閲 覧 で き る よ う な 環 境 を 整 備 し て い く 、 そ こ に お け る 情 報 を 、 今 、 奈 良 議 員 が お っ し ゃ る よ う な 児 童 福

祉 に 限 ら ず 、 多 岐 多 様 に わ た る 関 連 性 の あ る も の は 全 て リ ン ク さ せ る よ う な 形 、 こ れ を 注 意 し な が ら 、 お 互 い 連

携を図りながらその辺の精査をしながら周知徹底を進めてまいりたいと思っております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  ぜひ各課横断して、それこそいろんな事業を集約したものをリンクさせて皆さんに教えるような、そういうこと

を何とかよろしくお願いいたします。  

  それでは、次の質問、地方創生について質問させていただきます。 二十九年度の地方創生交付金を活用して、こ

と し は 事 業 を 進 め て い く と 思 う ん で す け れ ど も 、 二 十 八 年 度 、 つ ま り 今 現 在 の 地 方 創 生 加 速 化 交 付 金 事 業 に つ い
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て、この内容と、実績があればお知らせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  それでは、お答えいたします。地方創生加速化交付金事業は交付金額が今年度 、約四千六百万円ほど、事業費も

同 額 の 事 業 で ご ざ い ま す 。 事 業 を 大 き く 分 け ま す と 三 つ ご ざ い ま し て 、 運 営 会 社 の 設 立 準 備 に 係 る 事 業 、 あ と ふ

じさき産品開発ＰＲプロモーション事業、あと ふじさき農産物ブランド化推進事業の経費でございま す。  

  内容としましては、一つ目の運営会社設立準備事業については、先月、運営会社の発起 人会の準備会を開催しま

し て 、 今 月 、 三 月 に 開 催 予 定 の 発 起 人 会 に 向 け た 発 起 人 会 規 約 、 会 社 設 立 の た め の 基 本 的 な 事 項 や ス ケ ジ ュ ー ル

等 に つ い て 話 し 合 わ れ て お り ま す 。 今 月 の 発 起 人 会 で は 、 運 営 会 社 の 重 要 事 項 で ご ざ い ま す 事 業 目 的 と か 資 本 金

の 総 額 、 あ と 出 資 割 り 当 て を 決 定 す る 予 定 と な っ て い ま す 。 ま た 、 こ の 経 費 に は 今 回 の 食 彩 と き わ 館 の 工 事 設 計

の委託料も入っております。  

  二つ目のふじさき産品 開発プロモーション事業でございますけれども、町では 売れる農産物、ふじさき産品の魅

力 的 な 飲 食 メ ニ ュ ー の 開 発 等 を 今 現 在 行 っ て い る ん で す が 、 そ こ で 農 家 さ ん や 商 工 業 者 に ふ じ さ き 産 品 の 開 発 の

ア ド バ イ ス を 行 う な ど 、 ふ じ さ き 産 品 の 魅 力 を 地 域 内 外 に 効 果 的 に 情 報 発 信 す る た め の ウ エ ブ サ イ ト の 制 作 を し

まして、町の観光情報サイトと連携しながらＰＲプロモーション、 宣伝を展開する事業でございます。  

  最後の三つ目はブランド化の推進事業ですけれども、 ふじさき農産物ブランド化推進協議会を今年度立ち上げた

んですけれども、そ の運営費や減農薬リンゴふじ生産推進体制の整備経費となっております。 以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  
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  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  もう一つお聞きいたします。 これも二十九年度も当然 展開していく事業ですけれども、実践型地域雇用創造事業

が 今 進 め ら れ て い る と 思 い ま す 。 始 ま っ て ま だ 一 年 未 満 か と 思 い ま し た 。 今 の 現 状 と 、 で き れ ば 出 せ る 実 績 が あ

ればお知らせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  それでは、お答えいたします。実践型地域雇用創造事業 の今年度の事業内容ということなんですけれども、町で

は 地 域 の 雇 用 を 創 出 す る た め に 、 平 成 二 十 八 年 七 月 か ら 厚 生 労 働 省 か ら 委 託 さ れ た 実 践 型 地 域 雇 用 創 造 事 業 を 現

在展開しているということでございます。  

  事業内容といたしましては、一つ目は事業主の経営基盤の強化、雇用拡大と求職者向けの スキルアップ、あと人

材 育 成 の た め の 各 種 セ ミ ナ ー 等 で ご ざ い ま す 。 今 年 度 は 、 事 業 者 向 け の セ ミ ナ ー に お い て は 三 つ の セ ミ ナ ー 、 二

十 一 の 講 座 、 延 べ 百 四 十 二 名 の 参 加 が ご ざ い ま し た 。 求 職 者 向 け の セ ミ ナ ー で す け れ ど も 、 こ れ も 三 つ ほ ど 開 催

し ま し て 、 十 四 講 座 、 延 べ 百 十 七 名 の 参 加 が ご ざ い ま し た 。 で き る だ け 雇 用 の ほ う に つ な げ て い け た ら な と 考 え

ております。  

  二つ目は、多彩なふじさき産品の農産物を活用した新たな新商品、飲食メニューの開発で、事業者が活用するこ

と で 雇 用 の 創 出 に つ な が る 実 践 メ ニ ュ ー で あ り ま す け れ ど も 、 こ れ は 今 月 の 二 十 六 日 、 日 曜 日 な ん で す け れ ど も 、

十 一 時 ご ろ か ら Ｊ Ｒ の 北 常 盤 駅 内 の ぽ っ ぽ ら と い う と こ ろ が あ る ん で す け れ ど も 、 そ ち ら の ほ う で 今 年 度 の ふ じ
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さ き 産 品 の 開 発 の メ ニ ュ ー の 発 表 会 を 予 定 し て お り ま す 。 町 の 農 産 物 を 使 っ た 四 つ の 新 た な 商 品 を 皆 さ ん に 発 表

し た い な と 思 っ て い ま す 。 一 つ 目 は ト マ ト み そ 、 地 元 産 の ト マ ト の ピ ュ ー レ を 使 っ た お か ず み そ と い う こ と で す 。

二 つ 目 が 甘 酒 と リ ン ゴ の ド レ ッ シ ン グ 、 こ れ は 甘 酒 と 地 元 産 の す り お ろ し た リ ン ゴ を 使 っ た フ レ ン チ ド レ ッ シ ン

グ で ご ざ い ま す 。 あ と 、 地 元 の 大 豆 を 使 っ た 豆 乳 ダ ブ ル チ ー ズ ケ ー キ と 豆 乳 と ヨ ー グ ル ト の ポ タ ー ジ ュ ス ー プ 等

を 発 表 す る と い う こ と で す の で 、 当 日 は ぜ ひ 議 員 各 位 に お か れ ま し て も ご 来 場 い た だ き ま し て 、 感 想 等 を い た だ

ければと思います。よろしくお願い します。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  本当に今、ありがとうございました。この農産物の 拠点づくりの基本計画、素案なんですけれども、これを見ま

す と 平 成 二 十 八 年 か ら 始 ま り 、 平 成 二 十 九 年 に は 本 当 に 大 事 な 人 材 育 成 事 業 、 出 資 者 へ の 説 明 会 、 運 営 会 社 の 設

立 、 ハ ー ド 面 で は 現 施 設 の 工 事 に 着 手 、 そ し て 進 行 と い う ス ケ ジ ュ ー ル 、 大 事 な ス ケ ジ ュ ー ル が 待 っ て い る わ け

で す け れ ど も 、 基 本 的 に は こ の タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル ど お り に 進 ん で い る の か 、 ま た 、 そ れ に 対 し て 生 産 者 の 方 々

とか関係者の方々の反忚とか、もし報告できるものがあれば教えてください。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  それでは、お答えいた します。拠点づくりのスケジュールは順調に進んでいるのかなということでございますけ

れ ど も 、 食 彩 と き わ 館 の 増 改 築 の 工 事 関 係 や 運 営 会 社 の 設 立 に 向 け た 事 務 、 あ と 加 工 飲 食 メ ニ ュ ー の 開 発 等 に つ
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い て は 、 本 当 に 山 も あ り 谷 も あ り ま し た け れ ど も 、 私 な り に は そ れ な り に 順 調 に 来 て い る の か な と 考 え て お り ま

す。  

  拠点づくりについては、先ほど町長の答弁にもございましたけれども、平成二十九年度が勝負の年だと私も 考え

て お り ま す の で 、 担 当 課 は も と よ り で す け れ ど も 、 関 係 す る 課 、 全 課 を 挙 げ て 取 り 組 ん で い き た い な と 考 え て お

ります。  

  あ と ２ 点 目 の 町 民 等 の 反 忚 は ど う か と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 先 般 、 農 産 物 直 売 所 の 役 員 並 び に 組 合 員 の

方 々 へ 今 回 の こ の 食 彩 と き わ 館 の 増 改 築 に 係 る 概 要 説 明 を し ま し た け れ ど も 、 そ の 説 明 会 で は い ろ い ろ と 意 見 を

い た だ き ま し た 。 防 犯 対 策 は ど う な っ て い る の か と か 、 冷 蔵 庫 の 増 設 を し て い た だ け な い も の か と か 、 レ ジ に つ

い て は ス ー パ ー 方 式 に し た ほ う が 混 ま な く て い い の で は な い か と 、 あ と 地 元 産 の 農 産 物 を 使 っ た レ シ ピ を 提 供 し

て い た だ く と お 客 さ ん も 買 っ て い た だ け る ん で は な い か と い う よ う な 、 ほ と ん ど 前 向 き な 意 見 を い た だ い た と い

うものでございます。  

  また、町内の農協さん、農業関係者、商工、金融関係者のほうも、出資並びに出荷の協力をお願いしていますけ

れ ど も 、 こ れ に つ い て は 皆 さ ん か ら は 賛 同 し て い た だ い て い ま す し 、 ま た 出 資 に つ い て も 快 く 協 力 い た だ い て お

ります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  この藤崎町の農産物拠点づくりは、当初 、始まりは私の記憶では平成二十四年、つまり二〇一二年ごろより検討

を 開 始 し て い る は ず で す 。 平 成 二 十 五 年 、 二 十 六 年 と 検 討 会 議 、 市 場 調 査 、 そ れ か ら 基 本 構 想 策 定 し た 経 緯 も あ
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り ま す 。 そ れ こ そ 今 、 国 で 声 高 々 に 叫 ば れ て い る 地 方 創 生 に 先 駆 け て 計 画 、 準 備 し て き た 事 業 で す 。 つ ま り 、 三

年 前 か ら 研 究 し て き た 事 業 な ん で す ね 。 そ れ が 平 成 二 十 七 年 の 地 方 創 生 の 中 身 、 ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 関 連 に

大 き く 波 に 乗 る 、 潮 流 に 乗 っ た よ う な 形 で 進 ん で き て い ま す け れ ど も 、 先 に 計 画 し た の は 、 国 に 先 ん じ て 計 画 し

た の は こ の 藤 崎 町 で あ り ま す 。 そ の こ と を 重 々 踏 ま え 、 地 方 創 生 の キ ー ポ イ ン ト で あ る ま ち ・ ひ と ・ し ご と 創 生 、

座 し て こ の ま ま で い い の か 、 そ の ま ま 停 滞 を 招 く の か 、 そ う で は な く て 一 歩 前 進 し て 発 展 さ せ る と い う 強 い 意 識 、

意 欲 の も と で 進 め て き た 事 業 の よ う に 思 い ま す 。 で す の で 、 先 ほ ど 町 長 が 答 弁 で 登 壇 で お っ し ゃ っ た 勝 負 の 年 と

いうふうに、私も思っています。その辺の決意のほうを平田町長から一言お願いしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  足かけ五年前から進めてきた整備事業でございまして、その当時は現状を踏まえて 、非常に交通の要所ではあり

な が ら 、 そ の 長 所 を 生 か し 切 れ て い な い と い う 思 い か ら 、 持 続 可 能 な 基 幹 産 業 の 農 業 、 す な わ ち 商 も 工 も あ わ せ

た 形 で 六 次 化 産 業 も 目 指 し な が ら 町 を 発 信 す る 拠 点 づ く り を 進 め て い き た い と い う 思 い か ら 五 年 前 か ら 進 み ま し

た。  

  事務方の職員も一生懸命遅くまでいろんな情報を集めて事業計画してくれたし、いい時期に地元の 木村太郎、今、

地 方 創 生 の 特 別 委 員 長 を や っ て い ま す し 、 あ る い は 阿 部 県 議 会 議 員 の 、 県 の ほ う に は 働 き か け と か い ろ い ろ や っ

て 、 い い 時 期 に 動 い た か ら 今 回 の 二 月 三 日 の 交 付 決 定 は 全 国 三 番 の 高 額 な 交 付 決 定 を い た だ い た と い う と こ ろ で

ございます。  

  いずれにしましても、オール藤崎町、これは商工会も 、あるいは金融関係も、あるいは農業 団体であるＪＡも農
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家 の 人 々 も 、 全 て の 人 に 携 わ っ て も ら っ て 藤 崎 全 体 を 発 信 し て い き た い と 。 行 く 末 は 雇 用 拡 大 と 農 家 所 得 の 向 上

を目指すということで、まさしくことし が一年勝負の年であると、そう思ってございます・  

  また、この拠点づくりのハード事業に前倒しして、人づくり を優先したというのは、これは私の思いでありまし

て 、 い い あ ん ば い に 厚 生 労 働 省 の 三 カ 年 計 画 の 事 業 も 県 内 二 例 目 で 約 六 千 万 の 交 付 決 定 を い た だ い て 、 そ の 事 業

も 活 用 し な が ら 人 材 育 成 も 先 行 し た と い う こ と も 、 で き た 暁 に は 百 メ ー ト ル ダ ッ シ ュ で き る よ う な 形 で 進 め て い

き た い と 。 ま だ 議 員 各 位 、 あ る い は 多 く の 町 民 の 方 、 あ る い は 農 家 の 人 々 も 不 安 要 素 は 残 っ て い る と 思 っ て ご ざ

い ま す 。 し か し な が ら 、 一 歩 一 歩 前 に 進 め る の は や っ ぱ り 行 政 も リ ー ド オ フ マ ン し な が ら こ れ か ら 進 め て い き た

い と い う 思 い で ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 奈 良 議 員 初 め 議 員 各 位 の 皆 さ ん に も 、 と に か く 町 を 挙 げ て や る 事 業 だ と い

う こ と を 認 識 し て い た だ き な が ら 、 建 設 的 な 意 見 を 今 後 と も 頂 戴 賜 れ れ ば と 思 っ て ご ざ い ま す 。 以 上 で あ り ま す 。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  ありがとうございました。  

  それでは、町活性化の質問に 移らせていただきます。最終的に 、時間も押し迫ってきましたので、私が 幾つか質

問を考えてきたんですけれども、その中で抜粋しながら 、ひとつ町の意見を伺いたいと思います。  

  今、町で把握している百六十二件というお話 が先ほどありました。そのうち 老朽化危険空き家と判断されたもの

は 七 十 四 件 、 率 に す る と 約 四 六 ％ 。 こ れ の 撤 去 が 進 ま な い 理 由 と い う の は 、 先 ほ ど 壇 上 で お っ し ゃ っ た 個 人 の 権

利 、 財 産 と か 、 そ う い う も の は あ る と 思 い ま す け れ ど も 、 や は り そ の 一 言 に 尽 き る の か ど う か と い う こ と を お 答

えください。  
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○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  空き家と一言に申しま しても、入居可能なものと、この条例に当てはまるいわゆる危険空き家というものがござ

い ま す 。 危 険 な 空 き 家 に な っ て し ま う と 、 ど う し て も 所 有 者 の 方 が そ の 先 を や ら な い と い う よ う な こ と か ら 空 き

家 が ど ん ど ん ふ え て い く と 。 こ こ に 住 む ん だ と い う 空 き 家 で あ れ ば 非 常 に 管 理 も 行 き 届 い て い ま す し 、 非 常 に 良

好 な 状 態 で 保 っ て お り ま す の で 、 そ う い っ た こ と か ら 、 こ う い っ た 持 ち 主 の 方 の 事 情 で 非 常 に 進 ん で い か な い と

いうのが現状だと考えてございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  平成二十八年度中に五件の危険空き家の解体実績があったということ ですけれども、町では最大五十万まで助成

するという制度があります。この 五件に関しては、この助成を使ったものでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  この五件に関しましては、危険であるということで町のほうからお願いをしたところ、解体してもらったと。自

主的に解体した件でございます。  

○議長（野呂日出男君）  
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  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  この質問に対する最後の、これは要望になりますけれども、先ほど も言ったんですけれども、危険空き家の放置

は 本 当 に 防 災 上 、 防 火 、 防 犯 の 観 点 か ら い っ て も 、 ま た 町 の 活 性 化 に お い て 土 地 の 利 用 な ど に お い て も こ れ は 将

来 ネ ッ ク に な っ て い く も の と 思 い ま す 。 何 と か 所 有 者 に 対 す る 適 正 な 指 導 を お 願 い し 、 こ の 質 問 を 終 わ ら せ て い

ただきます。  

  それでは、最後にウズベキスタンの質問のほうに移らせていただきます。 先ほど町長のお答えで事業内容はわか

ったんですけれども、事業概要についてお知らせください。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  お答えいたします。事業概要でございますけれども、先ほど町長が答弁したのとダブ るかもしれませんけれども、

お答えいたします。  

  まず、日本のリンゴ栽培技術を提供することにより、ウズベキスタンで指導できる人材 を育成し、現地のリンゴ

生 産 に そ の 技 術 を 普 及 さ せ 、 農 家 の 収 入 の 増 加 を 図 る こ と を 目 的 と し た Ｊ Ｉ Ｃ Ａ の 草 の 根 技 術 協 力 事 業 を 弘 前 大

学 農 学 生 命 科 学 部 と 藤 崎 町 が 共 同 で 平 成 二 十 六 年 度 か ら 今 年 度 ま で 三 年 間 、 技 術 支 援 を 行 っ た も の で ご ざ い ま す 。

事 業 費 は 三 年 間 で 五 千 八 百 四 万 二 千 円 で 、 こ れ に つ き ま し て は 弘 前 大 学 が Ｊ Ｉ Ｃ Ａ か ら 補 助 を 受 け ま し て 実 施 し

たものでございます。  

  まず、初年度目の平成二十六年度は、弘前大学がウズベキスタン の農業大学やＪＩＣＡのウズベキスタン の事務



 - 21 - 

所 と 事 業 内 容 等 を 協 議 す る た め 、 ウ ズ ベ キ ス タ ン の 現 地 を 視 察 し て お り ま す 。 当 町 は 二 年 度 目 か ら 弘 前 大 学 と 共

同 で ウ ズ ベ キ ス タ ン の タ シ ュ ケ ン ト 州 立 大 学 や サ マ ル カ ン ド 国 立 農 業 大 学 及 び ミ ル ザ エ フ 果 樹 栽 培 研 究 所 の 研 究

員 を 受 け 入 れ て 、 当 町 の リ ン ゴ 生 産 農 家 の 園 地 に お い て 摘 果 や 袋 か け 、 収 穫 、 選 果 、 剪 定 な ど の 研 修 を 行 っ た も

の で ご ざ い ま す 。 そ の ほ か 、 弘 前 実 業 藤 崎 校 舎 の 生 徒 と 一 緒 に 剪 定 を す る な ど 、 生 徒 と の 交 流 も 実 施 し て お り ま

す。  

  また、当町のリンゴ生産者をウズベキスタンに派遣いたしまして、 タシュケント州立大学とサマルカンド国立農

業 大 学 に ふ じ リ ン ゴ の モ デ ル 園 を 開 設 い た し ま し て 、 大 学 の 職 員 や 生 徒 に 栽 培 管 理 の 指 導 を 行 っ た も の で ご ざ い

ま す 。 そ の ほ か 、 大 学 や 果 実 研 究 所 の 職 員 及 び 一 般 の 農 家 に 対 し て セ ミ ナ ー を 開 催 い た し ま し て 、 栽 培 技 術 を 指

導 し た も の で ご ざ い ま す 。 セ ミ ナ ー に は 延 べ 四 百 人 ほ ど の 参 加 が あ っ た と 聞 い て お り ま し て 、 好 評 で あ っ た と 思

っております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  ありがとうございました。本事業がことしの二月で完了したということですけれども、先ほどの町長の答弁 の中

で 、 六 回 ほ ど 当 町 の 町 民 が ウ ズ ベ キ ス タ ン に 行 っ て 技 術 指 導 、 い ろ い ろ し た と 思 い ま す 。 当 然 、 そ の 中 で 参 加 し

た人たちの報告、また、こういうふうにしたらいいんじゃないかという意見はあったものでしょうか、課長。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  
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  お答えいたします。派遣者や参加者の感想ということでございますけれども、当町からの派遣者の感想としては、

ウ ズ ベ キ ス タ ン で は 会 社 経 営 の 園 地 は そ れ な り の 栽 培 を し て い る も の の 、 農 家 や 大 学 の 園 地 で は 栽 培 技 術 が 理 解

さ れ て い な い よ う に 思 え た 。 ま た 、 生 果 と 加 工 品 の 価 格 差 が な い た め 、 摘 果 や 剪 定 な ど の 栽 培 技 術 に よ り 高 品 質

な リ ン ゴ を 生 産 し 、 生 果 の 価 格 を 上 げ る 必 要 が あ る と 感 じ た 。 そ の ほ か 、 当 町 の 栽 培 技 術 を 提 供 し て か ら 何 年 か

かるかわからないが、高品質なリンゴを生産することを期待するという感想をいただいております。  

  また、ウズベキスタン の研修員の感想といたしましては、ウズベキスタンで ふじリンゴの栽培技術を普及させる

た め 、 現 地 で ふ じ リ ン ゴ の 園 地 を つ く っ て こ の 研 修 で 得 た 技 術 を 実 践 し て み た い と い う 感 想 と 、 こ の 事 業 で ウ ズ

ベ キ ス タ ン の 大 学 に 開 設 い た し ま し た モ デ ル 園 に お い て 今 後 い ろ い ろ な 問 題 が 出 る と 思 う の で 、 解 決 方 法 を ど の

よ う に し た ら よ い か と い う 問 題 も 挙 げ ら れ ま し た 。 以 上 が 派 遣 者 や 研 修 生 の 主 な 感 想 で ご ざ い ま す 。 以 上 で ご ざ

います。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  どうもありがとうございました。この国際交流を 、リンゴふじ発祥の地である藤崎町の知名度向上と考えれば、

私 と し て は で き れ ば 継 続 を 望 み た い と こ ろ で あ り ま す 。 リ ッ プ サ ー ビ ス か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 弘 前 大 学 の 荒

川 教 授 も 、 今 後 も 研 修 生 を 受 け 入 れ た り 町 の 農 業 者 に ウ ズ ベ キ ス タ ン で 指 導 を し て も ら う な ど 交 流 の 継 続 を 検 討

し た い と 、 リ ッ プ サ ー ビ ス か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 コ メ ン ト も あ り 、 町 と し て の 積 極 的 な 働 き か け を 町 長 に 要

望しますけれども、最後のお答えをお願いいたします。  

○議長（野呂日出男君）  
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  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  計六回にわたって向こうの現地の大学、そして研究所の人たち に来ていただきました。最後の 交流事業で、商工

会 の 二 階 の ほ う で 、 こ っ ち か ら 行 っ た 人 た ち 、 あ る い は 町 の 農 業 団 体 、 り ん ご 支 会 長 と か 、 あ る い は 共 防 連 の

方 々 が 来 て 最 後 の 交 流 を し た と き に 、 冒 頭 私 の 挨 拶 で 、 気 候 も 土 壌 も 環 境 も 違 う 土 地 で 、 我 が 国 の 世 界 一 の 技 術

を 要 し た こ の 津 軽 地 帯 で の 指 導 が 三 年 ぐ ら い で か な う わ け が な い と 。 荒 川 教 授 初 め Ｊ Ｉ Ｃ Ａ の 担 当 の 藤 井 さ ん に 、

品 変 え 、 趣 旨 も 変 え 、 若 干 変 え 、 内 容 は 同 じ こ と を も う 三 年 あ っ た ら 日 本 の 技 術 を 尐 し ぐ ら い は 形 に な る だ ろ う

と い う こ と で 、 荒 川 教 授 、 藤 井 さ ん と い う こ と で 私 も お 願 い し て き た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た だ 、 我 が 国 全 体 の

考 え 方 と し て 、 恵 ま れ な い 地 域 や 国 々 に い ろ ん な 分 野 で の 技 術 提 供 と か 国 際 交 流 事 業 と か や っ て い る の も Ｊ Ｉ Ｃ

Ａの中でして、その中での予算の振り分けというのはなかなか決まったものがあると思ってございます。  

  いずれにしましても、 今後、弘前大学さんとの協議に入ると思いますけれども、大学のほうで手を挙げて事業獲

得したら、我が町は全面的な協力でまた技術指導に入っていきたいという思いでございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良完治君。  

○三番（奈良完治君）  

  ありがとうございました。それでは、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで三番奈良完治君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、二番五十嵐  忍君に一般質問を許します。二番五十嵐  忍君。  
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     〔二番  五十嵐  忍君  登壇〕  

○二番（五十嵐  忍君）  

  改めまして、おはようございます。議席番号 二番五十嵐  忍です。  

  去る二月二十五日、議会の活動を住民の皆さんに知ってもらうため、また議員と 自由に意見交換ができる場とし

て 、 藤 崎 、 常 盤 、 両 地 区 で 議 会 報 告 会 を 開 催 し ま し た 。 第 一 回 と い う こ と で 準 備 不 足 な 面 も あ っ た か と 思 わ れ ま

す が 、 今 後 の 基 礎 と な る 会 で 、 町 民 の 皆 さ ん の 声 を 聞 け た こ と は 有 意 義 で あ り ま し た 。 私 も 二 十 年 近 く 前 に な り

ま す が 、 今 は 亡 き 佐 々 木 弘 文 町 長 の と き に 町 長 と 語 る 会 に 出 席 し た こ と を 思 い 出 し ま し た 。 仕 事 柄 、 子 供 た ち の

思 い を 聞 く 機 会 が あ り 、 中 学 校 の 部 活 動 の 問 題 点 を 述 べ ま し た 。 ま た 、 町 村 合 併 が 持 ち 上 が っ た の は 小 田 桐 智 高

町 長 の と き で し た が 、 飛 び 地 合 併 だ け は 避 け て ほ し い と い う 思 い で 、 小 畑 の 平 成 会 館 ま で 行 っ た も の で し た 。 町

民にはそれぞれ町政への思いがあります。その声に耳を傾けるのが我々の務めではないでしょうか。  

  それでは、本定例会に当たり、通告に従い、私からの一 般質問をいたします。  

  まず最初に、ごみ収集処理についてでございます。 弘前市が家庭系ごみの有料化を検討していると報道されてい

る こ と か ら 、 藤 崎 町 も そ れ に 続 く の で は と 懸 念 さ れ る と こ ろ で は あ り ま す が 、 平 成 二 十 五 年 の ご み 処 理 基 本 計 画

策定後、ごみ問題の推移と現状、 また今後の方向性はどうなっているのか。  

  有料化よりもまずは減量化だと思いますが、家庭での生ごみ堆肥 化を推進するためにコンポスト容器に助成金を

出 す こ と も 有 効 だ と 思 わ れ ま す が 、 ど う で し ょ う か 。 神 奈 川 県 鎌 倉 市 で は 生 ご み 処 理 機 を 購 入 す る 際 、 非 電 動 型

の 場 合 は 九 割 も 助 成 し て い ま す 。 我 が 家 で は 長 年 ご く 普 通 の コ ン ポ ス ト を 野 菜 畑 に 設 置 し て い ま す が 、 畑 が な く

て も 庭 が あ れ ば 、 土 さ え あ れ ば 生 ご み の 処 理 は で き ま す 。 今 は 素 焼 き の も の も あ る よ う で す の で 、 庭 で も 違 和 感

なく使用できると思います。  
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  さて、ごみの有料化は税金の二重取りではないかという指摘もある中、住民登録をしないと本来ごみ処理等の行

政 サ ー ビ ス を 受 け ら れ な い こ と に な り ま す が 、 住 民 票 を 移 し て い な い 人 へ の 働 き か け は ど う な っ て い る の か 。 正

しく住民登録をする意義や必要性をしっかり説明すべきだと思います。  

  次に、社会福祉協議会について質問します。赤い羽根共同募金に文庫本充実事業がありますが、学校図書の購入

は 本 来 、 教 育 費 を 充 て る べ き で 、 児 童 福 祉 と い う 名 目 で あ る な ら ば 非 常 に 違 和 感 を 覚 え ま す 。 日 本 は 教 育 に 対 す

る 公 的 支 出 が 国 内 総 生 産 Ｇ Ｄ Ｐ に 占 め る 割 合 が 世 界 的 に 見 て 最 低 水 準 に あ り ま す が 、 ま さ に そ れ を 象 徴 し て い る

かのようです。  

  続いて、ほのぼの交流事業についてです。ひとり暮らしの高齢者が安心して暮らせるように 、各町内会の協力員

が 安 否 確 認 な ど を 行 っ て い る わ け で す が 、 民 生 委 員 の 活 動 と 重 複 し て い る 中 、 情 報 の 共 有 や 連 携 は ど う な っ て い

るのか、お聞きします。  

  最後に、両老人福祉センターの湯の温度についてで ございます。青森県内には三百二十一件もの銭湯があり、県

民 一 人 当 た り の 件 数 は 全 国 一 位 だ そ う で す が 、 こ の 中 に は 福 祉 施 設 は 入 っ て い な い の で 、 そ れ も 含 め る と 大 変 風

呂 文 化 が 豊 か で 恵 ま れ て い る よ う で す 。 こ の 間 も 、 常 盤 老 人 福 祉 セ ン タ ー の 温 泉 入 浴 者 が 八 十 五 万 人 に 達 し た と

い う 記 事 が 出 て い ま し た 。 し か し な が ら 、 雪 国 の 人 は 熱 い 湯 を 好 む 傾 向 に あ る の か 、 両 老 人 福 祉 セ ン タ ー の 湯 温

は 四 十 二 度 以 上 あ り ま す 。 四 十 二 度 以 上 だ と 交 感 神 経 が 高 ぶ り 、 興 奮 状 態 に な っ て 血 圧 が 上 が り 、 筋 肉 も 硬 直 す

る と し て 、 医 者 は 勧 め て い ま せ ん 。 二 月 十 五 日 の 広 報 お 知 ら せ 号 に も 、 高 齢 者 の 入 浴 中 の 事 故 に 注 意 と い う 記 事

が あ り 、 そ の 中 で は 安 全 に 入 浴 す る た め の 湯 温 は 四 十 一 度 以 下 に な っ て い ま す 。 健 康 で 長 寿 の 町 藤 崎 を 目 指 し 、

健 康 宣 言 を し た と き に 講 師 に い ら し た 弘 前 大 学 の 中 路 教 授 は 、 生 活 習 慣 病 と い う の は さ ま ざ ま な 無 数 の 因 子 が 絡

み 合 っ て で き る 、 そ の 対 策 は 見 え な い 病 気 の 予 防 だ と お っ し ゃ っ て い ま す 。 風 呂 の 温 度 も 生 活 習 慣 の 一 つ な の で 、
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老人福祉センターの湯温は医者が安全上推奨している温度にするべきだと思いますが、どうでしょうか。  

  以上、壇上から私の一般質問といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  五十嵐  忍議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、環境問題についてのイのごみ収集処理について の平成二十五年度のごみ処理基本計画策定後、ごみ問題

の推移と現状、また今後の方向性はどうなっているのかについてお答えいたします。  

  町ごみ処理基本計画は、循環 型社会の形成やごみの減量化、資源化を推進するため、平成 三十九年度を目標年次

と し た 長 期 的 指 針 と し て 平 成 二 十 五 年 度 に 策 定 さ れ た も の で あ り ま す 。 計 画 策 定 後 の ご み 総 排 出 量 の 推 移 は 、 平

成 二 十 五 年 度 が 五 千 二 百 六 十 三 ト ン 、 平 成 二 十 六 年 度 が 四 千 八 百 八 十 四 ト ン 、 平 成 二 十 七 年 度 が 五 千 五 百 五 十 七

ト ン と な っ て お り ま す 。 平 成 二 十 七 年 度 に お い て ご み の 排 出 量 が 増 加 し て お り ま す が 、 こ れ は ご み の 搬 入 先 で あ

り ま す 弘 前 地 区 環 境 整 備 事 務 組 合 に お い て 平 成 二 十 七 年 度 か ら 事 業 系 一 般 廃 棄 物 の 計 量 方 法 を 変 更 し た こ と が 要

因であり、結果として五百二十六トン増加したものと 考えられます。  

  今後の取り組みでありますが、事 業系のごみに関しては町内排出事業者を直接訪問するなどして、 事業系一般廃

棄 物 の 減 量 化 に 係 る 啓 発 活 動 を 行 い な が ら 協 力 を 呼 び か け 、 ま た 家 庭 系 の ご み に 関 し て は 町 民 の 皆 さ ん に も 広 報

紙 や 各 種 資 料 な ど を 活 用 し て 、 ご み の 減 量 化 や リ サ イ ク ル 意 識 の 啓 発 に つ な げ た 周 知 徹 底 を 図 っ て ま い り た い と

考えております。  
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  次に、家庭での生ごみ堆肥化 を推進するために、コンポスト容器に助成金を出すことも有効 だと思われるがどう

か に つ い て で あ り ま す が 、 生 ご み 堆 肥 化 の 推 進 は 生 ご み の 減 量 化 と し て は 有 効 な 対 策 で あ り 、 コ ン ポ ス ト 化 容 器

助 成 事 業 等 を 実 施 し て い る 市 町 村 も ご ざ い ま す 。 合 併 以 前 の 旧 常 盤 村 に お き ま し て 、 生 ご み 堆 肥 化 容 器 購 入 補 助

事 業 を 実 施 し た 経 緯 も あ り ま す が 、 合 併 と 同 時 に 廃 止 と さ れ て お り ま す 。 今 後 の 対 忚 に つ き ま し て は 、 現 在 近 隣

で実施している青森市や黒石市などの実施内容を精査し、検討してまいりたいと考えております。  

  次に、住民登録をしないと、本来ごみ処理等の行政サービスを受けられないことになるが、住民票を移していな

い 人 へ の 働 き か け は ど う な っ て い る の か に つ い て で あ り ま す が 、 町 の ご み 処 理 に 係 る 費 用 は 平 成 二 十 七 年 度 実 績

が 一 億 七 千 六 百 万 円 余 り で 、 そ の 主 な 財 源 は 地 方 交 付 税 で あ り ま す 。 地 方 交 付 税 の 算 定 の 中 に は 清 掃 関 連 費 用 が

見 込 ま れ て お り 、 そ の 対 象 住 民 は 国 勢 調 査 に 基 づ い た 居 住 人 口 で あ り ま す 。 よ っ て 、 民 間 ア パ ー ト に お 住 ま い の

方 々 も カ ウ ン ト さ れ て お り ま す の で 、 住 民 登 録 の な い 方 々 の 排 出 さ れ た ご み に つ き ま し て も 町 が 収 集 し な け れ ば

な ら な い も の で あ る こ と か ら 、 住 民 票 を 移 し て い な い 方 々 へ の 働 き か け は 特 段 行 っ て い な い も の で あ り ま す が 、

住 む 町 に 住 民 票 を 移 す べ き こ と は 当 た り 前 の こ と と 考 え ま す の で 、 今 後 と も そ の 住 民 の 方 々 へ し っ か り 住 民 票 を

移して藤崎の町民となっていただくよう 、協力の周知徹底を図っていきたいという思いで ございます。  

  次に、社会福祉についてのイの社会福祉 協議会についての、赤い羽根共同募金に文庫本充実事業があるが、学校

図 書 の 購 入 は 本 来 教 育 費 を 充 て る べ き で 児 童 福 祉 と い う 観 点 な ら ば 違 和 感 が あ る が ど う か に つ い て 、 お 答 え い た

します。  

  赤い羽根共同募金は、社会福祉法に規定する都道府県単位で 行われている共同募金の一つであり、本県では青森

県 共 同 募 金 会 が 市 町 村 の 社 会 福 祉 協 議 会 の 共 同 募 金 委 員 会 と 連 携 し 、 身 近 な 福 祉 活 動 を 支 援 し て い る も の で あ り

ま す 。 当 町 の 平 成 二 十 七 年 度 募 金 実 績 額 は 二 百 六 十 万 円 余 り で あ り 、 町 社 会 福 祉 協 議 会 へ 交 付 さ れ た 分 配 金 は 百
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六十万円であります 。  

  ご質問の文庫本充実事業は、町社会福祉協議会が青森県共同募金会から交付された分配金から町内小中 五校へ各

七 万 円 、 計 三 十 五 万 円 の 書 籍 を 寄 贈 し た も の で あ り ま す 。 学 校 図 書 の 購 入 は 本 来 教 育 費 を 充 て る べ き と の ご 質 問

で あ り ま す が 、 共 同 募 金 の 分 配 金 の 使 い 道 は 町 社 会 福 祉 協 議 会 が 青 森 県 共 同 募 金 会 に 申 請 し 、 適 正 に 審 査 を 経 て

対 象 事 業 と し て 決 定 さ れ 、 実 施 さ れ た も の で あ り ま す 。 ご 指 摘 の と お り 、 学 校 図 書 の 購 入 は 教 育 費 を 充 当 す べ き

で は あ り ま す が 、 個 人 や 団 体 か ら の 寄 附 は ご 意 思 を 尊 重 す べ き こ と が 篤 志 に 報 い る も の と 考 え ま す の で 、 何 と ぞ

ご理解いただきたいと存じます。  

  次に、ほのぼの交流協力員と民生委員の活動が重複している面があるが、 情報の共有や連携はどうなっているの

か に つ い て で あ り ま す が 、 尐 子 高 齢 化 が 進 み 、 社 会 環 境 が 急 速 に 変 化 す る 中 で 、 防 災 や 高 齢 者 の 安 否 確 認 な ど 、

民 生 委 員 、 町 内 会 、 ボ ラ ン テ ィ ア 組 織 の 重 要 性 は ま す ま す 高 ま っ て い く も の と 思 わ れ ま す 。 そ の 中 に お い て 、 民

生 委 員 は 月 一 回 の 定 例 会 、 高 齢 者 の 安 否 確 認 、 日 常 生 活 で の 困 り 事 相 談 、 学 校 教 職 員 と の 懇 談 な ど 、 重 要 度 の 高

い 情 報 を 扱 う ボ ラ ン テ ィ ア と し て 活 動 さ れ て い る 厚 生 労 働 大 臣 か ら 委 嘱 を 受 け た 非 常 勤 の 地 方 公 務 員 で あ り 、 行

政とのパイプ役として現在、主任児童委員 二名を含め、町内に三十八名が配置されております。  

  一方、ほのぼの交流協力員は、高齢者世帯へ週一回程度訪問するなど、孤独感の解消や安否確認を行うことを主

な 業 務 と し 、 民 生 委 員 活 動 の 一 部 を 補 助 的 に 担 っ て い る ボ ラ ン テ ィ ア で あ り 、 現 在 町 内 に は 百 二 十 一 名 を 配 置 し

て お り ま す 。 ご 指 摘 の 重 複 す る 活 動 は 安 否 確 認 や 見 守 り 活 動 と 思 わ れ ま す が 、 訪 問 を 不 定 期 で 行 っ て い る 民 生 委

員 に 対 し 、 ほ の ぼ の 交 流 協 力 員 は ケ ー ス に も 違 い は あ り ま す が 、 お お む ね 一 週 間 ご と に 訪 問 を 行 っ て お り 、 重 複

す る と き も 当 然 あ る と 思 い ま す 。 し か し な が ら 、 高 齢 者 の 安 否 確 認 は 一 刻 を 争 う こ と も あ り 、 新 聞 、 郵 便 局 、 金

融 関 係 、 町 内 会 な ど へ も お 願 い し て い る と こ ろ で も あ り 、 万 全 を 期 す た め に は 二 重 、 三 重 の 体 制 は 必 要 で あ る も
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のと考えております。  

  また、情報の共有に関しては、民生委員が公務員であることから、重要度が高い情報を扱っているのに対し、 ほ

の ぼ の 交 流 協 力 員 の 活 動 は 限 定 さ れ て い る こ と か ら 、 扱 う 情 報 も 訪 問 先 の 住 所 、 氏 名 に 限 ら れ 、 迅 速 で き め 細 か

な 対 忚 が 求 め ら れ る 災 害 な ど の 緊 急 時 は 双 方 が 情 報 を 共 有 し な が ら 連 携 す る こ と に な る な ど 、 今 後 の 役 割 は 今 以

上に増すものと考えておりますので、 何とぞご理解をいただきたいと存じます。  

  次に、風呂の温度も生活習慣のひとつなので、両老人福祉センターの湯温を医者が安全上推奨している温度にす

べ き だ と 思 う が ど う か に つ い で あ り ま す が 、 藤 崎 、 常 盤 、 両 老 人 福 祉 セ ン タ ー の 温 泉 は 平 成 二 十 五 年 度 と 二 十 六

年 度 に 施 設 を 大 規 模 改 修 し た こ と も あ り 、 年 間 延 べ 二 十 万 人 以 上 の 方 か ら 利 用 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 施 設 の 管

理 運 営 は 社 会 福 祉 協 議 会 が 平 成 十 一 年 か ら 委 託 を 受 け 、 作 業 に も 熟 知 し 、 こ れ ま で 重 大 な 事 故 や 大 き な 苦 情 も な

く、良好に運営しているものと認識しております。  

  ご質問の温泉の設定温度についてでありますが、温泉は多くの方が 利用しており、温度の感じ方にもいろいろあ

ろ う か と 思 い ま す 。 確 認 し た と こ ろ 、 温 泉 の 温 度 調 節 は 利 用 者 の ご 意 見 、 ご 要 望 な ど か ら 職 員 の 長 年 の 経 験 の も

と に 、 そ の 日 の 気 温 や 源 泉 の 温 度 を 勘 案 し 、 お お む ね 四 十 二 度 か ら 四 十 四 度 以 内 に 調 整 し て い る と の こ と で あ り

ま す 。 医 学 的 な 見 地 か ら で の 湯 温 と の 意 見 で は あ り ま す が 、 温 泉 に は そ の 場 所 特 有 の 泉 質 、 効 能 、 温 度 が あ り 、

利 用 者 は 体 調 や 気 候 を 勘 案 し 、 入 浴 時 間 を 調 節 す る こ と も 大 切 で あ る と の 意 見 も あ り ま す 。 今 後 は 医 者 が 安 全 上

推奨している適温をもとに、利用者のご意見を伺うなど対忚してまいりたいと考えております。  

  以上、五十嵐議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  二番五十嵐  忍君の一般質問に対する答弁が終わりました。  
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  これより二番五十嵐  忍君に再質問を許します。 五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  それではまず、ごみ収集処理について再質問いたします。ごみの 問題は日々の生活の中で毎日の問題でござい ま

し て 、 こ の 間 の 議 会 報 告 会 で も 話 題 に な っ て お り ま し た が 、 藤 崎 地 区 の ご み 収 集 処 理 に つ い て で ご ざ い ま す が 、

プ ラ ス チ ッ ク 、 こ れ は 常 盤 も そ う だ と 思 い ま す が 、 現 在 私 た ち が ご み を 処 理 す る に 当 た っ て 一 番 困 っ て い る の が

そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク の 扱 い だ と 思 う ん で す が 、 藤 崎 地 区 の ご み は 弘 前 市 で 処 理 さ れ て い る わ け で す が 、 十 二 分

別 が 始 ま っ た 当 初 は 藤 崎 と 弘 前 と 分 け 方 が 同 じ だ っ た と 記 憶 し て い る ん で す が 、 そ の 後 、 数 年 前 に 弘 前 市 が そ の

他 の プ ラ ス チ ッ ク を 生 ご み と 一 緒 に 回 収 す る よ う に 変 わ り ま し て 、 そ こ か ら 藤 崎 と 弘 前 で い わ ゆ る ダ ブ ル ス タ ン

ダ ー ド と い い ま す か 、 藤 崎 の ご み は 弘 前 に 行 っ て い る の に 、 じ ゃ あ 私 た ち が 分 け て い る そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク の

扱いはどうなっているんだという町民の疑問といいますか、そういうものがあります。  

  それで、確認しますけれども、藤崎町が出している、 私たちが出しているその他のプラスチック の扱い、その行

方ですね、どういうふうになっているのか、 確認いたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。藤崎地区から搬出されるその他のプラスチック のごみ、これはリサイクルに回すということ

で処理してございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  
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○二番（五十嵐  忍君）  

  そのことに関して、弘前がやり方が変わった段階で 藤崎町民は非常に疑問に思ったわけでして、その声が 役場の

ほ う に 届 い て い な い と い い ま す か 、 制 度 が 変 わ っ た 段 階 で 広 報 と い い ま す か 、 弘 前 は こ う い う ふ う に 変 わ っ た ん

だ け れ ど も 、 藤 崎 は 今 ま で ど お り こ れ で い き ま す よ と い う 、 そ う い う 広 報 が あ っ て も よ か っ た の か な と 思 い ま す

が、いかがでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず、弘前がいつからどういう経緯で その他のプラスチックごみを可燃と一緒にしたのかと

い う の は ち ょ っ と 承 知 し て お り ま せ ん け れ ど も 、 当 町 の 考 え と い た し ま し て は 、 ま ず 黒 石 地 区 清 掃 施 設 組 合 、 常

盤 地 区 の ご み に 関 し て は 黒 石 の ほ う に 搬 入 し て ご ざ い ま す け れ ど も 、 黒 石 の 施 設 は そ の 他 の プ ラ ス チ ッ ク を 入 れ

る こ と が で き な い と い う こ と か ら 分 け な け れ ば い け な い と 。 そ し て 、 町 に お い て 藤 崎 地 区 と 常 盤 地 区 と 分 別 方 法

を 変 え る と い う の も ま ず い の で は な い か と 、 統 一 す べ き で は な い か と い う こ と か ら 藤 崎 も 分 け て お り ま す 。 弘 前

に 倣 う よ う な 、 一 緒 に す る と い う こ と も し て ご ざ い ま せ ん 。 そ れ と も う 一 点 は 、 リ サ イ ク ル の 強 化 と い う こ と を

進める意味で可燃とその他のプラスチックを 分けるということにしているものでございます。  

  その周知というところなんですが、過去において、最初十二分別にしたときにはたしか各町内 も回り、ご説明も

申 し 上 げ て 、 た し か 平 成 十 二 年 か ら 始 ま っ た も の と 認 識 し て ご ざ い ま す け れ ど も 、 十 一 年 度 に た し か 介 護 保 険 の

制 度 が 始 ま る と い う と き に あ わ せ て 町 内 を 回 っ て ご 説 明 し た と 記 憶 し て ご ざ い ま す 。 そ の と き に 分 け る と い う こ

と に し て 周 知 を 図 っ た も の で す か ら 、 そ の 後 に つ い て は 変 更 が な い と い う こ と で 特 段 そ の 分 に 関 す る 、 分 け る と
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いうことの周知はしていないものと認識してございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  私たちはごみの入り口はわかっているんですが、出口に関してよくわからない部分があるので、例えばごみ処理

基 本 計 画 の 中 に ご み 処 理 体 系 フ ロ ー と あ り ま す よ ね 。 こ の フ ロ ー チ ャ ー ト を 町 民 に わ か る 形 で 示 し て も ら え れ ば 、

自 分 が 出 し て い る ご み が こ う い う ふ う に 行 っ て い る か ら 、 じ ゃ あ 出 口 が わ か る と 、 こ う い う ふ う に 出 さ な き ゃ な

らないなと思うと思 いますので、その辺もご検討いただきたいと思います。どうでしょう。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  担当課が答えるべきところで ございますが、先ほど登壇して、多尐、 年度ごとのトン数の推移が ありまして、ち

ょ っ と 二 十 七 年 度 の ご み の 量 が ふ え て い ま し て 、 こ れ は 私 が 弘 前 の 環 境 事 務 組 合 は 議 員 と し て 、 黒 石 清 掃 組 合 は

副 管 理 者 と し て の 立 場 で 出 席 し て ご ざ い ま す 。 先 般 、 弘 前 の 環 境 事 務 組 合 の 議 会 が 終 わ っ た 後 に ち ょ っ と 担 当 課

を 呼 ん で 、 ご み が ふ え て い る こ と は よ く な い と 、 よ く な い こ と は や っ ぱ り 町 民 に 対 し て も っ と も っ と ご み 減 量 化

あ る い は リ サ イ ク ル 、 そ の 意 識 の 啓 蒙 の た め に 、 四 月 か ら 上 半 期 は 特 集 記 事 を 町 の 広 報 に 載 せ て く れ と い う よ う

な話で住民課長と話ししたところでもございます。  

  よって、リサイ クルできるものは全 てリサイクルにすると、そして多尐燃やすも のはＣＯ ２ も出 しているわけで

す よ ね 、 地 球 環 境 に よ く な い 。 そ う い う こ と も 尐 な く す る た め に は や っ ぱ り 町 民 一 人 一 人 、 あ る い は 国 民 一 人 一
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人 の 意 識 が 肝 要 だ ろ う と い う こ と で 、 半 年 は ご み 減 量 化 に 向 け て 、 そ し て ど の ぐ ら い 出 て ど の ぐ ら い の 予 算 が か

か っ て い る か と 、 そ う い う 細 か い 記 事 も 掲 載 し な が ら 町 民 に 発 信 す る よ う な 広 報 の 記 事 を 出 し て く だ さ い と い う

ことで、私もう指示を出しているところでございます。  

  五十嵐議員さんのおっしゃることは全くかなめを 得ている質疑でございます ので、とにかく町民に周知徹底を図

っ て 、 リ サ イ ク ル で き る も の は リ サ イ ク ル 、 そ し て 家 庭 で 食 べ 残 し で き な い よ う な 食 材 も 準 備 し な が ら と い う こ

と も 、 や っ ぱ り ぜ い た く は よ く な い と い う こ と も 発 信 し な が ら 、 ご み 減 量 化 に つ な げ て い き た い と い う 思 い で ご

ざいます。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えさせていただきます。 ただいま町長からも ございましたとおり、ごみの出し方といいますか、量につきま

し て も そ う な ん で す け れ ど も 、 モ ラ ル 、 マ ナ ー と い う 部 分 が や は り 最 も 重 要 な の で は な い か と 認 識 し て ご ざ い ま

す 。 そ う い う 一 人 一 人 の モ ラ ル に 任 せ っ き り に す る の で は な く 、 収 集 す る 義 務 の あ る 町 と し て 、 行 政 と し て そ う

い う 働 き か け 、 出 し 方 、 そ の ご み が ど の よ う に 扱 わ れ 、 ど の よ う な 、 例 え ば 環 境 に 悪 影 響 を 及 ぼ す 、 ど う い う ふ

う な 形 に な っ て い る ん だ と い う と こ ろ の 意 識 啓 蒙 、 そ う い う 啓 発 と い う も の を も っ と も っ と 周 知 し て い か な け れ

ばならないものと思 っております。  

  これまで以上に、広報紙あるいはホームページだけではなくて、今、担当 として考えているのは、いろんな団体、

例 え ば 町 内 会 さ ん で あ っ て も 各 福 祉 団 体 で あ っ て も 、 こ れ か ら 総 会 の 時 期 だ と 思 い ま す 。 総 会 に は 必 ず 資 料 と い

う も の が あ る か と 思 い ま す 。 そ の 資 料 の 例 え ば 一 番 目 立 た な い 後 ろ の ほ う で も い い か と 思 い ま す 。 そ こ に 、 ３ Ｒ
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運 動 、 リ ユ ー ス 、 リ デ ュ ー ス 、 リ サ イ ク ル 、 あ る い は テ レ ビ の コ マ ー シ ャ ル で も 放 映 さ れ て お り ま す け れ ど も 、

三 つ の 「 き る 」 、 食 材 を 使 い 切 る と か 食 べ 切 る と か 、 そ う い う ふ う な こ と を 総 会 の 資 料 な ん か の ど こ か に 目 に つ

く よ う に 、 そ う い う い ろ ん な た く さ ん の 方 々 に 目 に つ く よ う な と こ ろ に 表 示 を し て 、 そ う い う も の 、 や っ ぱ り 気

を つ け て い か な け れ ば い け な い ん だ な と い う ふ う に 意 識 し て も ら え る よ う な 周 知 徹 底 、 い ろ ん な 形 で 進 め て ま い

りたいと思っております。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  ぜひ、そうしていただきたいと思います。  

  あと、その他のプラスチックの扱いに関しては、これは要望でございますけれども、非常にかさばるもので、今、

藤 崎 地 区 で は 二 週 間 に 一 回 、 隔 週 で 回 収 に な っ て い ま す が 、 保 管 し て お く 場 所 も な か な か 大 変 だ と い う こ と で 、

で き れ ば 週 に 一 回 と か 、 回 数 が ふ え れ ば そ れ だ け 収 集 の 費 用 も か さ む の か も わ か り ま せ ん が 、 ほ か の 尐 な い ご み

の 日 に 、 例 え ば 瓶 の と こ ろ に 回 す と か も で き る か と 思 い ま す の で 、 来 年 度 の こ と は も う 決 ま っ て い る の か も わ か

りませんが、その次以降でもご検討いただければ、これは町民からの多くの要望でございます。  

  あと、先ほど住民課長から、ごみに関してモラルの 問題というお話がございましたが、実は 住民票の移動に関し

て も 若 干 モ ラ ル の 問 題 と い い ま す か 、 こ れ は よ そ の 市 町 村 の 例 で ご ざ い ま す け れ ど も 、 例 え ば 実 家 の ほ う が 住 民

税 が 安 い か ら 転 居 し て も 住 民 票 を 移 さ な い と か と い う 話 も 、 事 例 も ご ざ い ま す の で 、 住 民 票 に 関 し て は 転 入 だ け

で は な く 転 出 も あ り ま す の で 、 藤 崎 町 民 も 転 居 し た と き に じ ゃ あ 移 し て い る の か と い う 話 に な り ま す が 、 ご み 処

理 等 の 行 政 サ ー ビ ス も も ち ろ ん で す が 、 例 え ば 災 害 が 起 き れ ば 避 難 所 の お 世 話 に な る わ け で 、 あ と 選 挙 の 投 票 で
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す ね 、 十 八 歳 選 挙 権 の と き に 住 民 票 の 問 題 も あ り ま し た け れ ど も 、 そ れ こ そ 課 を 横 断 し て さ ま ざ ま な 問 題 が 発 生

し て い る わ け で 、 こ の 住 民 登 録 に つ い て は 行 政 が 率 先 し て 取 り 組 む べ き 課 題 で は な い か と 思 い ま す が 、 い か が で

しょう。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。まず、法律的なお話になりますが、住民基本台帳法という法律がございます。これには、市

町 村 長 は 住 民 基 本 台 帳 を 整 備 し 、 住 民 に 関 す る 記 録 の 管 理 が 適 正 に 行 わ れ る よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 要 す る

に 、 住 ん で い る 人 の 住 民 管 理 を す る よ う に と い う 規 定 で ご ざ い ま す 。 一 方 、 住 民 は 住 民 と し て の 地 位 の 変 更 に 関

す る 届 け 出 を 行 う よ う 努 め な け れ ば な ら な い 。 つ ま り 、 住 む と こ ろ が 変 わ っ た ら 届 け 出 る よ う に と い う 法 律 で ご

ざいます。ただ、いずれも努力規定ということで、義務規定ではございません。  

  そこで、市町村が地域の実態をつまびらかに把握することはもちろん望ましいことではありますけれども、ただ

い ま 申 し 上 げ ま し た よ う な 法 的 に 義 務 規 定 で な い こ と 、 そ れ か ら 今 難 し い の が プ ラ イ バ シ ー の 問 題 も ご ざ い ま す 。

そ う い う ふ う な も の を 勘 案 し た と き に 、 な か な か 実 態 調 査 、 あ る い は 住 民 登 録 の 働 き か け と い う の は 難 し い 状 態

に あ る と い う の が 現 実 で ご ざ い ま す 。 た だ 、 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 に も ご ざ い ま し た が 、 今 、 五 十 嵐 議 員 の お 話 に も

ご ざ い ま し た 災 害 時 、 あ る い は い ろ ん な 通 常 で は 想 定 で き な い よ う な 場 合 の こ と な ど も 考 え た と き に 、 こ こ に 住

ん で い る の が 誰 な の か わ か ら な い と い う こ と が あ っ て は 対 忚 で き な い 。 そ う い う 意 味 で は 、 い ろ ん な 形 、 町 内 会

さ ん 方 の ご 協 力 を 得 る な ど し て 、 実 情 を つ ま び ら か に 把 握 す る こ と に 努 め て い く 必 要 は あ ろ う と い う ふ う に は 考

え て ご ざ い ま す が 、 そ の 具 体 的 な 方 策 に つ い て は い ろ い ろ 検 討 し な が ら 、 い ろ ん な 情 報 も 得 な が ら 進 め て ま い り
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たいと思います。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  ぜひ具体性を持って、そのように取り組んでいただきたいと思います。ふじさき未来・夢プラン によりますと、

住 民 が 満 足 度 が 最 も 高 い の は ご み 収 集 で ご ざ い ま す の で 、 今 後 の 方 向 性 を 変 更 す る 、 あ る い は そ う い う こ と が あ

りましたら、ぜひ住民の声を、実際にごみを出している人の声を聞いて行っていただきたいと思います。  

  続いて、社会福祉協議会の赤い羽根共同募金の文庫本充実 事業についてお聞きします。これには二つの 問題点が

あ る と 思 う ん で す が 、 ま ず 一 つ は 、 教 育 は 福 祉 で は な い と い う こ と で す 。 先 ほ ど も 壇 上 で 申 し 上 げ ま し た が 、 学

校 図 書 の 充 実 で あ れ ば こ れ は 本 来 教 育 費 を 充 て る べ き で 、 募 金 か ら と い う の は 、 確 か に 適 正 に 処 理 さ れ て い る の

かもわかりませんが、それは文化国家なのかなという 、若干疑問があります。  

  それと、児童福祉という観点であれば、本当に手を差し伸べなければならない子供たちがいるわけで、 ちょっと

文庫本を募金でというのは児童福祉の拡大解釈ではないのかなと私は感じましたが、いかがでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  五十嵐議員にお答えを申し上げます。町長から答弁もございましたが、 この赤い羽根共同募金に関しては、あく

ま で も 社 会 福 祉 協 議 会 に 事 務 局 が あ り ま す 町 の 募 金 会 と い う も の が ご ざ い ま し て 、 そ ち ら が 募 金 を 集 め て 、 そ し

て そ の 募 金 の 中 か ら 社 会 福 祉 協 議 会 が 青 森 県 共 同 募 金 会 か ら 分 配 金 が い た だ け る わ け で あ り ま し て 、 そ ち ら の ほ
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う の 事 業 要 綱 に 基 づ い て そ の 事 業 を 行 っ て ご ざ い ま す の で 、 ご 趣 旨 は わ か る わ け で あ り ま す が 、 主 体 は あ く ま で

も 社 会 福 祉 協 議 会 が や っ て ご ざ い ま す の で 、 私 の ほ う と い た し ま し て も 答 弁 に 窮 す る こ と で ご ざ い ま し て 、 何 と

ぞその辺はご理解していただかなければならないと思います。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  赤い羽根共同募金は町内会で集めているわけですが、なかなか班長さんが最も大変な思いといいますか、募金を

集 め る と い う の は ち ょ っ と 負 担 な 面 も あ り ま し て 、 町 内 会 に よ っ て は 町 会 費 か ら 納 め て い る と こ ろ も あ る か と 思

いますので、できれば納得のいく使い方をしていただきたい なと思います。  

  続いて、ほのぼの交流事業についてお聞きします。ほのぼの交流協力員は町から委託されまして町内会でお願い

し て い る わ け な ん で す が 、 任 期 が 三 年 で す 。 そ れ ぞ れ の 町 内 の 地 域 性 に よ っ て も 違 う か と 思 い ま す が 、 や っ と 引

き 受 け て い た だ い て も 、 一 生 懸 命 や ろ う と す れ ば す る ほ ど 、 逆 に 無 力 感 と い い ま す か 、 例 え ば 民 生 委 員 さ ん の よ

う に は 情 報 が な い わ け で 、 見 守 り 、 安 否 確 認 を し て く れ と 言 わ れ て も 必 ず し も 訪 問 し て も 歓 迎 さ れ な か っ た り 、

で は 安 否 確 認 に 徹 し よ う と 思 っ て 、 夜 電 気 が つ い て い る か ど う か 確 認 に 行 っ た り と 、 電 気 が つ い て い な か っ た の

で 心 配 に な っ て 民 生 委 員 さ ん に 聞 い た ら 、 民 生 委 員 の ほ う は ち ゃ ん と そ の 事 情 を 知 っ て い た と か 、 ほ の ぼ の さ ん

が で き る こ と が す ご く 限 ら れ て い ま し て 、 非 常 に 実 情 と 合 っ て い な い と い い ま す か 、 課 題 が 多 い と 思 う ん で す が 、

それはどういうふうに捉えていらっしゃい ますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  
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○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答えを申し上げます。この件につきましては、これも 町長から答弁がございましたが、 民生委員については議

員 か ら の ご 質 問 の 内 容 に も あ り ま し た が 、 重 要 な 情 報 を 持 っ て い る と 、 そ し て ほ の ぼ の 協 力 員 に 関 し て は 情 報 が

尐 な い と い う ご 意 見 で あ り ま す が 、 町 長 の 答 弁 に あ り ま し た と お り 、 民 生 委 員 は あ く ま で も 公 務 員 、 非 常 勤 で あ

り ま す が 公 務 員 と い う こ と で 、 我 々 と 同 等 の 重 要 度 の 高 い 情 報 を 持 っ て お り ま す 。 対 象 者 と 申 し 上 げ れ ば あ れ な

ん で す が 、 対 象 に な る 方 の 資 産 や 家 族 構 成 、 そ れ か ら そ の 方 々 の 障 害 、 病 歴 等 も 場 合 に よ っ て は 我 々 か ら 情 報 を

提 供 い た し ま す 。 そ う い う 情 報 は 一 つ の 個 人 情 報 と い っ て も い い だ け の 重 要 な 情 報 で あ り ま す 。 こ う い う 情 報 が

ほ の ぼ の 交 流 協 力 員 さ ん の ほ う に も 全 て 出 し て や る と い う こ と で は 、 や は り 情 報 の 管 理 の 面 か ら い っ て も 非 常 に

無理があると思います。  

  確かに協力員さんの方々には非常にご苦労、ご協力いただいております。そういう 中では、そういう自分たちが

や っ て き た 事 業 に 関 し て 満 足 し て い な い 方 も あ る か も わ か り ま せ ん 。 し か し 、 藤 崎 町 に 限 ら ず 、 こ れ だ け 尐 子 高

齢 化 が 進 ん で い る 中 で 高 齢 者 そ れ か ら 障 害 者 の 方 々 を 見 守 り 、 そ し て 安 否 確 認 し て い く 中 で は 、 自 分 た ち が や れ

る 部 分 だ け や っ て い く と い う こ と も 大 切 な こ と だ と 思 い ま す 。 そ う い う ご 意 見 が あ る か も わ か り ま せ ん が 、 ほ の

ぼ の 協 力 員 さ ん に は そ の 部 分 だ け の 事 業 を お 願 い し て い る と い う こ と で 、 何 と ぞ ご 理 解 し て い た だ き た い と 思 い

ます。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  ボランティアというのは、他人の役に立つとか、あるいは大変だけど自己啓発になる、自分にとって勉強になる
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と い う こ と が や り が い に な る わ け で し て 、 今 述 べ た よ う に 課 題 が か な り あ る と 思 い ま す の で 、 見 直 せ る も の は で

きれば見直しして、よりよい活動ができるようにしていただきたいと思います。  

  それでは、最後に老人福祉センターのお風呂についてお聞きいたします。 藤崎老人福祉センターのお風呂は私も

時 々 利 用 し て お り ま し て 、 皆 さ ん 大 変 気 持 ち よ さ そ う に 楽 し く 入 っ て お り ま す の で 、 私 も 知 っ て い る 方 が い れ ば

背 中 を 流 し て も ら っ た り 流 し て あ げ た り 、 で す の で 、 な か な か こ れ を 取 り 上 げ る の に も 決 断 も 要 っ た わ け で す が 、

藤 崎 の お 風 呂 で す と 一 忚 浴 槽 が 二 つ あ り ま し て 、 ぬ る い ほ う と 熱 い ほ う と い う こ と で す が 、 私 に 言 わ せ れ ば 、 熱

い ほ う と も っ と 熱 い ほ う と い う 感 じ で す 。 も っ と 熱 い ほ う は 、 ま ず 入 っ て い る 人 を 見 た こ と が な い ん で す が 、 男

風 呂 の ほ う も そ う い う 状 況 な よ う で す が 、 お 風 呂 の 温 度 と い う の は そ れ こ そ 生 活 習 慣 な の で 、 す ぐ に 変 え る と い

う の は 常 連 さ ん も い ら っ し ゃ い ま す し 無 理 だ と 思 い ま す が 、 例 え ば 半 年 か ら 一 年 か け て で も 徐 々 に 変 え て い く こ

とは可能ではないかと思いますが、いかがでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  お答え申し上げます。議員からのご要望というか 、ご意見でございます。 その件についても町長からご答弁申し

上 げ ま し た 。 こ の 件 に 関 し て は 、 い ろ い ろ な 利 用 者 の 方 が い ら っ し ゃ る わ け で 、 こ れ ま で も 年 に 一 、 二 回 な ん で

す が 、 熱 く て だ め だ と い う ご 意 見 は 承 っ て お り ま す 。 社 協 の ほ う に も こ の 件 に つ い て 前 か ら も 、 そ し て 今 回 も 問

い 合 わ せ し た ん で す が 、 現 状 を 申 し 上 げ れ ば 、 ぬ る い と い う 方 の ほ う が 多 い と い う ご 意 見 で ご ざ い ま す 。 で す が 、

五 十 嵐 議 員 か ら お 話 が あ っ た と お り 、 医 者 の 見 地 か ら 言 わ せ れ ば ど う な ん だ と い う ご 意 見 で ご ざ い ま し て 、 私 も

そ の 件 を い ろ い ろ な 文 献 等 で 確 認 い た し ま し た 。 確 か に 四 十 二 度 を 超 え れ ば 、 ご 質 問 の と お り 体 に 、 入 浴 の 時 間
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に も よ る の で す が 、 や は り 支 障 を 来 す こ と も あ る と い う こ と で ご ざ い ま す の で 、 早 急 と い う わ け で は あ り ま せ ん

が 、 今 月 中 に も 皆 さ ん か ら 入 浴 者 の 方 の ご 意 見 を も う 一 度 聞 き な が ら 、 で き る だ け そ の 入 浴 の 温 度 に つ い て は 調

整してまいりたいと考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  五十嵐  忍君。  

○二番（五十嵐  忍君）  

  熱いお風呂を好む人は、自宅でも熱いお風呂に入っている可能性がありまして、家族全員がその温度で入ってい

る 可 能 性 も あ り ま す 。 こ れ は な れ で す の で 、 好 み と 言 わ れ る と 、 例 え ば じ ゃ あ し ょ っ ぱ い も の が 好 き だ か ら し ょ

っ ぱ い も の を ど ん ど ん 食 べ さ せ る の か 、 た ば こ 吸 い た い か ら ど ん ど ん 吸 わ せ る の か と 、 こ れ は 民 間 の 銭 湯 で あ れ

ば そ れ は 熱 い お 風 呂 を 売 り に し た り 、 ぬ る い お 風 呂 を 売 り に す る こ と も あ る か と 思 い ま す が 、 町 が や っ て い る お

風 呂 で す の で 、 健 康 づ く り と い う 観 点 か ら 教 育 と い い ま す か 啓 発 と い い ま す か 、 大 体 主 に 利 用 し て い る の は 高 齢

者 の 方 が 多 い で す の で 、 例 え ば 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 の ほ う に 理 解 し て も ら う と か 、 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 が 出 し て い る

白 寿 と い う 機 関 誌 で す か 、 こ れ に も 新 年 号 に は 短 命 県 返 上 と か 健 康 に 関 す る 情 報 が 網 羅 さ れ て い ま し た の で 、 今

の 高 齢 者 の 方 は 健 康 に 対 す る 意 識 が 非 常 に 高 い と 思 い ま す の で 、 ぜ ひ 皆 さ ん に ご 理 解 い た だ い て 、 長 い 半 年 、 一

年 か け て で も 健 康 的 な 温 度 に し て い た だ け れ ば な と 思 い ま す 。 県 外 か ら 来 る 人 は 、 私 も 一 回 は そ こ に 連 れ て い く

ん で す が 、 二 回 目 は 皆 さ ん 熱 い と 行 き た が ら な い の で 、 よ そ か ら 来 る 人 た ち の 意 見 、 よ そ 者 の 意 見 は ま ち づ く り

に は 大 事 か な と 。 町 に 住 ん で い る 人 間 が 気 づ か な い こ と を 町 外 の 人 は 指 摘 し て く れ ま す の で 、 そ れ を よ ろ し く お

願 い い た し た い と 思 い ま す 。 予 防 で 救 え る 命 も あ る わ け で し て 、 習 慣 を 尐 し 変 え る 、 健 康 に 対 す る 知 識 を 持 っ て

そ れ を 行 動 に 移 せ ば 健 康 づ く り が 地 域 づ く り 、 人 づ く り に も な っ て い く わ け で し て 、 ま さ に そ れ こ そ が 地 方 創 生
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ではないかと私は思います。よろしく ご検討いただきたいと思います。  

  以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで二番五十嵐  忍君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、九番相馬勝治君の番ですけれども、時間が迫っておりますので昼食にしたいと思います。  

  昼食のために暫時休憩いたします。再開は 午後一時からといたします。よろしくお願いいたします。  

休  憩  午前十一時四十八分  

                                                   

再  開  午後  〇時五十八分  

  〔再開前に事務局より、八番吉村忠男議員が午後所用のため欠席する旨が報告される 〕  

○議長（野呂日出男君）  

  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

  九番相馬勝治君に一般質問を許します。相馬勝治君。  

     〔九番  相馬勝治君  登壇〕  

○九番（相馬勝治君）  

  ただいま議長よりお許しを得ましたので、町政に対する 一般質問をいたします。相馬勝治でございます。  

  理事者におかれましては、簡潔なる答弁、よろしくお願いいたします。  

  三月、別れと出会いの 季節になりました。今年度で退職される町職員の皆様、大変ご苦労さまでした。第二の人

生 、 こ れ か ら も 健 康 に 留 意 さ れ 、 町 政 に 関 し て も 今 ま で 培 っ て き た 知 識 、 知 恵 を 出 さ れ る 機 会 が あ る と 思 い ま す
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ので、ご協力よろしくお願い申し上げます。  

  それでは、質問事項に沿ってお伺いいたします。  

  一点目の健康宣言の町についてであります。平成二十七年十一月二十二日、三百人余りの 町長、町民参加のもと、

町 長 が 食 、 運 動 、 健 診 、 こ の 三 本 の 矢 を 放 っ た わ け で す が 、 そ の 後 の 経 過 は ど う な っ て い る の か 、 伺 う も の で す 。  

  二点目の職員の資質向上についてであります。町長の 職員に対する資質向上はどのようになっているのか、伺い

ま す 。 常 盤 村 時 代 、 そ し て ま た 合 併 し た 藤 崎 町 時 代 と 、 私 は こ の 十 数 年 間 、 さ ま ざ ま な 職 員 、 そ し て ま た 課 長 た

ちの行動を目にしてきました。資質向上に向けての人材育成をどのようにしていくものなのか、 問うものです。  

  以上をもちまして、壇上からの一般質問を終わります。  

○議長（野呂日出男君）  

  九番相馬勝治君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  相馬議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、行政問題についてのイの健康宣言の 町についての、宣言後の状況についての行政の取り組みはどのよう

になっているのかについて、お答えいたします。  

  当町は、平成二十七年十一月二十二 日に、秋まつりにおいて健康推進員や食生活改善員 の協力のもと、多くの町

民 の 参 加 に よ り 、 健 康 宣 言 を い た し ま し た 。 こ れ に よ り 、 当 町 の 健 康 づ く り の 姿 勢 を 町 内 外 へ 示 す こ と が で き た

と 考 え て お り ま す 。 私 は 、 健 康 づ く り 運 動 が 重 要 な 政 策 課 題 と の 思 い か ら 、 健 康 宣 言 前 よ り 体 育 協 会 の 法 人 化 、

チャレンジデーの開催、予防接種の拡大など、積極的に取り組んできたところでもあります。  
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  健康宣言後は、これまでの健康づくり事業のほか、 国保と介護予防事業の活用により、体育協会やボランティア

団 体 の 協 力 を 得 て 、 健 康 づ く り 運 動 を 全 町 的 な 体 制 で 実 施 し て お り ま す 。 特 に 体 育 協 会 に は 、 特 定 保 健 指 導 の 対

象 者 へ 肥 満 予 防 の 運 動 教 室 や 、 一 般 介 護 予 防 と し て 運 動 機 能 向 上 の 支 援 を 目 的 と し た 「 に こ に こ わ い わ い 健 康 教

室 」 を 委 託 し 、 業 務 を 請 け 負 っ て も ら っ て い る と こ ろ で も あ り ま す 。 ま た 、 地 域 活 動 を 健 康 推 進 員 中 心 か ら 町 内

会 の 協 力 を 得 る こ と を 目 的 に 、 健 康 推 進 員 と 町 内 会 長 の 合 同 会 議 を 開 催 し て お り 、 健 康 課 題 を 共 有 し 、 町 内 会 単

位での健康づくり事業を展開しているところでもあります。  

  健康の維持や平均寿命の延伸は一朝一夕にできるものではなく、町民一人一人が健康を意識してこ そ実現いたし

ま す 。 そ の た め に は 、 日 ご ろ の 地 道 な 活 動 や 健 康 教 育 に よ る 意 識 づ け が 最 大 の 近 道 で あ る と 思 っ て お り ま す 。 今

後 も 食 、 運 動 、 健 診 の 三 本 の 柱 を 基 本 に 、 こ れ ま で も 実 施 し て い る 地 域 保 健 活 動 を 中 心 に 体 育 協 会 や 町 内 会 な ど

の 団 体 の 協 力 を 得 な が ら 、 食 と 運 動 、 さ ら に は 健 診 率 の 向 上 を 目 指 し 、 健 康 づ く り 運 動 を 一 歩 一 歩 進 め て ま い り

たいと考えております。  

  次に、ロの職員の資質向上についてでありますが、町の職員には町民全体の奉仕者としてふさわしい品位と識見

並 び に 高 度 化 、 多 様 化 す る 住 民 ニ ー ズ に 迅 速 か つ 的 確 に 対 忚 す る こ と が 期 待 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 職 員 定 数 の

適 正 化 や 組 織 の ス リ ム 化 を 進 め る 中 、 よ り 一 層 尐 数 精 鋭 に よ る 効 果 的 な 行 政 運 営 が 求 め ら れ る こ と か ら 、 今 後 ま

すます職員個々の資質及び能力を高めることが必要であると認識しております。  

  このため、これまでにも職員 の資質向上の取り組みとして、積極的に職員研修などを推進してきたところでもあ

り ま す 。 研 修 に は 、 各 職 制 に お い て 基 本 的 な 知 識 を 習 得 さ せ る た め に 義 務 づ け て い る 基 本 研 修 や 、 専 門 的 、 実 務

的 な 知 識 の 習 得 を 目 的 と し た 専 門 研 修 、 職 員 み ず か ら が 自 己 能 力 の 開 発 意 欲 に 忚 じ て 研 修 科 目 を 選 択 で き る 選 択

研 修 の ほ か 、 青 森 県 へ 職 員 を 派 遣 す る 実 務 研 修 な ど も あ り ま す 。 こ れ ら の 研 修 を 通 じ て 、 職 員 に は 必 要 な 公 務 員
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倫 理 や 幅 広 い 業 務 知 識 、 そ し て 町 政 の さ ま ざ ま な 課 題 を 解 決 で き る 高 い 能 力 を 持 っ た 人 材 の 育 成 に 努 め て い る と

ころでもあります。  

  今後とも研修全般にわたり、その内容の充実、強化を図り ながら、職員一人一人の資質と能力向上、組織の活性

化に取り組み、町政のさまざまな課題に果敢に挑戦してまいる所存であります。  

  以上、相馬議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  九番相馬勝治君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより相馬勝治君に再質問を許します。 相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  どうもご苦労さまでした。大分流れは確認できましたけれども、私のほうから 質問事項に沿って、健康宣言の町

ということで、食そして運動について若干伺います。  

  役場では食についてのＰＲとか広報活動、こういう事業がありますよと、こういう食べ物が食に関してのいい食

べ物とかカロリーとか、そういうようなＰＲ活動なんかはしたことはあるんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  福祉課長。  

○福祉課長（齋藤美津昭君）  

  具体的な日付はちょっと確認はできないのですが、広報で我が課の栄養士さんのほうからの情報ということで、

何 度 か そ う い う 情 報 の 提 供 は い た し て お り ま す 。 そ れ か ら 、 食 の 改 善 に つ き ま し て は 、 町 の 食 生 活 改 善 推 進 員 の

方 が 年 間 を 通 じ て 文 化 セ ン タ ー 、 小 学 校 等 を 利 用 い た し ま し て 、 年 間 を 通 じ て か な り の 回 数 の 事 業 を 展 開 し て お
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ります。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  ちょっと関連するんですけれども、今の通常よく言われる基礎代謝なんですけれども、特に小学校、中学校の給

食 が ち ょ っ と 問 題 に な っ て は い ま せ ん け れ ど も 、 ど う い う 健 康 に 対 す る 給 食 に 心 が け て い る の か 、 若 干 あ れ ば お

知らせ願いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  学校給食センター所長。  

○学校給食センター所長（佐々木盛男君）  

  給食センターでは毎月、献立を児童生徒一人ずつに配布しております。中身と いたしましては、小学校、中学校

で 献 立 は 一 緒 な ん で す け れ ど も 、 グ ラ ム 数 が 違 い ま す の で 、 そ れ ぞ れ の 一 食 の 総 カ ロ リ ー を 記 載 し て お り ま す 。

そ れ か ら 、 骨 に な る も の 、 筋 肉 に な る も の と い う ふ う な 、 献 立 の 中 で ど れ が ど う い う ふ う な 結 果 を 催 す の か と い

う の も 簡 単 に 説 明 し て お り ま す 。 そ れ か ら 、 県 の ほ う で だ し 活 の ほ う を 推 進 し て お り ま す の で 、 当 セ ン タ ー で も

だしメーンにして塩分を尐な目にした 献立に対忚しております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  急遽質問して、わかりやすい答弁ありがとうござ います。食に関しては、先ほど五十嵐議員もおっしゃった生ご
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み と か そ う い う の も 関 係 あ る ん で す け れ ど も 、 最 近 オ ー ル フ ー ド と い う 言 葉 を 若 干 耳 に い た し ま し て 、 こ の オ ー

ルフードという意味は果たして何ぞやと聞いたところ、誰かわかる人はおりますか。  

  ないようですので、私のほうからひとつ。 これ、気晴らしになるかわかりませんけれども、オールフード、いわ

ゆ る 日 本 食 で 言 う 、 魚 で 言 え ば 頭 か ら し っ ぽ ま で 食 べ ら れ る と 。 野 菜 で 言 え ば 、 仮 に 大 根 が あ り ま す よ ね 、 東 京

の 人 は 大 根 の 葉 っ ぱ を な げ る と い う 認 識 が あ り ま す け れ ど も 、 こ っ ち の 津 軽 の ほ う で は そ の 葉 っ ぱ を み そ 汁 に 入

れ る と い う こ と で 、 そ れ が ま さ し く オ ー ル フ ー ド と い う こ と な ん だ そ う で す 。 そ れ を 言 い か え れ ば 、 生 ご み も 案

外 尐 な く な る の か な と 思 っ て お り ま す の で 、 食 べ 物 に 関 し て は な げ る と こ ろ が な い よ う な 感 じ が い た し ま す の で 、

役 場 の ほ う で も こ の オ ー ル フ ー ド 、 も し で き れ ば さ ま ざ ま な 分 野 で 適 用 さ れ る と 思 い ま す の で 、 ち ょ っ と 頭 の 隅

っこにでも置いてくださるよう、よろしくお願いいたします。  

  次に、運動について若干お伺いいたします。 昨年、藤崎中学校、明徳中学校において、健康に対する授業をした

ということを伺っております。この授業とは一体どういうふうな授業なのか、学務課長に お尋ねいたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。健康に対する授業ということで、平成二十七年度から弘前大学教育 学部と医学研究科、この

二 つ と 中 南 管 内 の 六 市 町 村 の 教 育 委 員 会 が 連 携 協 定 を 結 び ま し て 各 種 事 業 を 展 開 し て い る も の で あ り ま す が 、 そ

の 事 業 の 一 つ と し て 健 康 教 育 推 進 授 業 を 実 施 し て い る も の で あ り ま す 。 こ の 連 携 協 定 に よ り ま し て 、 昨 年 度 は 小

学 校 の モ デ ル 校 と い た し ま し て 平 川 市 の 猿 賀 小 学 校 で 健 康 教 育 の 公 開 授 業 を 実 施 し て お り ま す が 、 今 年 度 は 昨 年

の 十 月 二 十 五 日 、 藤 崎 中 学 校 で 、 そ し て 十 一 月 四 日 に は 明 徳 中 学 校 で 弘 前 大 学 の 医 学 研 究 科 の 専 門 的 指 導 、 助 言
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をいただきながら健康教育の公開授業を実施したものであります。  

  この実施につきましては、これは 早期から児童生徒に生活習慣病や健康に関する正しい知識を 身につけさせて、

健 康 に か か わ る 意 識 の 高 揚 を 図 る こ と で 、 家 族 や 地 域 住 民 に 健 康 の 意 識 向 上 に つ な が る こ と を 狙 い と し て 実 施 し

ま し た 。 小 中 学 校 に お け る 健 康 教 育 推 進 形 態 が 示 さ れ た の を 契 機 に 、 今 後 は 日 常 の 教 育 活 動 の 中 で も そ の よ う に

充実を図ってまいりたいと考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  どうもそういう事業を見つけてくださいまして、そしてまた、みずから手を挙げてモデル事業をしたということ

で 、 小 さ い こ ろ か ら こ う い う モ デ ル 事 業 の 一 環 と し て 子 供 た ち に 経 験 さ せ る と い う こ と は 、 私 は 大 変 大 事 な こ と

だ と 思 い ま す 。 運 動 す る 、 し な い 子 供 た ち も い ま す け れ ど も 、 必 ず 運 動 し な け れ ば 体 力 と か そ う い う 精 神 面 に で

も 影 響 が あ り ま す の で 、 健 康 も 十 分 大 事 で す し 、 運 動 に お け る 精 神 的 な 強 さ も 運 動 に よ っ て 養 わ れ る と 思 い ま す

の で 、 町 長 に お か れ ま し て は 、 先 ほ ど 言 い ま し た け れ ど も 、 何 キ ロ や せ る と い う 目 標 を 忘 れ ず に 、 常 日 ご ろ 健 康

に留意して推進して 行政に励んでくださるようお願いいたします。  

  そしてまた、先ほど町長の答弁にも言いましたけれども、 私、手前みそで恐縮ですが、体育協会の会長もやって

い る と い う こ と で 、 若 干 の 報 告 を い た し ま す 。 福 祉 課 か ら 委 託 さ れ ま し た 「 に こ に こ わ い わ い 健 康 教 室 」 と い う

こ と で 事 業 を 行 っ て い る わ け な ん で す が 、 こ れ が ま た 大 変 好 評 で 、 藤 崎 地 区 が 二 十 一 回 、 参 加 人 数 が 三 百 十 三 名

の 参 加 と 、 そ し て 常 盤 地 区 に お い て は 二 十 二 回 開 催 し て 百 九 十 二 人 の 参 加 と い う こ と に な っ て い ま し た 。 そ し て

ま た 、 延 べ 五 百 五 人 と い う こ と で 、 大 変 介 護 予 防 に 関 し て の 認 識 も 町 民 の 皆 様 方 に は 認 識 し て も ら っ て い る の か
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な と 思 っ て お り ま す 。 ど う し て も お 金 の か か る こ と で す け れ ど も 、 我 々 協 会 の 人 間 と し て で す が 、 一 人 一 人 の 介

護 予 防 と い う こ と で 種 目 を 若 干 変 え て で も 健 康 づ く り に 寄 与 し た い と 思 っ て お り ま す の で 、 こ れ か ら も ま た ひ と

つよろしくお願いいたします。  

  そして、さらにスランプラリーという事業も単独 で行っております。町長が提案したチャレンジデーに あわせて、

一 年 間 を 通 し て ど れ だ け の 運 動 を し た か と い う こ と を 自 分 な り の 採 点 で ラ リ ー を し て い る わ け で す が 、 こ の 前 、

統 計 し た と こ ろ 、 一 年 目 は 三 十 八 人 よ り 参 加 者 が い ま せ ん で し た 。 子 供 の 部 、 一 般 の 部 、 シ ニ ア の 部 と 三 部 門 あ

る わ け で す が 、 そ し て 二 十 八 年 度 は 三 十 八 人 か ら 五 十 八 人 と い う こ と で 、 こ れ も ま た こ の 事 業 に と っ て は 余 り Ｐ

Ｒ は し な く て も い い よ と 、 み ん な 友 達 と か 自 主 的 な 参 加 で や り ま し ょ う と い う こ と で こ の 事 業 を 行 っ た わ け で す

が 、 Ｐ Ｒ の 割 に は 尐 な い か も し れ ま せ ん け れ ど も 、 こ れ が ス タ ー ト だ と 思 っ て お り ま す の で 、 毎 年 毎 年 こ う い う

事 業 を 行 い な が ら 、 シ ニ ア と か 一 般 と か 、 そ し て ま た 子 供 た ち に こ う い う 事 業 を 広 め て 、 お も し ろ い 、 楽 し い 運

動 の 事 業 を し て い き た い な と 思 っ て お り ま す の で 、 そ の 辺 も 含 め て 運 動 に 対 す る 理 解 を 平 田 町 長 に お 願 い し 、 も

し お 願 が あ り ま し た ら 、 愛 の 手 を 差 し 伸 べ て く だ さ る よ う 、 ひ と つ よ ろ し く お 願 い い た し ま す け れ ど も 、 町 長 は

この辺の事業に関してはどのような理解で。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  相馬議員のお話、体育協会の会長、そしてまたスポーツクラブの会長、そしてまたスポーツ尐年団の団長という

ことで、三役こなしていただいて、心 から敬意を表するところでございます。  

  町民一人一人の健康はみずからやっぱり自分の体調を鑑み、 若い世代から鍛えるというのが大事だと思ってござ
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い ま す 。 そ う 言 い な が ら 、 町 長 が 今 百 五 キ ロ も あ っ て 、 町 民 と の 約 束 が か な っ て い な い よ う な 感 じ に 皆 さ ん は 感

じ て い る か も し れ ま せ ん が 、 一 年 目 は 二 キ ロ 、 二 年 目 は 四 キ ロ と い う こ と で は 約 束 を 破 っ た わ け で は あ り ま せ ん 。

約 束 を 守 っ て 、 達 成 し た ん だ け れ ど も 、 そ の 後 の 忘 年 会 、 新 年 会 が 続 い て ま た 戻 っ た と い う と こ ろ で 、 こ と し の

秋 ま で は 六 キ ロ や せ る こ と を ま た 目 指 し て 、 間 も な く 雪 が 消 え た ら 総 合 型 ス ポ ー ツ ク ラ ブ の ト レ ー ニ ン グ マ シ ン

に乗って鍛えたいと思ってございます 。  

  さて、健康は食、そして健診、そしてやっぱり運動というところでございます。 一つでも欠けることになればバ

ラ ン ス が 崩 れ る と 思 っ て ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 多 く の 人 々 が 、 多 く の 町 民 が そ の 辺 を 十 分 認 識 で き る よ う な 感 じ

で 、 こ れ は 課 を 横 断 し て 全 庁 挙 げ て 町 民 に 訴 え て い く の が 必 要 だ ろ う と 思 っ て ご ざ い ま す 。 チ ャ レ ン ジ に あ っ て

も 、 五 月 の 最 終 水 曜 日 に 実 施 し て も 、 ど う も 一 過 性 の 事 業 に 終 わ っ て し ま っ て い る と い う こ と で 、 次 に つ な げ る

よ う な 事 業 計 画 を 生 涯 学 習 課 に は し て く だ さ い よ と い う お 話 も し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す が 、 そ れ も 町 内 会 と

か 、 あ る い は 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 と か 、 あ る い は 婦 人 会 と か 、 多 く の 団 体 と 連 携 を と っ て 、 も っ と も っ と 底 辺 ま で

浸透できるような運動づくりをまた目指したいと思ってございます。  

  そういう意味では、体育協会の会長として 各スポーツジャンルがたくさんありますので、あるいはスポーツクラ

ブ も 実 施 し て お り ま す の で 、 逆 に 我 が 町 の 長 と し て 体 育 協 会 に も 今 の 事 業 を 満 足 す る こ と な く 、 今 後 町 民 の 健 康

を目指して一緒に頑張るよう期待するところでございます。  

  今後とも、そういうことで健康の増進のためにはよく福祉課、あるいは学務課、あるいは生涯学習課と連携をと

り な が ら 、 そ し て 各 団 体 と 連 携 を と り な が ら 、 予 算 に つ い て も 必 要 な も の で あ れ ば 予 算 計 上 し て 、 町 民 の 健 康 の

ためにいろんな意味でいろんな施策を実施していきたいと思ってございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  



 - 50 - 

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  ありがとうございます。もし 何か事業がありましたら、生涯学習課を通じてお願いいたしますので、生涯学習 課

長、よろしくお願いいたします。  

  次に、職員の資質向上についてですが、先般、町長の報告事項にもあったように、職員のちょっとした事故です

け れ ど も 、 接 触 事 故 が あ っ た り し た と い う こ と で 、 ど う し て も 一 回 接 触 事 故 が あ れ ば 連 鎖 反 忚 と い い ま す か 、 そ

う い う こ と が 起 こ る よ う な 感 じ が い た し て お り ま す 。 一 つ の こ と に 対 し て で も 、 さ さ い な こ と で す が 、 そ う い う

連 鎖 反 忚 を 起 こ せ ば 次 に ど う い う こ と に な る の か 、 そ れ は 心 配 な こ と で す 。 連 鎖 反 忚 は な る べ く 起 こ さ な い よ う

な こ と を し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 結 局 、 人 間 で す の で 、 ふ と し た 勘 違 い も あ れ ば 、 気 が 抜 け て い る よ う な

感じもいたします。幾ら職員とはいえ、家庭もあるし、さま ざまな要素があると思います。  

  けさも私、家から出るちょっと前に、私の連れが風邪をこじらせまして、私、昨夜の茶わんを洗わずに台所に置

き ま し た ら 、 お 父 さ ん 、 私 病 気 な の に 、 自 分 で こ の 食 っ た も の 洗 っ て け ね の と 。 い や 、 こ れ シ ョ ッ ク で し た 、 そ

の と き に 。 そ れ で も や っ ぱ り あ あ と 思 っ て 、 そ れ を そ の ま ま 不 愉 快 な 思 い で 仮 に こ の 職 場 へ 来 る と 、 本 人 は 頭 に

く る か 、 私 も 頭 に ち ょ っ と き た ん で す け れ ど も 、 職 場 に そ う い う 私 生 活 を 持 っ て く る よ う な 職 員 は や っ ぱ り 勉 強

不足なのかなと思っております。  

  そして各課長も、十数名の課長がここにおられます。課長の下には十数名から二十名以上の自分の手となり足と

な る 職 員 が お り ま す 。 そ の 職 員 の 資 質 向 上 に つ い て で す け れ ど も 、 ど う し て も そ の 課 に よ っ て 笑 い が 見 え な い 課

も 何 か あ る よ う な 感 じ が し ま す 。 ど う し て も 朝 が 一 番 私 は 大 事 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 ち ょ っ と 総 務 課 長 に お 尋

ね し ま す 。 私 も た ま に 朝 八 時 半 前 後 に 電 話 を 入 れ る と き が あ り ま す 。 そ し て 、 職 員 の 対 忚 な ん で す け れ ど も 、 総
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務 課 長 に お か れ ま し て は 、 仮 に 出 た 場 合 で す よ 。 は い 、 総 務 課 の 能 登 谷 で す と 私 が 聞 こ え る の と 、 お は よ う ご ざ

い ま す 、 総 務 課 の 能 登 谷 で す と い う の と 、 ど う い う ふ う な 、 相 手 に 、 私 に 対 し て の 感 触 、 ど う 思 っ て い ま す か 、

対 忚 の 仕 方 と し て 。 ど っ ち が い い の か な と 。 私 が 電 話 し た と い う こ と と し て 、 二 つ の 方 法 が あ る わ け で す よ ね 、

今 言 っ た 。 総 務 課 の 能 登 谷 で す 。 お は よ う ご ざ い ま す 、 総 務 課 の 能 登 谷 で す 。 二 つ を 比 べ て 、 私 が ど う い う 感 じ

を 受 け る か と 、 ど う い う 対 忚 を し た ほ う が い い の か な と 。 二 つ 比 べ て 、 ど う い う 対 忚 の 仕 方 が い い の か 、 個 人 的

でもいいですので、よろしくお願いします。  

○議長（野呂日出男君）  

  総務課長。  

○総務課長選管事務局長併任（能登谷英彦君）  

  もちろん挨拶を交わすということが人間の社会生活の基本でございます。これが一番先にあれば仕事もスムーズ

にいくものと考えてございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  私は、やっぱり朝の一言、おはようございます、おはようがその日のバロメーターというとおかしいんですけれ

ど も 、 自 分 に 対 し て の 気 持 ち と 、 リ セ ッ ト す る 気 持 ち と 、 相 手 方 の お は よ う と さ れ れ ば 気 持 ち が い い わ け で す よ

ね 。 常 盤 地 区 で は 挨 拶 運 動 と い う こ と が 長 年 続 い て い ま し た け れ ど も 、 そ れ が 今 で も 延 々 と 続 い て お り ま す 。 朝

に 会 っ た ら お は よ う と 。 私 も た ま に 小 学 校 と か 中 学 校 へ 行 く ん で す け れ ど も 、 会 え ば お は よ う と 言 っ て き ま す 。

や っ ぱ り 職 員 の 方 も 、 電 話 ば か り で は な く て 、 日 ご ろ の 人 間 ら し さ が 若 干 欠 け て い る 面 も た ま に 見 ら れ ま す の で 、
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特 に 役 場 の 職 員 と い う の は 来 客 が 多 い で す の で 、 尐 し の こ と で も 来 客 の 方 が 不 愉 快 に 思 っ て い ま す と 、 そ れ が 先

ほ ど の 連 鎖 反 忚 ば か り で な く て 、 広 が る わ け で す よ 。 あ そ こ の 職 員 、 ど ん だ だ ば と か 。 あ れ 、 ど ん だ ん だ ば と か 。

そ れ が ど う し て も 悪 口 じ ゃ な い ん で す け れ ど も 、 さ さ い な こ と で も 悪 く 伝 わ る 要 素 が 十 分 あ り ま す の で 、 こ の 人

材 育 成 、 あ な た は 役 場 で 言 う 職 員 の ト ッ プ で い る と 思 い ま す 。 そ し て ま た 、 こ こ に お ら れ る 各 課 長 も 自 分 た ち の

課 に は そ う い う 職 員 が お り ま す の で 、 十 分 こ れ か ら も 、 事 故 に 関 し て は さ て お い て で も 、 そ う い う 挨 拶 か ら 私 は

始 ま る と 思 い ま す の で 、 そ の 辺 の と こ ろ は 、 私 、 壇 上 で も 言 い ま し た け れ ど も 、 常 盤 村 の 時 代 、 そ し て ま た 新 藤

崎 町 の 時 代 、 さ ま ざ ま な 課 長 と か 職 員 と か 見 て き ま し た 。 十 人 十 色 で す 、 こ れ は 。 何 と も 言 い が た い と こ ろ も あ

り ま す け れ ど も 、 ど う し て も 役 場 の 職 員 と い う の は 民 間 と 違 っ て 風 当 た り が 強 い と 思 っ て お り ま す の で 、 町 長 は

全 職 員 ま で の 管 理 は で き ま せ ん の で 、 各 課 長 に そ の 辺 の と こ ろ 、 柔 軟 性 、 何 か 肩 を 縮 め て 仕 事 を す る よ う で は な

く て 、 各 課 ご と に 若 干 の 笑 い と か 、 そ う い う 楽 し い 職 場 に し て も ら え る よ う に 私 は お 願 い し た い と 思 っ て お り ま

す の で 、 何 と か 副 町 長 も 含 め 各 課 長 の 皆 様 方 に は 肩 張 っ た よ う な 職 場 で は な く 、 そ れ な り の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

を と り な が ら 町 民 の た め に 頑 張 っ て も ら い た い と 思 っ て お り ま す の で 、 何 と か こ れ か ら も 、 人 事 異 動 も こ れ か ら

あ り ま す 。 課 長 も ま た か わ る 可 能 性 も …… 。 四 月 か ら ま た 人 事 異 動 も あ り ま す の で 、 そ の 辺 の と こ ろ を 含 め 、 肝

に 銘 じ て 頑 張 っ て も ら い た い 。 そ し て ま た 町 長 か ら も こ の 人 材 育 成 に 関 し て 、 こ れ か ら の 人 材 育 成 の 指 導 と 言 え

ばおかしいけれども、提案がありましたら何とかこの場でひとつ答弁願いたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  全く人間、どこに住むにも一人では生きていけませんので、挨拶から始まったコミュニケーションは本当に大事
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で あ り ま す 。 私 も 就 任 し た 当 時 は 、 隣 に い る 五 十 嵐 副 町 長 が 福 祉 課 長 、 三 上 前 総 務 課 長 に 余 り 早 く 来 て 町 長 困 る

と 、 も う ち ょ っ と ゆ っ く り し て 来 て く だ さ い と い う こ と で ご 指 摘 も あ り ま し た け れ ど も 、 来 る と き は い つ も 老 人

福 祉 セ ン タ ー の 口 か ら 入 っ て き ま す 。 せ ば 税 務 課 、 福 祉 課 、 住 民 課 、 そ し て 会 計 課 を 通 っ て 農 政 課 に 回 っ て 建 設

課 回 っ て 、 企 画 財 政 、 地 方 創 生 、 総 務 課 と 入 っ て き ま す 。 ど う し て そ う い う 回 り 方 を す る か と い う と 、 朝 の 挨 拶

を し な が ら 職 員 が も う 八 時 半 と い え ば も う パ ソ コ ン に 向 か っ て 集 中 し て い る 職 員 は 会 釈 し か で き な い け れ ど も 、

気 合 い を ま ず 入 れ る つ も り 、 そ れ か ら 町 民 に 対 し て の 接 遇 を う ま く や り な さ い よ と い う こ と で 朝 の 挨 拶 を し て 上

が っ て い き ま す け れ ど も 、 ま だ ま だ 一 般 の 町 民 か ら 見 れ ば ま だ 接 遇 が 不 十 分 で あ る と い う 声 も た ま に 私 の 耳 に も

届 き ま す 。 よ っ て 、 接 遇 も 一 生 懸 命 や り な が ら 、 資 質 を 高 め る た め に い ろ ん な 意 味 で 研 修 に 出 し て い ま す 。 県 で

や っ て い る 研 修 、 あ る い は 国 で や っ て い る 研 修 。 そ う い う こ と に い っ ぱ い 出 し な が ら 資 質 を 高 め な が ら 、 行 政 ニ

ー ズ が 多 様 化 し て い る そ の 住 民 サ ー ビ ス の 本 当 の 糧 と な る 職 員 で あ り ま す の で 、 今 後 も い ろ い ろ な 研 修 機 会 を 捉

えて資質向上にまずは努めていきたいと思ってございます。  

  それから一方では、非常に合併した十二年前から見ると職員数が相当減っています。 この十二年間で二百二十名

い た 職 員 が 今 百 三 十 九 名 と い う こ と で 、 非 常 に マ ン パ ワ ー の 減 尐 も こ れ は コ ス ト ダ ウ ン を し な が ら や っ て き た ん

で す が 、 い わ ゆ る 負 荷 が か か っ て い る の も 現 状 で あ り ま す 。 皆 さ ん も た ま に 九 時 ご ろ 通 っ て く だ さ い 。 一 階 も 二

階 も 相 当 電 気 が つ い て 、 私 は 帰 る た び に 職 員 の 皆 さ ん に 余 り 遅 く な る な よ と 、 疲 れ た ま る ぞ と 、 疲 れ た ま れ ば ミ

ス が 出 て き た り し ま す 。 そ う い う こ と も 各 課 長 さ ん に も 課 長 会 議 の た び に 全 般 の お 話 を さ せ て も ら っ て い ま す け

れ ど も 、 お 気 づ き の 点 が あ り ま し た ら 、 い つ で も 副 町 長 並 び に 私 、 そ し て 人 事 の 担 当 の 総 務 課 長 に 遠 慮 な く 電 話

し て く れ た ら 、 は い 、 お は よ う ご ざ い ま す と 今 度 か ら は 電 話 に 出 る と 思 い ま す の で 、 ご 理 解 し て い た だ き た い と

思います。  
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○議長（野呂日出男君）  

  相馬勝治君。  

○九番（相馬勝治君）  

  今は、この前からプレミアムフライデーでしたか、そういうこともありますけれども、私としては役場の職員と

い う の は さ ま ざ ま な 分 野 で ど う い う も の が 自 分 の 担 当 に よ っ て さ ま ざ ま な 情 報 と か が あ る と 思 い ま す 。 一 人 一 台

パ ソ コ ン を 持 っ て 、 さ ま ざ ま な 情 報 を 得 な が ら 仕 事 を し て い る わ け で す か ら 、 目 も 疲 れ る し 、 肩 も 凝 る と い う こ

と で 、 や っ ぱ り 課 同 士 で 、 幾 ら 係 が 違 う と い っ て も 、 専 門 分 野 、 好 き な も の も あ る し 得 意 な も の も あ る 、 そ れ を

各 課 同 士 で 仕 事 を 分 担 す る と い う の も ま た 一 つ の 方 法 で は な い か と 思 い ま す 。 そ れ に よ っ て は 、 や っ ぱ り 長 で あ

る 各 課 の 課 長 が あ る 程 度 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と り な が ら 、 何 か 助 け る も の が あ る か と か な ん と か 、 そ う い う

も の が こ れ か ら 大 事 に な っ て い く の か な と 。 町 長 い わ く 、 職 員 の 人 数 も 減 っ て き た と い う こ と で 、 そ れ は そ れ な

り の 職 員 が 頑 張 ら な け れ ば な ら な い ん で す け れ ど も 、 一 人 で は 無 理 な こ と も あ り ま す の で 、 課 全 体 で ど う い う 課

題 が あ る の か と い う の も ま た 大 事 な も の だ と 思 い ま す 。 そ れ を 含 め て 、 何 カ 月 に 一 回 で も い い 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョ ン を と り な が ら 、 み ん な 仲 よ く 職 場 を 盛 り 上 げ て 頑 張 っ て く だ さ る よ う お 願 い し て 、 四 月 か ら ま た そ の 課 の 長

に な り ま し た ら 、 再 度 頑 張 っ て 自 分 が 何 を す れ ば い い の か 、 部 下 に 何 を し な け れ ば な ら な い の か と い う の を 確 認

し て 、 ま た 四 月 に 場 所 は 変 わ れ ど 、 座 る 場 所 は 変 わ る か も わ か り ま せ ん け れ ど も 、 ま た お 会 い し 、 ま た 一 般 質 問

を し た い と 思 い ま す の で 、 町 長 、 副 町 長 並 び に 課 を 代 表 す る 総 務 課 長 に お か れ ま し て は 、 四 月 か ら 始 ま る 平 成 二

十九年、頑張ってくださるようお願いし、再質問を終わります。どうも ありがとうございました。  

○議長（野呂日出男君）  

  これで九番相馬勝治君の一般 質問は終了いたしました。  
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  次に、十三番浅利直志君に一般質問を許します。十三 番浅利直志君。  

     〔十三番  浅利直志君  登壇〕  

○十三番（浅利直志君）  

  ただいま議長の許しを受けまして、一般質問をいたします日本共産党の浅利直志と申します。  

  藤崎町と常盤村の合併から早いもので十二年を経過し ようとしております。これからの私たちの地域づくりにと

っ て も 、 ま ち づ く り に と っ て も 、 そ し て 国 の 将 来 に と っ て も 大 切 な 大 事 な 時 期 を い よ い よ 迎 え て い る の か な と い

う思いであります。  

  今定例会で退職される職員の 方には本当にご苦労さまでした。役場職員として培った経験を生かし、今後とも地

域のため有為な人材として活躍されることを心より念願しております。  

  それでは、質問通告に沿いまして一般質問をいたします。  

  初めに、子育て支援にかかわる町行政の取り組みについて質問いたします。  

  特に、子ども医療費助成事業の平成二十九年度の見込みなどについてお聞きいたします。平成 二十九年度予算で

は 、 乳 幼 児 、 そ し て 子 ど も 医 療 費 給 付 費 と し て 約 五 千 万 円 ほ ど 見 込 ん で 予 算 化 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す け れ

ど も 、 昨 年 、 所 得 制 限 撤 廃 に よ っ て 対 象 者 と 助 成 額 が ど の よ う に 拡 大 さ れ た の か 、 ま ず お 聞 き し た い と 思 い ま す 。  

  次に、国による、政府による 藤崎町国民健康保険、町国保会計への国庫負担金を減らす罰則措置の影響額と今後

のこのペナルティー 措置、罰則措置廃止の取り組み、見通しについて 、改めて町長に質問いたします。  

  子育て支援については、この間、子供に広がる格差と貧困が大きな社会問題になる中で、保育料の無料化、助成

の 拡 大 、 あ る い は ま た 学 校 給 食 の 無 料 化 の 施 策 を 実 施 す る 市 町 村 も ふ え て き て お る と こ ろ で あ り ま す 。 現 在 、 義

務 教 育 で あ る 小 中 学 校 に お け る 就 学 援 助 制 度 の 運 用 の 改 善 と 助 成 額 の 改 善 に 対 忚 が 求 め ら れ て い る と こ ろ で あ り
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ます。  

  そこで、町長に質問いたします。 政府は二〇一七年度、平成二十九年度、新入学児童学用品費の補助単価 の二倍

化 を 図 る こ と を 予 定 し て お る と こ ろ で あ り ま す 。 町 と し て 早 期 に 新 入 学 児 童 学 用 品 費 、 こ れ は 通 常 入 学 準 備 金 と

も 言 わ れ て お り ま す が 、 こ の 早 期 の 対 忚 を ど の よ う に 行 っ て い く の か 、 お 聞 き い た し ま す 。 国 庫 補 助 単 価 は 現 行 、

小 学 生 は 二 万 四 百 七 十 円 か ら 四 万 七 千 四 百 円 に 、 中 学 生 は 二 万 三 千 五 百 五 十 円 か ら 四 万 七 千 四 百 円 に 引 き 上 げ ら

れ る と さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 藤 崎 町 と し て の 就 学 援 助 制 度 の 柱 で あ る 準 要 保 護 世 帯 に も 国 の 補 助 単 価 二

倍 化 の 引 き 上 げ の 適 用 を 早 期 に 実 施 す べ き で あ り ま す が 、 今 後 ど の よ う に 実 施 し て い く の か 、 改 め て 質 問 い た し

ます。  

  次に、学童保育の現状と今後の改善の取り組みについて、あわせてお聞きいたします。  

  次に、質問のもう一つの質問 事項であります地元産業の現状と町としての支援策について質問いたします。  

  リンゴふじの発祥の地であり、町の地場 産業の柱でもありますリンゴ 産地そのものを守り、育てるために、関係

機 関 と 連 携 し て 町 行 政 の 施 策 と し て 黒 星 病 対 策 を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ て い る と こ ろ だ と 思 い ま す 。 個 々 の

農 家 の 自 己 責 任 ば か り で は な く 、 産 地 を 守 り 、 育 て る と い う 町 行 政 も そ の 重 要 な 一 端 を 担 う こ と が 求 め ら れ て い

る と こ ろ で あ り ま す 。 既 に り ん ご 協 会 や Ｊ Ａ 関 係 団 体 が 黒 星 病 対 策 の 強 化 の た め の 講 演 や 取 り 組 み を 始 め て い る

と こ ろ で あ り ま す 。 二 月 二 十 八 日 に は 中 南 県 民 局 主 催 の 中 南 地 域 果 樹 会 議 も 開 か れ 、 今 年 度 の リ ン ゴ 産 地 の 再 重

点 と し て 黒 星 病 対 策 に 取 り 組 む こ と が 確 認 さ れ て お る と こ ろ で あ り ま す 。 実 害 が な く な る よ う な 取 り 組 み を し た

いと表明されているところでもあります。  

  そこで質問いたします。藤崎町としての黒星病多発防止に向け た取り組みの強化点や改善点について質問いたし

ます。  
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  次に、地域中小業者の景況感についてお聞きいたします。地域中小業者の景況感は上向きなのかどうか、藤崎町

として中小業者の景況感をどのように捉え、把握しているのか、お聞きいたします。  

  最後に、ふるさと納税にかかわる問題についてお聞きいたします。ふるさと納税 返礼品、お礼品の現状と今後の

取り組みについてお聞きいたします。  

  自治体としての景況感について、二月六日 付、東奥日報紙上では藤崎町が新聞アンケート調査に無回答であった 、

このことの理由と今後の対忚につい て、改めて質問いたします。  

  以上、三月定例会における壇上からの一般質問とさせていただきます。理事者におかれましては、簡潔明瞭な答

弁を求めて、壇上からの質問といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁を求めます。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  浅利直志議員の一般質問にお答え いたします。  

  初めに、子育て支援の町行政の取り組みについてのイの子ども医療費助成事業の平成二十九年度の見込みについ

ての、所得制限撤廃による対象者 と助成額についてお答えいたします。  

  子ども医療費給付事業の所得制限撤廃により新たに対象となった児童数は 、昨年の六月一日現在で未就学児童が

百 五 十 二 名 、 小 中 学 生 が 四 百 七 十 七 名 、 合 わ せ て 六 百 二 十 九 名 で あ り ま し た 。 以 前 よ り 対 象 と な っ て い た 児 童 九

百 八 十 名 と 合 わ せ ま す と 、 本 事 業 対 象 児 童 数 は 千 六 百 九 名 と な っ た も の で あ り ま す 。 ま た 、 本 事 業 に 係 る 昨 年 六

月 か ら 十 二 月 ま で の 七 カ 月 分 の 給 付 実 績 額 は 、 所 得 制 限 撤 廃 前 に 比 較 し て 八 百 五 十 万 円 余 り 増 加 し て い る こ と か
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ら 、 対 象 者 拡 大 分 の 助 成 額 は 月 百 二 十 万 円 ほ ど と な っ て お り ま す 。 平 成 二 十 九 年 度 の 見 込 み に つ き ま し て は 、 対

象児童千六百名分の 助成額四千九百七十 万円余りを予算計上しているもの であります。  

  次に、国の国保への国庫負担金を減らす罰則措置の影響額と廃止の見 とおしについてでありますが、国民健康保

険 事 業 に お い て 子 ど も 医 療 費 助 成 な ど の 地 方 単 独 事 業 を 実 施 す る 保 険 者 に 対 し て は 、 調 整 交 付 金 や 療 養 給 付 費 負

担 金 に お い て 減 額 措 置 を 講 じ る こ と と さ れ て お り 、 そ の 影 響 額 を 精 査 し た 結 果 、 平 成 二 十 七 年 度 実 績 で 百 六 十 七

万 円 余 り 、 平 成 二 十 八 年 度 実 績 見 込 み 額 が 百 七 十 二 万 円 余 り で 、 平 成 二 十 九 年 度 に つ き ま し て も 二 十 八 年 度 と 同

程度が見込まれております。  

  国の今後の対忚については、日本一億総 活躍プランに基づく子ども医療費助成に係る国保の減額措置に関する検

討 を し た 結 果 、 自 治 体 の 尐 子 化 対 策 の 取 り 組 み を 支 援 す る 観 点 か ら 、 未 就 学 児 童 分 に つ い て は 平 成 三 十 年 度 よ り

国保の減額調整措置を行わないことと決定しております。  

  次に、ロの新入学児童学用品費二倍化の早期実施についてと、準要保護世帯にも単価引き上げの適用については

関 連 が ご ざ い ま す の で 、 あ わ せ て お 答 え い た し ま す 。 文 部 科 学 省 は 平 成 二 十 九 年 度 に お け る 要 保 護 児 童 生 徒 援 助

費 補 助 金 の 当 初 予 算 要 求 に つ い て 、 入 学 時 に ラ ン ド セ ル 代 や 制 服 代 な ど の 費 用 と し て 支 給 さ れ る 新 入 学 児 童 生 徒

学 用 品 費 等 の 単 価 が 実 際 に 必 要 と な る 額 に 対 し て 十 分 で な い こ と か ら 、 現 行 の 支 給 単 価 の 約 二 倍 に 引 き 上 げ と な

る よ う 要 求 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 就 学 援 助 制 度 の 支 給 品 目 の 中 で 新 入 学 児 童 生 徒 学 用 品 費 に つ い て 、 準 要

保 護 者 に あ っ て は 市 町 村 で 認 定 基 準 や 単 価 を 規 定 し て 支 給 し て お り ま す が 、 現 在 町 で は 国 と 同 額 を 支 給 し て い る

も の で あ り ま す 。 こ の こ と か ら 、 国 の 単 価 引 き 上 げ の 決 定 を 踏 ま え 、 今 後 の 支 給 額 等 に つ い て 検 討 し て ま い り た

いと思います。  

  次に、ハの学童保育の現状と今後の とりくみについてでありますが、 学童保育につきましては現在、三小学校で
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ク ラ ブ を 開 設 し 、 平 成 二 十 九 年 三 月 一 日 現 在 、 三 年 生 以 下 の 児 童 二 百 三 十 三 名 が 登 録 し て お り 、 指 導 員 等 十 七 名

の 職 員 が 保 育 に 当 た っ て い る と こ ろ で あ り ま す 。 一 日 当 た り の 平 均 利 用 児 童 数 は 、 藤 崎 小 学 校 が 四 十 五 名 、 中 央

小 学 校 が 二 十 六 名 、 常 盤 小 学 校 が 四 十 五 名 で あ り 、 保 育 室 の 面 積 を 利 用 児 童 数 で 割 り 返 し た 一 人 当 た り の 保 育 室

面 積 は 、 藤 崎 小 学 校 が 三 ・ 三 平 米 、 中 央 小 学 校 が 五 ・ 一 平 米 、 常 盤 小 学 校 が 二 ・ 五 平 米 と な っ て お り ま す 。 利 用

時 間 に つ き ま し て は 、 通 常 は 放 課 後 か ら 午 後 七 時 ま で で あ り 、 土 曜 ・ 日 曜 及 び 学 校 長 期 休 業 日 は 午 前 七 時 三 十 分

から午後七時までとしているところであります。  

  平成二十九年度の利用申し込みを取りまとめしたところ、常盤小学校利用 児童が大幅にふえ、現在の常盤小学校

内 に 設 置 し て い る 学 童 ク ラ ブ の ス ペ ー ス で は 対 忚 で き な い こ と か ら 、 常 盤 生 涯 学 習 文 化 会 館 内 の 展 示 ホ ー ル 等 を

一 部 改 修 し て 保 育 室 に 充 て る こ と を 予 定 し て お り ま す 。 改 修 費 用 等 の 必 要 予 算 に つ き ま し て は 今 定 例 会 に 補 正 予

算計上しており、議決後速やかに対処した上で、四月より児童を 迎え入れたいと 考えております。  

  次に、地元産業の現状と町の支援策について のイのリンゴ黒星病対策の強化点や改善点についてお答えいたしま

す 。 昨 年 の リ ン ゴ 黒 星 病 の 多 発 は 、 十 月 下 旪 に 地 方 独 立 行 政 法 人 青 森 県 産 業 技 術 セ ン タ ー り ん ご 研 究 所 の 分 析 結

果 と し て 、 Ｅ Ｂ Ｉ 剤 に 対 す る 感 受 性 の 低 下 し た 黒 星 病 菌 の 蔓 延 の ほ か 、 前 年 の 多 発 に よ る 菌 密 度 の 高 ま り 、 そ れ

に 加 え て 早 い 消 雪 と 高 め に 推 移 し た 春 先 の 気 温 等 の 気 象 状 況 が 原 因 で あ る と 公 表 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。

平 成 二 十 九 年 産 リ ン ゴ に お け る 黒 星 病 対 策 に つ き ま し て は 、 菌 密 度 の 高 い 園 地 に お け る 芽 出 当 時 の 特 別 防 除 の 追

加 や 落 花 後 の 散 布 間 隔 の 短 縮 に よ る 防 除 回 数 の 増 加 な ど の ほ か 、 越 冬 落 葉 の 除 去 や す き 込 み な ど 、 耕 種 的 防 除 の

徹 底 が 強 化 点 と し て 挙 げ ら れ て お り ま す 。 ま た 、 Ｅ Ｂ Ｉ 剤 へ の 感 受 性 が 低 下 し た 菌 へ の 対 忚 策 と し て 、 開 花 期 に

お け る 基 準 薬 剤 か ら Ｅ Ｂ Ｉ 剤 を 削 除 し 、 フ ル ー ツ セ イ バ ー や ユ ニ ッ ク ス 顆 粒 水 和 剤 を 採 用 す る な ど 、 防 除 体 系 の

見直しが改善点として挙げられております。  
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  町では、これらの対策を病害虫防除講習会を通じて生産者へ 周知を図ったところでありますが、今後、県を中心

と し た リ ン ゴ 生 産 関 係 機 関 が 一 丸 と な っ て 黒 星 病 撲 滅 を 目 指 し た 防 除 対 策 の 強 化 に 取 り 組 む 予 定 と な っ て お り 、

町もこれと連携して積極的な形で農家の皆さんに周知徹底を図って対策を講じたいと考えております。  

  次に、ロの地域中小企業の景況感は 上向きなのかどうかについてでありますが、 町の誘致企業等を訪問した際、

景 気 に つ い て は 前 年 度 と 比 べ 、 ほ と ん ど 変 わ っ て い な い と い う お 話 を 聞 い て い る と こ ろ で も ご ざ い ま す 。 ま た 、

平 成 二 十 四 年 か ら 平 成 二 十 六 年 の 間 に 実 施 さ れ ま し た 国 の 各 種 統 計 調 査 に よ り ま す と 、 当 町 の 事 業 所 数 、 従 業 者

数 、 年 間 商 品 販 売 額 、 年 間 製 造 品 出 荷 額 に 大 き な 変 動 は な い 状 況 で あ り ま す 。 国 の 経 済 対 策 に よ っ て も た ら さ れ

る 当 町 へ の 波 及 効 果 は い ま だ 小 さ い 状 況 で あ り ま す が 、 地 域 業 者 の 連 携 に よ る 町 独 自 の 地 域 六 次 産 業 化 の 推 進 と

食産業創造拠点の整備等による経済活性化に前向きに取り組んでまいりたいと思います。  

  次に、ハのふるさと納税、お礼品の現状と今後についてでありますが、ふるさと納税の現状は平成二十九年 二月

末 現 在 で 七 百 五 十 三 件 、 一 千 二 百 十 二 万 円 の 寄 附 金 が あ り 、 昨 年 度 と 比 べ る と か な り 増 加 し て い る と こ ろ で あ り

ま す 。 返 礼 品 に つ き ま し て は 、 リ ン ゴ を 中 心 に 町 の 特 産 品 を 寄 附 金 額 に 忚 じ て 選 べ る よ う に な っ て お り 、 ま た 返

礼 品 の 発 送 事 務 等 に つ き ま し て は 職 員 が 対 忚 し て い る 状 況 で あ り ま す 。 今 後 の 対 忚 と い た し ま し て 、 件 数 及 び 寄

附 額 も ふ え る こ と が 想 定 さ れ ま す の で 、 シ ス テ ム の 導 入 や 事 務 を 代 行 す る 業 者 委 託 等 を 検 討 し て ま い り た い と 考

えております。  

  次に、ニの前記ロ及びハについて、藤崎町が新聞アンケート調査に無回答であった理由と今後の対忚についてで

あ り ま す が 、 ふ る さ と 納 税 は 寄 附 金 が 事 業 実 施 の た め の 財 源 と な り 、 ま た 返 礼 品 と し て 町 の 特 産 品 を 贈 る こ と で

町 の 活 性 化 に も つ な が る 大 変 よ い 制 度 だ と 思 う 一 方 で 、 返 礼 品 競 争 の 過 熱 ぶ り や 都 市 部 を 中 心 と す る 自 治 体 の 税

収 減 が 指 摘 さ れ 、 制 度 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し た 自 治 体 間 競 争 と な っ て い る こ と か ら 、 是 正 を 求 め な が ら 、 町 長 の 判 断
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で 無 回 答 と い う こ と と い た し ま し た 。 た だ 、 こ の 制 度 が 続 く 以 上 、 税 の 減 収 を 防 ぐ た め に も ふ る さ と 納 税 の 対 忚

は 続 け て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 地 域 中 小 企 業 の 景 況 感 に つ き ま し て は 、 ふ る さ と 納 税 の ア ン ケ ー

ト 調 査 と 同 時 調 査 の た め 、 ふ る さ と 納 税 で 無 回 答 と な っ た も の で あ り ま す 。 な お 、 平 成 二 十 七 年 度 と 平 成 二 十 八

年度のふるさと納税 額につきましては、町ホームページでご報告させていただいております。  

  以上、浅利議員の質問に対す る登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  十三番浅利直志君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  十三番浅利直志君に一般質問に対する再質問を許します。浅利 直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  初めに、子ども医療費助成事業の拡大といいますか、それらについて質問いたします。所得制限 を撤廃したこと

に よ っ て 歓 迎 さ れ て い る と い う か 、 そ う い う 部 分 も 大 い に あ る わ け で あ り ま す 。 先 ほ ど 町 長 が 答 弁 、 答 え て い た

だ い た そ の 中 で も 、 小 学 校 、 小 学 校 入 学 前 と い う よ う な 分 類 で い き ま す と 、 具 体 的 に は 四 千 九 百 万 ほ ど 総 額 で は

予 算 化 さ れ て い る ん で す け れ ど も 、 そ の ほ か 、 こ れ は 四 千 九 百 万 と い い ま す の は 乳 幼 児 医 療 費 だ け の こ と な ん で

す よ ね 。 そ の ほ か の ひ と り 親 だ と か 、 そ う い う も の に つ い て も 助 成 措 置 を 講 じ て 、 安 心 で き る 住 み よ い 状 態 を つ

く ろ う と い う こ と で 取 り 組 ん で い る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 と い い ま す の は 、 ひ と り 親 家 庭 だ と か そ の 辺 も 含 め

てのことなんでしょうか。 その辺、どういうふうに理解すればよろしいんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  
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  お答えいたします。子ども医療につきましては、ゼロ歳から十五歳 の義務教育終了前の児童を対象としておりま

す が 、 ひ と り 親 に つ き ま し て は 予 算 も 別 、 目 が 分 か れ て ご ざ い ま す の で 、 純 然 た る 児 童 に 係 る 部 分 で ご ざ い ま す 。

以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  町長も答えていたんですけれども、 具体的に所得制限を撤廃したという中で、見込みの医療費として 小学校入学

前、小中学校というか、そういう分類的に見ればどれぐらいの規模になるんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。年齢で区切っての 積算、算定というものはちょっとできませんで、 ゼロ歳から六歳のいわゆ

る 未 就 学 児 童 、 そ れ か ら 小 学 生 、 中 学 生 、 区 分 と す れ ば 三 つ に な る の か も し れ ま せ ん が 、 医 療 費 、 そ の 三 つ の 区

分でということは実情として算定できかねますので、総体的な計算で算定してございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  月平均でいけば百二十万円ほどだという、昨年度のデータからそういうふうに算出しているということなんです

け れ ど も 、 こ れ も 全 国 に 子 ど も 医 療 費 無 料 化 、 子 育 て し や す い 環 境 を つ く る と い う こ と で や っ て き て い る ん で す
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け れ ど も 、 全 国 に 広 が っ て い る ん で す け れ ど も 、 い ろ い ろ す っ た も ん だ あ っ た ん で す け れ ど も 、 罰 則 措 置 の 廃 止

の 問 題 で す け れ ど も 、 町 長 に お 聞 き し ま す け れ ど も 、 こ れ 今 年 度 は ま だ 、 来 年 度 か ら 入 学 前 に つ い て だ け は 廃 止

す る と 、 や り ま せ ん よ と い う よ う な こ と な ん で す け れ ど も 、 来 年 度 と い う の は 、 そ う し ま す と 平 成 三 十 年 か ら と

いうことなんですか。そういうふうな 理解でよろしいんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  あくまでも国で決める制度でございまして、先ほど登壇した答弁のとおり、就学 前は三十年度から罰則がないと

い う こ と で ご 理 解 し て い た だ き た い と 思 い ま す 。 た だ 、 安 倍 内 閣 に お い て は 、 子 育 て 強 化 と い う の は 国 の 柱 と い

う こ と で 地 方 創 生 と く る め て い ろ い ろ な 角 度 か ら ご 議 論 な さ れ て い る よ う で ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 私 も 県 内 の 町

村 長 も 町 村 会 で 県 選 出 国 会 議 員 と 年 一 回 の 重 点 要 望 を や る 際 は 、 も う 三 年 ぐ ら い 前 か ら 、 ど こ の 市 町 村 で 生 ま れ

よ う と も 義 務 教 育 課 程 の 十 五 歳 ま で は 、 こ こ で は や っ て い な い け れ ど も 、 こ こ で は や っ て い る と 、 そ う い う の は

も う 国 策 で 撤 廃 し て 全 て や る よ う に 、 そ の か わ り 地 方 交 付 税 の 算 入 を そ の 分 だ け 目 減 り さ せ て も 、 そ の ぐ ら い の

力 強 さ を 持 っ て 子 育 て 支 援 を 強 化 し て く れ と い う よ う な お 話 は 私 も さ せ て い た だ い て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。

よ っ て 、 そ の 辺 は 国 会 で い ろ い ろ 議 論 す る と こ ろ で ご ざ い ま す け れ ど も 、 そ の 都 度 そ の 都 度 、 私 初 め 町 村 会 の 中

でも国会議員に要望していきたいと思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  国の制度に準じて、町長は町長の立場でそういうふうな国会で議論するところが主戦場 ですよというようなお話

ぶ り だ っ た ん で す け れ ど も 、 こ の 制 度 は 地 方 か ら 始 ま っ て い る ん で す ね 。 国 は そ う い う 無 料 化 が 進 め ば 医 療 費 が

か か る か ら と 、 だ か ら 調 整 交 付 金 と い う こ と の 減 額 と い う 対 忚 を し て い る わ け で す の で 、 地 方 か ら 始 ま っ た 、 市

町 村 か ら 始 ま っ た 、 そ し て そ こ に 住 ん で い る お 母 さ ん た ち や お 父 さ ん た ち か ら の 運 動 か ら 始 ま っ て い る わ け で あ

ります。  

  それにしても影響額、 もうちょっと大きいものかなというふうに見たんですけれども、百六十七万、百七十二万

円 ほ ど だ と い う わ け で あ り ま す か ら 、 こ う い う せ こ い こ と 、 そ れ で 医 療 費 を 抑 制 す る と い う よ う な …… （ 「 対 比

の 月 額 の 増 加 額 」 の 声 あ り ） は い 、 そ う い う よ う な も の で は な い の で 、 尐 な く て も 罰 則 だ け は 撤 回 す る と い う こ

と が 国 策 と し て 子 育 て 支 援 を し て い く の で あ れ ば 、 そ う い う こ と は や め る べ き だ と 、 中 止 を 引 き 続 き 町 村 会 も 含

めて強力に要求していくべきことだなと思っております。この件に関する答弁は、あとは要りません。  

  次に、就学援助制度のこの点についても政府の国庫補助単価が二倍近いといいますか、中学生については二倍、

小 学 生 に つ い て は 二 倍 近 い と い う か 、 そ う い う 単 価 が 変 わ る わ け で あ り ま す 。 単 価 が 引 き 上 げ ら れ る と い う こ と

で あ り ま す 。 ご 承 知 の よ う に 、 社 会 の 反 映 で も あ り ま す け れ ど も 、 さ ま ざ ま な 格 差 や 貧 困 が 広 が っ て い る と い う

中 で 、 尐 な く と も 教 育 費 で 心 配 を か け な い と い う こ と が 大 事 で あ り ま す の で 、 問 題 は 先 ほ ど の お 答 え で は 準 要 保

護 に つ い て は 検 討 し た い と い う よ う な 回 答 だ っ た ん で す け れ ど も 、 ど の よ う な 手 順 で 、 基 本 的 に は 倍 増 と い う か 、

国 の 補 助 単 価 に 合 わ せ て 準 要 保 護 の 入 学 準 備 金 と い い ま す か 学 用 品 費 も 改 善 さ れ る ん だ ろ う と 思 っ て お り ま す け

れ ど も 、 基 本 的 な 方 向 と そ の 段 取 り と い い ま す か 、 ど う い う 取 り 組 み で 今 後 や っ て 、 規 則 や 要 綱 と し て 具 体 化 し

ていくのかと、その辺について改めてお聞きいたします。  

○議長（野呂日出男君）  
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  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  お答えいたします。新入学児童生徒学用品費の 支給については、町で実施要綱を定めて事務処理を行っているも

の で あ り ま す が 、 藤 崎 町 で は 準 要 援 護 者 に 対 し て の 就 学 援 助 費 支 給 単 価 に つ き ま し て は 、 こ れ ま で も 町 の 単 価 基

準 と 同 等 に 合 わ せ て 支 給 し て き た 経 緯 が あ り ま す 。 今 後 に つ き ま し て も 、 現 状 を 見 な が ら 関 係 課 と 協 議 検 討 し て

いきたいと思っております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  極端に言えば、自治体の裁量に任せられているふうなことで、なおかつ交付税措置で ありますから、色がついて

い な い と い う か 、 明 示 さ れ て い な い 補 助 金 の 増 額 な わ け で あ り ま す ね 。 検 討 し て い く と い う の は い い ん で す け れ

ど も 、 ど う い う 手 順 で そ の 実 施 要 綱 な り 、 そ れ を ど う い う 手 順 と い い ま す の は 何 月 ご ろ に 検 討 会 議 を や る と か 、

そういう手順についてはどうなんでしょうか。どのように 進めていくんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  学務課長。  

○学務課長（兵藤範明君）  

  この国の決定がなされた場合、県からもうちのほうに通知が来ます。その通知決定に基づきまして、関係課と 協

議して進めていくということでございます。 以上です。  

○議長（野呂日出男君）  
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  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  ぜひ早期に実施していただきたいと。これ、要保護といいますか、そういう児童に対しては 、何か聞くところに

よ れ ば も う 三 月 の 初 め に 支 給 し て い る ん だ と い う よ う な こ と で も あ る わ け で す 。 実 際 、 三 月 と い う か 入 学 前 の 準

備 金 の 制 度 で あ り ま す の で 、 早 期 に で き る だ け 早 く 、 今 ま で 現 状 で は 六 月 の 初 め と い う か 、 そ の 辺 に 支 給 し て い

た と 思 わ れ る ん で す け れ ど も 、 準 要 保 護 に つ い て は で す ね 。 そ れ ら の 早 目 の 支 給 な ど も 含 め て 、 ぜ ひ 検 討 し て い

ただきたいと、早期実施を 検討していただきたいということを要望しておきたいと思います 。  

  次に、学童保育の現状、先ほどの現状についてと今後の取り組みについて再質問させていただきます。 先ほど町

長 の 答 弁 に も あ っ た ん で す け れ ど も 、 具 体 的 に 常 盤 の 学 童 保 育 施 設 で す ね 、 こ れ 、 新 し く 学 校 を つ く る と き に 学

校 と 併 用 型 、 藤 崎 の 場 合 は 全 て そ う い う 形 に な っ て お る ん で す け れ ど も 、 具 体 的 に 新 一 年 生 の 八 〇 ％ 近 く が 学 童

保 育 を 希 望 す る と 。 希 望 し て も 全 員 が 行 く と は 限 ら な い ん で す け れ ど も 、 そ う い う よ う な 状 況 に 早 目 に 対 忚 す る

と い う よ う な こ と で 、 報 告 、 答 弁 、 回 答 が あ っ た ん で す け れ ど も 、 今 後 こ う い う 傾 向 が ず っ と 何 か 続 く と い う ふ

うにも考えられるんですけれども、どういうふうに現状を捉えていらっしゃるのか。  

  それから、藤崎小学校、中央小学校、これらについての併設されている学童保育の施設について、 足りなくなる

とか、そういうおそれはないのかどうか、この辺についてどういう認識なのかお聞きしたいと思います。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。学童保育の登録児童につきましては、 二十八年度と二十九年度でそんなに差はございません。
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二 百 二 十 名 か ら 二 百 三 十 名 と 、 登 録 児 童 申 し 込 み が ご ざ い ま し た 。 た だ 、 実 際 に 利 用 さ れ る 方 と な れ ば 、 今 、 浅

利 議 員 も お っ し ゃ っ た よ う に 、 こ れ ま で は お よ そ 半 分 ぐ ら い で あ っ た も の が 、 二 十 九 年 度 の 常 盤 小 学 校 に お け る

新 一 年 生 、 五 十 名 ほ ど い ら っ し ゃ る ん で す が 、 そ の 中 で 登 録 さ れ た 方 が 四 十 五 名 ほ ど 、 そ の 中 で 利 用 さ れ る 方 が

八 割 以 上 と い う こ と か ら 、 こ れ ま で は 常 盤 小 学 校 に お い て の 利 用 児 童 数 は 五 十 名 程 度 で あ っ た も の が 七 十 以 上 に

も な る の で は な い か と い う こ と か ら 、 現 状 の 常 盤 小 学 校 に 併 設 さ れ て お り ま す ス ペ ー ス で は 対 忚 で き か ね る と い

う こ と か ら 、 急 遽 、 以 前 も 実 施 し て お り ま し た が 、 常 盤 生 涯 学 習 文 化 会 館 の 展 示 ホ ー ル 、 そ れ か ら 奥 の 和 室 も 利

用 し た い と い う こ と で 教 育 委 員 会 の ほ う に 協 議 し 、 対 忚 し て い た だ け る こ と と な り 、 あ わ せ て そ の 改 修 に つ い て

も 国 ・ 県 の 事 業 に の せ る こ と も 可 能 だ と い う こ と か ら 、 そ う い う 方 向 に 向 け て の 今 回 三 月 定 例 議 会 に 補 正 予 算 も

計上しているところでございます 。  

  そして、今後につきましてでありますけれども、現状では三年生までということで 実施しているこの学童保育で

ご ざ い ま す が 、 改 め て 子 育 て に 関 す る 計 画 も ご ざ い ま す 。 そ の 計 画 を 見 直 し 、 近 々 す る 予 定 に な っ て お り 、 そ れ

に 向 け た ア ン ケ ー ト 調 査 な ど も 実 施 し た い と 思 っ て お り ま す 。 そ の ア ン ケ ー ト 項 目 の 中 に は 、 学 童 保 育 の 年 齢 が

も っ と 上 の ほ う ま で と い う 要 望 が あ る の か ど う か 、 そ の 辺 の 実 態 も つ か み な が ら 対 忚 し て ま い り た い と 思 い ま す

が 、 必 要 と な っ た 場 合 に は 今 の ス ペ ー ス で は 常 盤 小 学 校 だ け の み な ら ず 藤 崎 小 学 校 、 中 央 小 学 校 は 利 用 実 績 が 余

り 多 く な く て 、 し か も ス ペ ー ス も 広 い と い う こ と で 相 当 ふ え て も 対 忚 が で き る か も し れ ま せ ん が 、 藤 崎 小 学 校 に

お い て は 現 状 で は 間 に 合 わ な く な る と い う 可 能 性 が な い わ け で は ご ざ い ま せ ん 。 そ う い う も の を 想 定 し な が ら 、

今 後 は 学 校 の 使 わ せ て い た だ け る よ う な ス ペ ー ス が あ る の か ど う か 、 あ と 小 さ な 子 供 さ ん 方 で す の で 、 勉 強 あ る

い は 工 作 と い う ふ う な も の だ け で は な く て 、 体 を 動 か し た い と い う 子 供 さ ん も い っ ぱ い い ら っ し ゃ る わ け で 、 そ

う い う ふ う な 場 所 と し て は 例 え ば 体 育 館 を 使 わ せ て い た だ け な い の か 、 そ う い う ふ う な も の も 教 育 委 員 会 を 通 じ
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て学校と協議してまいりたいと考えて ございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  言葉で言えば尐子高齢化という一言で片づけたりして、核家族がふえて いる、生活環境、働く環境が変わってき

て い る こ と が 、 子 供 同 士 が 遊 ぶ 、 同 級 生 も 尐 な い と 。 例 え ば 私 の 出 身 の 久 井 名 舘 、 久 井 名 舘 と い う と 一 人 二 人 と

い う よ う な こ と で 、 で す か ら 、 勢 い 安 心 な 学 童 保 育 に 希 望 す る と い う こ と も 生 活 環 境 、 仕 事 環 境 、 両 働 き と い う

か 、 そ う い う 中 で ふ え て い る 可 能 性 も あ る わ け で あ り ま す 。 今 ま で 三 年 生 ま で と い う の で 施 設 面 も 計 画 し て き た

ん で す け れ ど も 、 そ れ ら も 含 め て ど う い う 要 望 が あ る の か 、 ぜ ひ 把 握 し て い た だ き た い と い う こ と を 要 望 し て お

きたいと思います。  

  これにかかわって、では常盤のほうは早い話が二カ所になる、近くだはんでいいんですけれ ども、それに伴って

ス タ ッ フ と い う か 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う な 増 員 と い う こ と も 含 め て 対 忚 し な い と 大 変 な ん で す け れ ど も 、 そ れ

は 実 際 利 用 す る 人 を 見 定 め て と い う か 、 そ れ を 見 定 め て 増 員 す る の か 、 今 か ら 準 備 を し て お る の か 、 そ の 辺 ど う

いう、指導員などについてどういうふうなお考えで準備していらっしゃるんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  住民課長。  

○住民課長（久保田  整君）  

  お答えいたします。常盤学童クラブの増設ということで、四十名程度を保育するスペースで考えてございます。

そ れ に 対 忚 し た 職 員 と い た し ま し て は 、 指 導 員 な り 補 助 員 な り を 四 名 程 度 確 保 し た い と い う こ と で 、 広 報 紙 あ る
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い は ホ ー ム ペ ー ジ 、 そ れ か ら ハ ロ ー ワ ー ク に も 求 職 を 出 し て ご ざ い ま す 。 た だ 、 実 際 の と こ ろ を お 話 し す れ ば 、

面 接 を し 、 内 定 し て い る 者 は 一 名 で ご ざ い ま す 。 ほ か に 問 い 合 わ せ は 一 件 し か ま だ 来 て ご ざ い ま せ ん 。 こ の ま ま

で は 若 干 厳 し い わ け で す け れ ど も 、 先 ほ ど 町 長 の 答 弁 に も ご ざ い ま し た が 、 現 在 十 七 名 の 職 員 を 抱 え て ご ざ い ま

す 。 三 カ 所 で 十 七 名 。 多 尐 余 裕 を 持 っ た 状 況 の と こ ろ も ご ざ い ま す の で 、 四 人 の 指 導 員 を 確 保 で き る ま で は 十 七

名をシフトを組み替えながらでも対忚してまいりたいと考 えてございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  回答では六月、七月実施、七月からだというようなお答えでありましたので、そういうようなことも含めて増員、

職員、指導員の配置の問題もぜひ対忚していただきたいということを要望しておきたいと思います。  

  次の柱である地元産業の現状と町の支援策について です。リンゴ黒星病対策についても、町も積極的にその一端

を 受 け 持 っ て 頑 張 る ん だ と 、 既 に 講 習 会 な ど も や っ て お る ん だ と い う お 話 だ っ た ん で す け れ ど も 、 町 長 に お 聞 き

い た し ま す け れ ど も 、 町 長 は リ ン ゴ 農 家 で も あ り ま す し 、 専 門 家 で も あ る ん で す け れ ど も 、 実 際 、 薬 剤 散 布 の 回

数 を ふ や す と か 、 そ の 時 期 を 変 え る と か 、 今 ま で の 耐 性 が 効 か な く な っ た 薬 を 変 え る と か 、 そ う い う 点 に つ い て

の 科 学 的 な 知 見 な り 研 究 所 の そ う い う の が 出 て い る の は 、 そ れ は そ れ で わ か る し 、 大 事 に し て ほ し い ん で す け れ

ど も 、 も う 一 方 で リ ン ゴ 園 地 の 窒 素 過 剰 だ と か 、 そ う い う 土 壌 の 問 題 も あ る ん じ ゃ ね え の か と 、 そ し て 樹 勢 が 弱

ま っ て い る こ と が 黒 星 病 の 大 き な 要 因 に も な っ て い る ん じ ゃ な い か と い う こ と を 指 摘 す る 人 も 、 土 壌 の 力 で す ね 、

そ う い う 指 摘 も あ る ん で す け れ ど も 、 こ れ は 農 民 組 合 の 人 な ん か も 言 っ て い る 人 も あ る ん で す け れ ど も 、 そ の 辺

はどういうふうに受けとめていらっしゃるものなんでしょうか。  
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○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  二十八年、二十七年の雪解けは早く、平均気温が低いままの開花を二カ年迎えました。 黒星病というのはご存じ

の と お り 寒 い 時 期 に 多 発 す る 、 あ る い は 湿 気 が 多 い と き に 多 発 す る 、 あ る い は 雤 が 多 い と き に 多 発 す る と い う の

が こ の 病 気 の 特 性 で ご ざ い ま す 。 よ っ て 、 二 年 前 に つ い た 方 は 、 例 え ば 次 の 年 、 開 花 前 、 開 花 、 落 花 後 と 、 そ の

間 隔 を 短 縮 し た 人 は そ れ ほ ど か か っ て い な い の も 実 際 農 家 の 方 か ら の 声 で わ か っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 で

す か ら 、 こ れ は 県 も 、 あ る い は 県 の 共 防 連 、 そ し て 町 の 共 防 連 も Ｊ Ａ も 、 そ の 辺 を 総 合 的 に い ろ い ろ 研 究 し て デ

ー タ が も う 出 て い ま す 。 よ っ て 、 一 体 と な っ て 注 意 喚 起 を し な が ら 防 除 体 制 の 強 化 を 図 る と い う の が 一 番 の 近 道

だろうと、そう思ってございます。  

  今、農政課長も私も行きますけれども、議会の最終日には市民会館でその撲滅 大会ということで、これは青森県

の 共 防 連 、 そ し て り ん ご 協 会 等 々 、 全 て の 団 体 が 集 ま っ て そ の 大 会 も あ る よ う で ご ざ い ま し て 、 い ず れ に し ま し

て も 四 月 中 旪 過 ぎ れ ば 、 あ る い は 下 旪 か ら 開 花 に 備 え て の 薬 剤 散 布 が あ り ま す の で 、 担 当 課 に は 再 度 リ ン ゴ 農 家

に対しての注意喚起、指導喚起をしたいと思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  リンゴの産地を守り、育てるという観点からも、放任園などを出さないように努力することも含めて 、ぜひやっ

て い た だ き た い と 思 う ん で す 。 こ の 中 南 地 域 の 果 樹 会 議 で も 、 県 も 入 っ て 、 こ と し は 重 点 と し て 取 り 組 む ん だ と
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い う こ と で や っ て お る わ け で す の で 、 そ の 辺 も 農 政 課 も 含 め て 、 ぜ ひ 力 を 入 れ て 取 り 組 ん で 、 生 産 者 に 情 報 を 伝

えて取り組んでいただきたいと思います。  

  その中で、前に奈良議員も聞いておりましたんですけれども、この黒星病の菌の予察機の機械が故障していたと

か 、 そ う い う 問 題 も あ っ た ん で す け れ ど も 、 こ れ は も う 県 で 何 カ 所 に 設 置 す る と か と い う の は 決 ま っ て お る ん で

しょうか、その辺はどうでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  お答えいたします。去年故障して不能になった予察機の メトスでございます けれども、それにかわるものとして、

同 じ く 黒 石 市 の 青 森 県 産 業 技 術 セ ン タ ー の り ん ご 試 験 場 の ほ う に 新 た に 黒 星 病 菌 自 動 計 測 顕 微 鏡 と 胞 子 採 集 器 を

設 置 す る こ と に な っ て お り ま す 。 こ れ に よ り ま し て 、 黒 星 病 の 感 染 に つ い て 四 月 か ら 六 月 ま で の 菌 の 飛 散 状 況 を

去年と同様、アップルネットのほうへ情報提供することとしております。  

  それとは別の機械でございますけれども、気象観測 機と胞子採集器が東青、中南、三八、西北の四県民局に各一

台 ず つ 導 入 さ れ る こ と と な っ て お り ま す 。 多 分 も う さ れ た と 思 い ま す 。 中 南 県 民 局 で ご ざ い ま す が 、 設 置 場 所 は

弘 前 市 独 狐 に あ り ま す 生 育 観 測 圃 に 今 月 中 に 設 置 す る と い う こ と で ご ざ い ま す 。 こ れ に よ り 、 広 範 囲 に 正 確 な 観

測が可能となるという説明でございました。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  
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  ぜひ、設置されたんだろうと思いますので、県は攻めの農林水産業、攻めの農政ということで、輸出には大分力

を 入 れ て 予 算 も と っ て お る ん で す け れ ど も 、 こ の 現 場 の 仕 事 で す ね 、 こ の 研 究 体 制 や 調 査 体 制 も か つ て か ら 見 れ

ば 人 員 が 大 幅 に 減 ら さ れ て い る と い う こ と も リ ン ゴ 農 家 や あ る い は そ こ の 研 究 所 Ｏ Ｂ の 人 か ら 指 摘 さ れ て い る と

こ ろ で は あ り ま す の で 、 町 長 に お か れ ま し て は そ の 辺 も 研 究 調 査 体 制 、 そ し て 今 の よ う に 機 械 を 何 カ 所 も 設 置 す

る な ら ば 、 そ の 体 制 が な い こ と に は ま た 後 手 後 手 を 踏 む と い う こ と も 考 え ら れ な い わ け で は な い の で 、 ぜ ひ 研 究

調 査 、 そ の 体 制 の 強 化 も ぜ ひ 町 長 に お い て は 会 議 が あ っ た と き 要 望 し て い た だ き た い と い う こ と を つ け 加 え て お

きたいと思います。  

  次に、地域の中小業者の景況感は 上向きなのかどうかということと、 私の通告でニのふるさと納税の無回答の問

題 で す 。 こ れ は 、 私 も こ の 質 問 通 告 し て 実 際 、 正 直 な 話 わ か っ た ん で す け れ ど も 、 二 回 報 道 さ れ て い る も の だ か

ら 、 二 つ の ア ン ケ ー ト か な と 思 っ て い た ん で す 。 極 端 に と い う か 、 住 民 か ら 出 さ れ て い る の は 、 な し て 藤 崎 で 回

答 し ね の よ と 、 町 長 や る な っ て し ゃ べ っ ち ゃ ん だ な と か 、 あ る い は ま た 、 職 員 が 忘 い じ ゃ ん だ べ ね と か 、 さ ま ざ

ま な 誤 解 が 出 る ん で す よ 。 で す か ら 、 何 か 答 弁 で は 町 長 の 指 示 に よ り と い う ふ う に な っ て い る ん で す け れ ど も …

… （ 「 私 の 判 断 の も と 」 の 声 あ り ） 判 断 の も と に と い う ふ う に 回 答 は そ う な っ て い る ん で し ょ う か ら 、 何 か 責 任

か ぶ っ た と い う わ け じ ゃ な い ん だ と 思 い ま す の で 、 問 題 は 共 同 通 信 社 の ア ン ケ ー ト と い う の は ど う い う 影 響 を 持

つ の か と い う 、 ち ょ っ と 判 断 が 甘 か っ た の か な と い う ふ う に も 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う い う ふ う な 認

識 な ん で し ょ う か 。 こ の 一 番 の 最 後 の 無 回 答 で あ っ た 理 由 に つ い て 、 ま ず お 聞 き し た い な と 思 っ て い る ん で す け

れども。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  
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○町長（平田博幸君）  

  ふるさと納税については、今の内閣官房長官の菅官房長官の肝いりで始まって、もうかれこれ五年ぐらいになる

と 思 っ て い ま す 。 う ち の ほ う の 対 策 も ち ょ っ と お く れ ま し て 、 や っ と の 思 い で 二 十 七 年 で 五 百 三 十 万 、 そ し て 二

十 八 年 度 は 、 三 月 い っ ぱ い で す か ら も う ち ょ っ と あ り ま す け れ ど も 、 一 千 二 百 万 超 え た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 共

同 通 信 の ア ン ケ ー ト は 昨 年 の 十 一 月 中 旪 ち ょ っ と 過 ぎ に 来 た と こ ろ で も ご ざ い ま し て 、 い わ ゆ る 全 国 の 産 品 、 い

ろ い ろ 特 徴 が あ る と こ ろ は 税 収 が 相 当 入 っ て 、 一 番 手 は 今 年 度 は 宮 崎 県 の 都 城 市 で 四 十 二 億 円 と い う 発 表 も な さ

れ た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 一 方 で は 、 東 京 都 の 世 田 谷 区 な ん か は 二 十 七 年 で 十 七 億 の 減 収 、 そ し て 区 長 が こ の 間

テ レ ビ に 出 て い ま し た け れ ど も 、 二 十 八 年 度 は 三 十 億 を 超 え る だ ろ う と 、 考 え て い る 事 業 も で き な い と い う よ う

な 都 会 の 悩 み も ま た あ る こ と も あ り ま す 。 で す か ら 、 無 回 答 と い う よ り も 、 そ の 是 正 も ひ っ く る め て 無 回 答 で よ

しということで私判断に至ったところでもございます。以上であります。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  私もアンケートの原本は見ていないんですけれども、その中では 評価はすると、一〇〇％の自治体の評価はする

と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ の 中 に も 国 が 返 礼 率 の 上 限 を 定 め る こ と が 必 要 だ と い う ふ う に 是 正 策 と し て 提

案 し て い る の は 二 十 三 自 治 体 が あ っ た と か 、 こ れ は 今 別 町 だ と か も 含 め て 、 十 一 自 治 体 で し た ね 。 い ず れ に し て

も 、 そ の 中 に も 是 正 策 を 書 き 込 む よ う な こ と は で き た の か な と い う ふ う に も 思 っ て お り ま す の で 、 町 民 の 間 に 要

ら ぬ 誤 解 と い い ま す か 、 職 員 が 忘 い じ ゃ ん だ べ ね と か 、 私 に 言 っ た 人 は で す よ 、 そ れ か ら 町 長 や る な っ て 、 や ね

へ も い い っ て し ゃ べ っ た ん だ べ ね と か 、 実 際 の 実 態 を 知 る 前 に 無 回 答 と い う と こ ろ に 大 き な 反 響 も あ る わ け で す
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の で 、 そ の 辺 は 今 後 、 注 文 は 注 文 、 実 情 は 実 情 と い う こ と で 回 答 す べ き で は な い の か な と 私 は 思 っ て お る ん で す

けれども、その辺はどうでしょうか。 町長にお聞きします。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  先ほども答弁したとおり、いいふ るさと納税制度でもございますけれども、 一方では都会から相当税収が地方に

逃 げ 込 ん で い る と い う よ う な こ と も あ っ て 、 税 制 も 制 度 の 全 体 の 改 正 も ひ っ く る め て 無 回 答 で よ し と し た と こ ろ

で ご ざ い ま す 。 た だ 、 次 の 日 の 町 の ホ ー ム ペ ー ジ に は 、 そ の こ と を 町 長 の つ ぶ や き で 私 が 全 く 同 じ こ と を 、 金 額

も入れてつぶやきさせていただいたところでもございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  

○十三番（浅利直志君）  

  つぶやきでやるのは結構でございます。トランプ大統領はつぶやきの連続で、もう混乱されているような状況で

あ り ま す け れ ど も 、 今 回 の 町 長 の つ ぶ や き は 正 当 な も の で あ っ た と い う ふ う に 理 解 す る ん で す け れ ど も 、 い ず れ

に し て も そ の 辺 の さ ま ざ ま な 憶 測 を 呼 ば な い よ う な 対 忚 を 、 共 同 通 信 社 の ア ン ケ ー ト だ か ら 軽 視 し た の で は な い

か な と い う ふ う な 、 私 は 初 め そ う 思 っ た ん で す け れ ど も 、 さ ま ざ ま な 憶 測 が 出 な い よ う に し た ほ う が む し ろ 町 民

にとっても我々にとっても大事なのかなと思います。  

  地域の中小業者の景況感とお礼品の現状についても質問しておるんですけれども、お礼品の現状、これは早い話

が 倍 増 ぐ ら い 、 一 千 二 百 万 円 、 昨 年 度 は あ る と い う ん で す け れ ど も 、 そ れ 自 体 …… （ 「 今 年 度 」 の 声 あ り ） 今 年
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度 で す ね 、 あ る と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 そ し て そ れ を 職 員 が 実 際 は 発 送 す る 、 や っ て い る と 。 こ れ も ち ょ

っ と 職 員 に と っ て は 気 の 毒 だ な と い う ふ う に も 思 う ん で す 。 で す か ら 、 地 元 産 品 を リ ン ゴ だ と か リ ン ゴ ジ ュ ー ス

が 主 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 職 員 じ ゃ な く て そ れ を 委 託 す る こ と も 検 討 し て い き た い と か と い う 答 弁 だ っ た ん

で す け れ ど も 、 職 員 に 負 担 が か か ら な い よ う な 形 、 本 来 の 業 務 で 伸 ば す こ と が 大 事 な の か な と 思 っ て お り ま す け

れども、その辺は町長、どのように受けとめていらっしゃいますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  全く私も同感でございまして、二十七年に五百三十万行った 年の次の年、私の思いで担当課に 来年はもっとふえ

る か ら 、 信 用 あ る 、 例 え ば Ｊ Ａ さ ん と か 、 あ る い は 法 人 と か 、 荷 づ く り 作 業 を お 任 せ し た ほ う が い い で す よ と い

う よ う な 話 を し た と こ ろ で ご ざ い ま す 。 た だ 、 担 当 課 長 が 非 常 に 生 真 面 目 な 方 で ご ざ い ま し て 、 本 当 に 藤 崎 の 四

十 人 ぐ ら い の 篤 農 家 か ら 約 二 百 箱 以 上 を 集 め て 、 一 個 一 個 検 品 し て 信 用 あ る も の を 届 け た い と い う の も 担 当 課 長

の 思 い で し て 、 職 員 に は 負 担 を か け た の か な と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 二 カ 年 や っ た 反 省 を 踏 ま え て 、 な か な

か 通 常 の 仕 事 が ち ょ っ と 本 当 に 負 担 が か か っ て い る と い う と こ ろ を 反 省 し て 、 こ と し の 秋 か ら の リ ン ゴ 発 送 に 関

しては恐らく法人あるいはＪＡさんのほうに委託という形になろうかと思ってございます。  

  いずれにしましても、 これは職員が熱い思いで自分たちが一個一個検品しておいしいものを届けたいという思い

からこうなったことをご理解していただきたいと思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  浅利直志君。  
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○十三番（浅利直志君）  

  ぜひ町長の今言ったお答えに沿ったような形で解決してほ しいと思っております。と同時に、ふるさと納税の制

度 も 見 直 す べ き は 見 直 す べ き だ し 、 税 金 の 分 捕 り 合 い の よ う な 状 態 は 是 正 さ れ な け れ ば 、 本 来 の 役 割 が 果 た せ な

いのではないかなと思っておりますので、是正 も含めて十分対忚していただきたいと思 っております。  

  最後ですけれども、自治体の景況感ではなくて、中小業者の景況感、これ は常盤何だか企業会にいた、それを集

約 し て と い う ふ う な 話 だ っ た ん で す け れ ど も 、 今 後 こ れ 二 年 に 一 回 ぐ ら い 商 工 会 さ ん と も 協 力 し な が ら 、 商 業 に

つ い て は 商 工 会 さ ん 、 そ れ か ら 製 造 業 に つ い て は ま た さ ま ざ ま な 業 界 も あ る ん で し ょ う か ら 、 も う デ ー タ と し て

し っ か り 蓄 積 す る よ う な こ と も や っ て い く べ き な ん じ ゃ な い か な と 思 っ て お り ま す け れ ど も 、 そ の 辺 は ど う で し

ょうか。担当課長でもよろしいですし、町長でもよろしいです。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  七月に地元の雇用拡大もひっくるめて、常盤企業会を中心に私と担当課長と毎年毎年回っているところでもござ

い ま す 。 そ の と き に 景 気 、 そ れ こ そ 会 社 の 状 況 等 々 お 話 を さ せ て い た だ い て い る と こ ろ で も ご ざ い ま す 。 た だ 、

今 、 浅 利 議 員 が お 話 し し た と お り 、 そ の 都 度 そ の 都 度 、 例 え ば 商 工 会 の 会 長 さ ん と か 、 あ る い は 三 役 さ ん と か 、

あ る い は 局 長 さ ん を 役 場 に 呼 ん で 、 あ る い は 私 が 出 向 い て 、 い ろ ん な 意 味 で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン し て い る の も 事 実

で ご ざ い ま す け れ ど も 、 町 全 体 の 商 工 業 の 活 性 化 、 あ る い は 行 く 末 は 雇 用 の 拡 大 に つ な が る よ う な 方 向 づ け を す

る た め に 、 も う ち ょ っ と ス ク ラ ム を 組 ん だ け ん け ん が く が く の 議 論 が 必 要 だ ろ う と 思 っ て ご ざ い ま す の で 、 担 当

課 に は 鋭 意 そ う い う こ と の 準 備 に 入 る よ う 指 導 し て お き ま す 。 以 上 で あ り ま す 。 （ 「 以 上 で 質 問 を 終 わ り ま す 」
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の声あり）  

○議長（野呂日出男君）  

  これで十三番浅利直志君の一般質問は終了いたしました。  

  次に、五番奈良岡文英君に一般質問を許します。五番奈良岡文英君。  

     〔五番  奈良岡文英君  登壇〕  

○五番（奈良岡文英君）  

  皆さんお疲れのところ、本日最後の質問者であります 五番奈良岡文英であります。よろしくお願いしたいと思い

ます。  

  平成二十九年第一回藤崎町定例会に当たり、 一万五千三百人の町民を代表して、町政全般に対して一般質問させ

ていただきます。  

  まず第一に、平成二十九年度の目玉事業である農産物拠点づくり事業の一つであります 食彩ときわ館改築事業に

つ い て 伺 い ま す 。 我 が 町 は 津 軽 平 野 の ほ ぼ 中 央 に 位 置 し 、 津 軽 の 三 大 河 川 で あ る 岩 木 川 、 平 川 、 浅 瀬 石 川 の 合 流

地 点 に あ り 、 大 変 肥 沃 な 農 地 が 広 が り 、 良 質 で お い し い リ ン ゴ 、 食 味 で 特 Ａ ラ ン ク の 青 天 の 霹 靂 を 筆 頭 に う ま い

米 、 大 粒 で 白 い 品 質 日 本 一 の ニ ン ニ ク が 生 産 さ れ て い ま す 。 今 さ ら 申 し 上 げ る ま で も な く 、 青 森 県 の 中 で も 特 に

恵 ま れ た 環 境 に あ り ま す 。 し か し 、 農 業 を 取 り 巻 く 現 状 は 農 村 の 高 齢 化 が 進 み 、 後 継 者 や 働 き 手 が 減 尐 し 、 地 域

の 農 業 の 担 い 手 が 減 尐 し て お り ま す 。 ま た 、 そ れ に 伴 い 、 耕 作 放 棄 地 の 増 加 が 懸 念 さ れ て い る と こ ろ で あ り ま す 。

農 業 は 天 候 の 影 響 を 受 け て 収 穫 量 が 安 定 し な い 、 農 道 、 圃 場 な ど 、 生 産 基 盤 が 未 整 備 で コ ス ト が か か る 、 市 場 相

場 に 左 右 さ れ て 収 入 が 安 定 し な い 、 農 業 機 械 が 高 い な ど 、 多 く の 課 題 を 抱 え て お り ま す 。 い つ の 時 代 で も 農 業 は

課 題 が 多 い の が 現 状 で あ り ま す 。 将 来 農 業 が も う か る 農 業 と し て 成 長 産 業 と な り 、 地 域 担 い 手 、 若 者 が 生 き 生 き
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と活動し、地域が活性化するように農業振興対策を考えていかなければならないと思っております。  

  食彩ときわ館は平成十七年四月のオープン以来、品質のよい野菜を中心に売り上げを 伸ばし、今では年間売り上

げ は コ ン ス タ ン ト に 一 億 円 を 超 え る よ う に な っ て い ま す 。 こ れ も 現 在 の 農 産 物 直 売 所 組 合 の 組 合 員 の 努 力 の た ま

も の で あ り 、 食 彩 と き わ 館 の 野 菜 は 品 質 が よ い と い う 評 判 に な っ て お り ま す 。 食 彩 と き わ 館 の 改 築 事 業 は 、 町 長

就 任 直 後 の 平 成 二 十 四 年 か ら 地 産 地 消 、 農 業 の 六 次 産 業 化 、 藤 崎 町 の 情 報 発 信 と い う 目 的 で 農 産 物 拠 点 づ く り 構

想 と し て 検 討 が 始 ま り 、 こ の 構 想 の 核 と な る 拠 点 施 設 と し て 拡 充 計 画 が 始 ま り ま し た 。 平 成 三 十 年 度 の オ ー プ ン

を 目 指 す と し て お り ま す が 、 新 食 彩 と き わ 館 が オ ー プ ン す る ま で の 具 体 的 な ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て 、 オ ー プ ン す

る時期とあわせて伺います。  

  次に、運営会社の設立準備について伺います。外観、建物などのハード面は 手続を踏んでいけばでき上がってい

き ま す が 、 肝 心 な の は 中 身 、 ど う い う 方 針 で 運 営 す る の か と い う ソ フ ト 面 で あ り ま す 。 立 派 な 施 設 を つ く り 、 そ

こ に 健 全 な 魂 を 宿 さ な く て は な り ま せ ん 。 私 は 、 こ の 構 想 が 持 ち 上 が っ た と き か ら 、 施 設 の 運 営 は 経 営 責 任 を 明

確 に し た 上 で 独 立 し た 主 体 的 に 経 営 す る 組 織 に す る べ き だ と 主 張 し て き ま し た が 、 計 画 で は 町 が 五 一 ％ を 出 資 す

る 株 式 会 社 を 設 立 し 、 運 営 す る と し て い ま す 。 過 半 数 を 超 え る 株 式 を 保 有 す る と い う こ と は 、 そ の 会 社 の 経 営 に

対 し て 全 責 任 を 負 う と い う こ と に な り ま す 。 こ の こ と も あ わ せ て 議 論 は 分 か れ る と こ ろ と 思 い ま す け れ ど も 、 こ

の こ と も あ わ せ て 考 え て い か な け れ ば な ら な い と 思 い ま す 。 私 は 、 な る べ く 早 く 新 会 社 を 立 ち 上 げ て 、 取 締 役 の

選 任 や 事 業 目 的 、 経 営 方 針 な ど 、 会 社 の 骨 格 を 打 ち 出 し て い き 、 そ し て 設 計 に も 新 会 社 の 意 向 を 反 映 さ せ 、 来 年

の オ ー プ ン に 向 け て 準 備 を す る 必 要 が あ る と 思 い ま す 。 そ こ で 、 新 会 社 の 設 立 の 準 備 状 況 は ど の よ う に な っ て い

るのか、伺います。  

  次に、生産者組織はどのようになっているのか、伺います。 直売所で販売する農家さんには新しくできる運営会
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社 の 株 主 に な っ て も ら い 、 経 営 に 参 画 し て も ら う と い う 方 針 で す が 、 そ の 方 針 に は 賛 同 い た し ま す 。 新 食 彩 と き

わ 館 は 藤 崎 町 の 特 色 を 生 か し た 直 売 所 に す る 必 要 が あ り ま す 。 新 た に 農 家 で 組 織 す る 生 産 者 組 織 は 、 新 会 社 と 同

様 、 早 期 に 組 織 化 を 図 り 、 新 会 社 の 経 営 方 針 に 合 わ せ た 営 農 計 画 を 立 て て 、 オ ー プ ン に 向 け た 準 備 に 当 た る 必 要

があると思いますが、その点、生産者組織の組織状況はどのようになっているのか、伺います。  

  次に、財源について伺います。建物をつくるのはよいですが、その財源はどのようにするのか、後世に負担を残

す こ と は 極 力 避 け る べ き で あ り ま す 。 先 日 の 全 員 協 議 会 で も 、 地 方 創 生 拠 点 整 備 交 付 金 、 補 正 予 算 債 、 合 併 特 例

債を活用すると説明を受けましたが、改めてその内容を伺いたいと思います。  

  次に、三千石堰改修計画について伺います。この計画は、三千石 堰が相原排水路に接続する排水路を改修するも

の で あ り ま す が 、 住 宅 地 の い わ ゆ る 廃 堰 か ら リ ン ゴ 地 帯 を 流 れ て い ま す が 、 生 活 排 水 な ど が 停 滞 し 、 降 雤 時 に は

水 が あ ふ れ 、 夏 場 の 渇 水 期 に は 悪 臭 が 漂 う な ど 、 周 辺 の 環 境 悪 化 に つ な が っ て い ま し た 。 ま た 、 排 水 路 と し て の

流 下 能 力 不 足 が 近 年 頻 発 す る ゲ リ ラ 豪 雤 の と き は 流 域 の リ ン ゴ 園 が 冠 水 し た り 、 西 豊 田 地 区 の 浸 水 被 害 の 一 因 と

も な っ て い ま し た 。 平 成 二 十 二 年 以 降 、 六 回 に も 及 ぶ 被 害 が 発 生 し て お り ま す 。 一 日 も 早 い 改 修 が 待 た れ て い る

と こ ろ で あ り ま す 。 ま た 、 平 成 二 十 五 年 七 月 の 総 務 産 業 常 任 委 員 会 で も 現 地 を 視 察 し て 、 早 期 に 整 備 し 、 環 境 改

善 を 図 り 、 ゲ リ ラ 豪 雤 な ど の 災 害 に 備 え る べ き だ と 報 告 し て お り ま す 。 三 千 石 堰 改 修 に つ い て 、 そ の 概 要 の 説 明

を求めるものであります。  

  次に、計画変更の要因についてでありますが、平成二十七年十二月の当初 の計画概要説明では、事業費およそ七

億 三 千 万 、 工 期 約 三 年 と し て い ま し た が 、 平 成 二 十 八 年 九 月 の 説 明 で は お よ そ 二 倍 の 事 業 費 、 十 四 億 円 、 工 期 が

七 年 と 、 計 画 が 大 幅 に 変 更 に な り ま し た 。 十 四 億 円 と い う 事 業 費 と 七 年 と い う 工 期 を 考 え れ ば 、 私 た ち に は こ の

事業計画を町民に対して説明する責任があると思います。その計画変更の要因について伺います。  
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  次に、この計画が七年、十四億円の工事になったわけでありますが、町民にとっては十四億円という莫大な予算

を つ ぎ 込 む わ け で す か ら 、 当 然 の よ う に そ の お 金 の 出 所 と 誰 が 負 担 す る の か と い う 心 配 が つ き ま と う か と 思 い ま

す。その財源及び将来の財政に及ぶ影響について伺います。  

  以上で通告した内容の質問を終わりますけれども、簡単明瞭、親切な答弁をお願い して、登壇での一般質問を終

わります。  

○議長（野呂日出男君）  

  五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁を求めます 。町長平田博幸君。  

     〔町長  平田博幸君  登壇〕  

○町長（平田博幸君）  

  奈良岡文英議員の一般質問にお答えいたします。  

  初めに、食彩ときわ館改築についてのイの食彩ときわ館増改築 事業計画についての、オープン までのスケジュー

ル は ど の よ う に な っ て い る の か に つ い て お 答 え い た し ま す 。 ま ず 、 ハ ー ド 面 に つ き ま し て は 今 回 の 三 月 補 正 予 算

案 に 食 彩 と き わ 館 増 改 築 事 業 の 予 算 を 計 上 さ せ て い た だ い た と こ ろ で あ り 、 予 算 の 議 決 を い た だ き ま し た ら 、 来

年 度 に 予 算 を 繰 り 越 し て 工 事 を 発 注 し た い と 考 え て お り ま す 。 本 体 工 事 に つ き ま し て は 、 五 月 に 入 札 を 行 い 、 六

月 議 会 で の 工 事 契 約 締 結 の 議 決 を い た だ き ま し た ら 、 お お む ね 九 月 ご ろ の 着 工 で 二 十 九 年 度 中 、 来 年 の 三 月 ま で

拠 点 施 設 の 完 成 を 目 指 し て い る と こ ろ で あ り ま す 。 ま た 、 ソ フ ト 面 に つ き ま し て は 、 新 た な 拠 点 施 設 を 管 理 運 営

す る 株 式 会 社 の 設 立 に 向 け て 、 今 年 度 中 に 発 起 人 会 の 設 立 、 運 営 会 社 の 基 本 的 事 項 の 決 定 を 行 う こ と と し て お り

ま す 。 ま た 、 来 年 度 に は 早 々 、 会 社 定 款 の 策 定 、 公 証 役 場 に よ る 定 款 の 認 証 を 受 け ま し て 、 資 本 金 の 払 い 込 み 、

創 立 総 会 に よ る 取 締 役 の 選 任 等 を 経 て 、 平 成 二 十 九 年 度 中 に は 運 営 会 社 を 設 立 し 、 平 成 三 十 年 度 春 の 拠 点 施 設 オ
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ープンにつなげていきたいと考えております。  

  次に、運営会社の設立の準備状況についてでありますが、先月新たな拠点施設運営の大きな役割を担う町、商工

会 、 農 産 物 直 売 組 合 で 運 営 会 社 の 発 起 人 会 を 立 ち 上 げ る た め の 準 備 会 を 開 催 し 、 運 営 会 社 の 事 業 目 的 や 出 資 金 等

の 基 本 的 な 事 項 に つ き ま し て 検 討 を 始 め た と こ ろ で あ り ま す 。 ま た 、 今 年 度 中 に は 運 営 会 社 の 基 本 的 な 事 項 を 決

定 し た い と 考 え て お り 、 来 年 度 早 々 に は 運 営 会 社 の 定 款 を 策 定 し 、 既 に 出 資 の 内 諾 を 受 け て お り ま す 事 業 所 や 団

体等に定款の内容をご説明するなど、必要な準備を進めてまいりたいと考えております。  

  次に、生産者組合の組織はどのようになっているのかでありますが、昨年の七月から新たな拠点 施設の農産物等

の 出 荷 希 望 者 を 募 集 し て お り 、 二 月 末 時 点 で 町 農 産 物 直 売 組 合 や 新 規 出 荷 希 望 者 な ど 九 十 七 人 が 仮 登 録 し て お り

ま す 。 今 後 、 出 荷 希 望 者 の 方 に は 新 た に 拠 点 施 設 を 管 理 運 営 す る 会 社 の 定 款 や 出 資 等 に つ い て ご 説 明 し 、 運 営 会

社 の 直 売 部 門 の 組 織 化 を 図 っ て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。 ま た 、 来 年 度 も 引 き 続 き 、 出 荷 希 望 者 を 対 象 と し

て 売 れ る 野 菜 づ く り な ど を テ ー マ に し た 研 修 会 な ど を 開 催 し 、 出 荷 希 望 者 の ス キ ル ア ッ プ を 図 る な ど 、 直 売 所 で

提供する農産物の品質向上につなげてまいりたいと考えております。  

  次に、財源の内訳はどのようになっているのか でありますが、食彩ときわ館増改築 の本体工事及び備品購入費に

つ き ま し て は 、 内 閣 府 の 地 方 創 生 拠 点 整 備 交 付 金 二 億 八 千 四 百 三 十 六 万 六 千 円 の 交 付 が 決 定 し て い る と と も に 、

本 体 工 事 に つ き ま し て は 元 利 償 還 金 に 対 す る 交 付 税 算 入 率 が 高 い 起 債 で あ る 補 正 予 算 債 を 充 当 す る こ と と し て お

り ま す 。 ま た 、 附 帯 工 事 で あ る 融 雪 設 備 工 事 に つ き ま し て は 、 合 併 特 例 債 を 充 当 し て い き た い と 考 え て お り ま す 。

いずれにしましても、全体的に町の一般財源の持ち出しを抑制した予算内容 となっております。  

  次に、三千石堰改修についてのイの三千石堰改修計画 についての、計画の概要はどのようになっているのかと、

計 画 変 更 に な っ た 要 因 は な に か と 、 町 財 政 に 及 ぼ す 影 響 は な い の か は 関 連 が ご ざ い ま す の で 、 あ わ せ て お 答 え い



 - 82 - 

たします。  

  ご質問の三千石堰は、近年のゲリラ豪雤時における住宅地の浸水被害や夏場の渇水期の悪臭による環境悪化等の

改 善 の た め 、 防 災 安 全 社 会 資 本 整 備 交 付 金 を 受 け 、 藤 崎 町 流 域 公 共 下 水 道 雤 水 浸 水 対 策 事 業 と し て 平 成 二 十 七 年

度 か ら 現 地 測 量 及 び 実 施 設 計 に 着 手 し た と こ ろ で あ り ま す 。 計 画 の 概 要 は 、 三 千 石 堰 本 線 部 分 の 側 溝 整 備 の 延 長

が 一 千 六 百 メ ー ト ル 、 付 随 す る 枝 線 の 側 溝 整 備 が 二 カ 所 で 八 百 メ ー ト ル 、 仮 設 道 路 に よ る リ ン ゴ 果 樹 等 の 補 償 費

を 合 わ せ 、 総 事 業 費 を 十 四 億 円 と 見 込 ん で お り 、 平 成 三 十 四 年 度 の 完 成 を 目 指 し 、 工 事 に 着 手 し て い る と こ ろ で

あります。  

  次に、計画変更になった主な要因でありますが、現地測量及び実施設計を行ったところ、事業採択 時の概算によ

る 設 計 及 び 工 事 費 の 算 出 で は 一 時 間 当 た り 七 十 ミ リ メ ー ト ル の 豪 雤 に は 対 忚 で き な い と い う 国 ・ 県 の 強 い 指 導 も

あ り 、 側 溝 断 面 の 変 更 、 仮 設 道 路 及 び 鋼 矢 板 に よ る 土 ど め 設 置 、 リ ン ゴ 果 樹 ほ か の 移 転 補 償 費 発 生 等 の 理 由 に よ

り計画変更となったものであります。  

  次に、町財政に及ぼす影響ですが、交付金の残りの部分を企業債で対忚していきますが、今年度から企業債の 借

入 が 始 ま り 、 五 年 据 え 置 き 後 の 平 成 三 十 三 年 度 か ら 元 金 償 還 が 始 ま れ ば 償 還 部 分 に 対 す る 一 般 会 計 の 繰 り 入 れ が

発生することとなります。  

  以上、奈良岡議員の質問に対する登壇での答弁といたします。  

○議長（野呂日出男君）  

  五番奈良岡文英君の一般質問に対する答弁が終わりました。  

  これより五番奈良岡文英君に再質問を許します。 奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  
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  それでは、再質問させていただきます 。  

  食彩ときわ館の改築について伺いますけれども、この事業 は平田町長が就任して以来、構想が練られたというこ

と で 始 ま っ て い ま す け れ ど も 、 最 初 の あ た り は 次 年 度 に で も 着 工 す る よ う な 勢 い で や っ て い ま し た け れ ど も 、 随

分 今 ま で 足 か け 六 年 で す か 、 随 分 慎 重 に 調 査 あ る い は コ ン サ ル に 依 頼 し た り し て や っ て い る な と い う 感 じ を 受 け

て い る わ け な ん で す け れ ど も 、 そ の 割 に ソ フ ト 面 の 準 備 が 進 ん で い な い と い う か 、 私 が い つ も 言 っ て い る よ う に

会 社 運 営 の 組 織 と か 農 家 組 織 が い ま だ に で き て い な い と 、 着 工 す る 建 物 の 準 備 の ほ う は 着 々 と 進 ん で い る と い う

ことなんですけれども、その点について町長はどのように お考えでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  奈良岡議員初め議員各位あるいは町民の方にも大変ご心配をかけていると思ってございます。総体 的にお話しす

れ ば 、 ゆ っ く り 進 め て き て 逆 に よ か っ た の か な と 今 思 っ て ご ざ い ま す 。 な ぜ な ら ば 、 私 ど も の 町 の 計 画 が 進 ん で 、

さ あ 形 に す る と き に 国 の 地 方 創 生 が 始 ま っ て き た と い う こ と で 、 こ の た び の 拠 点 づ く り の 交 付 金 が 二 分 の 一 交 付

決 定 な さ れ た と い う こ と 、 そ れ と と も に ソ フ ト 事 業 の 進 み ぐ あ い と い う ご 指 摘 も 受 け ま し た け れ ど も 、 去 年 の 七

月 か ら 厚 生 労 働 省 の い わ ゆ る 一 〇 〇 ％ 充 当 の 約 九 千 万 を 活 用 し て 、 こ れ は 三 カ 年 継 続 事 業 で ご ざ い ま す 。 今 、 五

人 の 女 性 を そ の 中 で 雇 用 し て 、 販 売 す る た め の 人 の 磨 き 、 ス キ ル ア ッ プ 、 あ る い は 六 次 化 産 業 の 試 験 、 実 験 、 そ

し て こ れ か ら の 絞 り 込 み と い う こ と で は 、 順 次 進 め て き た と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 一 番 心 配 な の は 、 今 の 現

状の直売所に納めている農家の人たちのスキルアップがちょっとおくれてきたのかなと思ってございます。  

  オープンは一年以上まだ先でございます。今後、新年度を迎えていろんな角度からスキルアップを図りながら、
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オ ー ル 藤 崎 と い う 体 制 で の 株 式 会 社 設 置 に 向 け て 鋭 意 努 力 し て い き た い と い う 思 い で ご ざ い ま す 。 ご 心 配 は ご 心

配 と し て 真 摯 に 受 け と め ま し て 、 一 つ 一 つ 前 に 向 か っ て い き た い と 、 そ う い う 思 い で ご ざ い ま す 。 以 上 で あ り ま

す。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  六月の定例会で議会の承認を得て工事契約して九月に着工と。 先日の全員協議会ではおよそ七億の工事費、事業

費 だ と い う こ と で 、 そ の 七 億 の 建 物 、 駐 車 場 、 あ る い は 答 弁 に も あ っ た 融 雪 装 置 の 内 訳 は ど の よ う に な っ て お り

ますか。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。工事費の内訳については、 食彩ときわ館の 増改築の本体工事として約五億四千二百万円ほど、

あ と 仮 設 店 舗 の 工 事 費 が 約 二 千 万 、 あ と 融 雪 設 備 工 事 が 約 六 千 二 百 万 、 下 水 道 の ほ う の 排 水 設 備 工 事 費 が 約 六 千

八百万、あと備品購入で一千四百万で、合計して合わせて約七億七百万円ほどでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  それでは、九月着工ということです ので、工事が完成するのはいつごろと予想しておりますか。  
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○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。先ほど町長の答弁にもございましたように、平成 二十九年度中には完成するということで考

えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  二十九年度中というよりも、やはりなるべく冬工事は避けてオープンに備えるべきだと思っております。  

  次に、運営会社について伺いますけれども、私はかねてから言ってきているんですけれども、登壇でも申し上げ

た よ う に 、 経 営 責 任 の あ る 独 立 し た 人 ま た は 組 織 が 経 営 す る べ き だ と い う ふ う に 、 町 長 か ら こ の 構 想 を 聞 い た と

き か ら 言 っ て き ま し た け れ ど も 、 出 資 金 が 千 五 百 万 を 予 定 し て い る と 。 そ の 千 五 百 万 の 根 拠 は ど こ か ら 来 た の か 、

伺います。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。出資金の一千五百万円の根拠なんですけれども、 基本的に我々として新しい会社の運営会社

の 運 転 資 金 、 つ ま り そ の 運 転 資 金 の 三 カ 月 か ら 四 カ 月 分 と い う こ と で 一 千 五 百 万 円 を 見 込 ん で お り ま す 。 以 上 で

す。  
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○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  三カ月、四カ月の運転資金ということですけれども、出資金は私は多ければ多い ほうがいいと思うんですけれど

も 、 千 五 百 万 と い う お 金 が ど の ぐ ら い ま で も つ の か と い う 試 算 が で き て い る か で き て い な い か わ か り ま せ ん け れ

ど も 、 そ の 試 算 が で き て い る の か と い う こ と と 、 あ と そ れ か ら 、 も し 不 足 し た 場 合 、 新 会 社 が 借 り 入 れ を 起 こ さ

な け れ ば な ら な い と い う こ と に な る と 思 い ま す け れ ど も 、 そ の と き の 町 と し て の 対 忚 は ど う 考 え て い る の か 、 伺

います。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。出資金の一千五百万円ですけれども、今、奈良岡議員がおっしゃいましたとおり、もし足り

な く な っ た ら 借 り 入 れ を 起 こ す の か と い う こ と な ん で す け れ ど も 、 基 本 的 に 毎 月 毎 月 の 売 り 上 げ 等 も ご ざ い ま す

の で 、 そ れ と 一 千 五 百 万 ぐ ら い の 運 転 資 金 で 回 し て い け る と い う ふ う に 我 々 の ほ う で は 試 算 し て お り ま す 。 そ れ

についても、中央診断士の方からもご相談を受けながら、そのように試算しております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  会社の収入源は直売所から上がる売り上げに対しての何％かの手数料だと思うんですけれども、その辺の販売す
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る 農 産 物 と か を ど の ぐ ら い 集 め て 、 夏 場 は 野 菜 が 中 心 に な る と 思 う ん で す け れ ど も 、 六 月 オ ー プ ン を 目 指 し て い

る と い う こ と で す の で 、 そ う い う こ と を 考 え れ ば 、 六 月 か ら 何 を ど の ぐ ら い 、 ど の よ う に 販 売 し て 、 何 月 に 幾 ら

売 り 上 げ が あ っ て 手 数 料 が 何 ％ で ど の ぐ ら い の 収 入 が あ る か と い う 試 算 を し た 上 で 計 画 を 立 て て い か な け れ ば な

らないと思うんですけれども、その辺の試算はできているんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。試算については、前回の基本計画を皆さんに お示しした際にも五年間の分で 一忚売り上げを

前 年 度 比 で 大 体 一 〇 ％ ず つ の 売 り 上 げ の 増 を 見 込 み な が ら 、 あ と 飲 食 分 、 加 工 分 に つ い て も 厳 し く 試 算 し て 、 今

の現在の計画にしております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  こういう試算は厳しく厳しく見るのが妥当なやり方だと思いますけれども、先ほど 町長の答弁で、まだ一年ある

と い う ふ う な 認 識 で お り ま す よ う で す け れ ど も 、 農 家 と い う の は ほ と ん ど の 作 物 が 一 年 に 一 作 で あ る と い う こ と 、

そ れ か ら オ ー プ ン ま で に あ と 一 回 し か 収 穫 で き な い と い う こ と も 考 え れ ば 、 も う 遅 い 、 も う 来 年 度 、 二 十 九 年 中

の 農 作 物 を 収 穫 す る 種 を も う ま く 計 画 に 入 っ て い な け れ ば な ら な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ れ も 新 し い 会 社 の

方 針 に 合 わ せ た も の を つ く っ て い か な け れ ば な ら な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 新 し い 会 社 は 食 彩 館 を こ う い う 方

針 で 運 営 し て 、 こ う い う 農 産 物 を 売 っ て い く ん だ と い う も の を 農 家 さ ん に 示 し て 、 そ れ に 合 わ せ た 営 農 計 画 と か
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肥 料 、 農 薬 を 準 備 も し て い か な け れ ば な ら な い と 思 う ん で す 。 例 え ば 減 農 薬 の 野 菜 を 栽 培 す る 、 あ る い は 無 農 薬

の 野 菜 し か こ こ で は 売 り ま せ ん と か 、 そ う い う こ と も 考 え ら れ る と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ う い う の を 考 え れ ば 、

早 く 会 社 と 生 産 者 組 織 を 立 ち 上 げ な け れ ば な ら な い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 点 、 町 長 は ど の よ う に お 考 え で

すか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  ご指摘のとおり、農政課に指導してきた 、今、直売で登録している七十数名の方のスキルアップのための、これ

は 二 十 八 年 度 中 、 ち ょ っ と 私 は お く れ て き た と 反 省 し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 二 十 八 年 当 初 か ら 何 回 か や っ

て ス キ ル ア ッ プ を 図 っ て く だ さ い よ と 、 中 で も 野 菜 と か 果 物 と か は 安 全 が 第 一 で ご ざ い ま す の で 、 ト レ ー サ ビ リ

テ ィ ー の そ の 辺 の 指 導 も ひ っ く る め て や っ て く だ さ い よ と い う こ と で 、 ち ょ っ と 後 手 後 手 に 来 た と い う こ と で は

反省してございます。私の 指導不足と反省しているところでございます。  

  今、年度明けたら早速、株式会社の設立に向けての準備を 急ぎ、あるいは直売所の新規に会員にな った方々もひ

っ く る め て 納 品 す る に 当 た っ て の 野 菜 の 栽 培 は も ち ろ ん の こ と 、 そ の 安 全 管 理 と か も ひ っ く る め て 、 何 回 も や っ

て い き た い と 。 あ る い は 、 日 中 農 作 業 で 忙 し い か ら 、 夜 で も そ う い う 研 修 会 、 セ ミ ナ ー 等 も 開 き な が ら ス キ ル ア

ップを図って、オープンに向けて努力したいと思ってございます。  

  株式会社については二十九年度中という答弁がありましたけれども、上半期にその形をつくって、あとの下半 期

は も う 準 備 段 階 に 入 っ て 細 か い シ ミ ュ レ ー シ ョ ン も や っ て 、 農 業 団 体 あ る い は 農 家 の 方 の こ と も あ わ せ て や っ て

い き た い と 、 会 員 の 方 の 連 携 も 図 り な が ら や っ て い き た い と い う こ と で 、 二 十 九 年 が 勝 負 と 、 そ う 思 っ て ご ざ い
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ます。  

  そういうことで、いい意味で奈良岡議員におかれましては大局を見据えて、その都度その都度またご提言いただ

ければと思ってございます。ありがとうございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  食彩館に参加する農家さんも経営の一角を担っていくという責任があるので、新しい 会社の方針を打ち出して、

今 の 現 状 で は ど う い う 性 質 の 直 売 所 に な る の か と い う の は ま だ 漠 然 と し た 感 じ に し か 捉 え て い な い と 思 う ん で す

よ 。 い ち 早 く 、 こ う い う 方 針 で こ う い う 野 菜 、 農 産 物 を 売 っ て い く ん だ と 、 藤 崎 ら し さ を 出 し て い く ん だ と い う

方 針 を 示 し た ほ う が 農 家 さ ん も 安 心 し て そ れ に 向 か っ て い け る と 思 い ま す 。 最 低 で も 、 着 工 式 の と き は 町 長 の 隣

で 新 会 社 の 社 長 が く わ 入 れ す る よ う な 体 制 に 持 っ て い か な い と だ め だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 町 長 も そ う 思 い ま

せんか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  新年度明けたら、もう準備委員会を設置していまして、新年度明けたら早々それに向かって進んでいきたいと思

ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  生産者組織について伺いますけれども、今現在 、募集して忚募した農家さんは何人いるんでしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  農政課長。  

○農政課長農委事務局長併任（横山精逸君）  

  二月末現在で、現在の組合員と新規出荷者を合わせて九十七名でございます。以上でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  目標は百二十人というふうに 当初説明を受けていましたけれども、九十七人ということで、それで大体スタート

し て 、 一 口 五 万 円 の 出 資 金 を 集 め る と い う こ と で す け れ ど も 、 そ れ で 出 資 金 と あ と 法 人 会 員 、 町 の 出 資 金 と い う

ことで、目標に達成するということですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  地方創生推進室長。  

○地方創生推進室長（工藤峰靖君）  

  お答えいたします。出資金の額については、先ほども説明しましたけれども、一千五百万円ほどを予定しており

ま す 。 町 で 半 分 、 五 一 ％ と い う こ と で 、 五 万 円 掛 け ま す と 大 体 五 一 ％ で す と 七 百 六 十 五 万 円 ほ ど に な り ま す 。 先

ほ ど 、 出 荷 者 が 今 回 答 で 九 十 七 名 で す の で 、 九 十 七 名 の 五 万 円 で す と 約 四 百 八 十 五 万 円 ほ ど に な り ま し て 、 残 り

が 先 ほ ど 事 業 に 賛 同 も し く は 出 資 の 協 力 を 得 て い ま す 商 工 会 さ ん と か 農 協 さ ん の ほ う か ら 残 り の 二 百 五 十 万 円 ほ
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どを出資していただくということで、それで今のところは大丈夫だと考えております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  出資金についてはわかりました。では、 一番懸念されるのが冬季の農産物をどうするかということなんですけれ

ど も 、 出 荷 組 織 に 参 加 す る 農 家 さ ん に 、 例 え ば 冬 季 の 野 菜 の 生 産 を 手 助 け す る た め に 町 が 何 ら か の 忚 援 を し て い

く と か 財 政 援 助 を し て い く と か 、 そ う い う て こ 入 れ も 必 要 だ と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 点 に つ い て は ど の よ う

にお考えですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  個人の農家でハウス等を活用してやるのは 、なかなかハウスを持った人でないとそれに向かっていけないと思っ

て ご ざ い ま す 。 例 え ば 営 農 組 合 と も ち ょ っ と 話 し し て い ま し た り 、 あ る い は 企 業 と も お 話 し し た り し て い ま す 。

い わ ゆ る 冬 の 農 業 と い う の は な か な か 難 し い の も 現 状 で あ っ て 、 雪 も 降 る 豪 雪 地 帯 で も あ る の で な か な か 難 し い

け れ ど も 、 近 い 将 来 は 我 が 町 で つ く っ た メ ー ド ・ イ ン ・ 藤 崎 の 野 菜 初 め 果 物 が 通 年 通 し て 販 売 で き る よ う な 体 制

で 今 後 努 力 し て い き ま す け れ ど も 、 当 面 の 間 、 当 面 の 間 と い う と 二 年 か ら 五 年 ぐ ら い に な る と 思 い ま す 。 冬 期 間

販 売 す る 野 菜 等 が 品 薄 に な る と き は 、 今 ま で ど お り 、 し っ か り し た 青 果 問 屋 、 青 果 会 社 と 提 携 し て 新 鮮 な も の も

出 し な が ら 販 売 し て い く と い う の も 、 こ れ は 努 力 し て い く 必 要 が あ ろ う か と 思 っ て ご ざ い ま す 。 い ず れ に し ま し

て も 、 近 い 将 来 は 法 人 化 、 営 農 組 合 等 あ る い は 企 業 等 に も 冬 の 農 業 を 目 指 し な が ら や っ て い こ う と い う こ と で は
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随時呼びかけていきたいと、そう思ってございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  冬季の生産販売物をある程度確保するという意味で 仕入れも大事かもしれませんけれども、例えば施設園芸を推

奨 し て ハ ウ ス を 建 て る 、 こ の 直 売 所 に 出 荷 す る の を 目 的 に ハ ウ ス を 建 て る 人 に は 町 が 助 成 、 補 助 す る と か 、 あ る

いは燃料費を尐し忚援するとか、そういうことも考えていくことも必要かと思っています。  

  いずれにしても、新しくできる直売所は 、青森方面にはアップルヒルがあると、石川には サンフェスタもある、

田 ん ぼ ア ー ト の 田 舎 館 も あ る の で 、 い わ ば 激 戦 区 に 殴 り 込 み を か け る と い い ま す か 、 後 発 な の で 、 か な り の 努 力

は 必 要 だ と 思 い ま す 。 生 半 可 な 気 持 ち で や っ て い れ ば 、 か え っ て 今 ま で や っ て い る 人 た ち 、 今 ま で 営 業 し て い る

施 設 に 埋 も れ て し ま う 可 能 性 も あ る し 、 藤 崎 町 が こ れ を オ ー プ ン す る こ と に よ っ て 今 ま で の 施 設 を 刺 激 し て い く

こ と に も な る の で 、 い ず れ に し て も 競 争 が 激 化 す る と い う こ と が 予 想 さ れ ま す の で 、 そ の 辺 は 十 分 心 を 据 え て 努

力していただきたいと思います。  

  財源について伺いますけれども、今 、文化センターの改修工事もやっています。それから、役場の庁舎の修繕も

こ れ か ら 計 画 さ れ て い る と い う こ と で 、 合 併 特 例 債 も 今 回 の こ の 食 彩 館 に も 使 う と い う こ と な ん で す け れ ど も 、

合併特例債の限度枞といいますか、 枞をいっぱい使うという方針でしょうか。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  
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  去年、ことしと、文化センターの改修工事に約七億円ちょっと活用させていただきました。よって、今後、二十

九 年 、 三 十 年 、 三 十 一 年 ま で の タ イ ム リ ミ ッ ト の 残 と な る と 、 ほ ぼ 十 一 億 円 弱 と な る 見 込 み で ご ざ い ま す 。 そ の

中 で 、 今 回 こ の 拠 点 づ く り に は 合 併 特 例 債 が 約 六 千 万 ほ ど の 活 用 、 そ し て 次 年 度 の 予 算 に 計 上 し た 役 場 の 耐 震 実

施 設 計 、 い わ ゆ る 延 命 化 す る た め の 、 そ こ に も ま た 相 当 か か っ て い く だ ろ う と 。 先 般 、 全 協 で 示 し た の は 補 強 部

分 が 二 百 万 、 七 カ 所 と い う お 話 し か し て い な い の で 、 内 装 と か サ ッ シ も 相 当 傷 ん で い る と い う よ う な ご 指 摘 も 受

け て い ま す の で 、 そ の 辺 は 実 施 設 計 し た 中 で の 予 算 査 定 が 出 て く る だ ろ う と 思 っ て ご ざ い ま す 。 そ し て 、 私 は 常

盤 地 区 に あ る 文 化 会 館 も 築 相 当 た っ て 傷 ん で い る と い う こ と で 、 三 十 一 年 の リ ミ ッ ト ま で は 常 盤 生 涯 学 習 文 化 会

館もやっぱり改修工事をするべきだと思ってございます。  

  いずれにしましても、 合併した当時に、最大限六十六億の可能額がそのうちの約十億円強の積み立てをして、残

り い ろ ん な 学 校 整 備 と か 給 食 セ ン タ ー の 整 備 と か 、 あ る い は デ ジ タ ル 無 線 の 整 備 と か や っ て き ま し た け れ ど も 、

今 使 え る 財 源 は 活 用 し て 延 命 化 を 図 る べ き だ と 思 っ て ご ざ い ま す 。 た だ 、 合 併 特 例 債 が 使 え な く な る 三 十 二 年 度

か ら は 、 今 や っ て い る い ろ ん な 事 業 は 単 費 で や る こ と に な り ま す 。 単 費 で や る と な る と 到 底 整 備 で き ま せ ん 。 で

す か ら 、 有 効 な 財 源 は 有 効 な 活 用 を し て 、 町 の 公 共 施 設 は 延 命 化 を 図 っ て い き た い と い う ス タ ン ス で 今 考 え て い

るところでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  合併特例債を最後まで活用するということですけれども、財政運営は誤らないで後世につなげていただきたいと、

建 物 の 延 命 化 も 図 っ て い た だ き た い と 思 い ま す 。 こ の 計 画 を 進 め る 上 で 、 よ く 類 似 の 施 設 が ほ か の 市 町 村 に も い
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っ ぱ い あ っ て 、 そ れ が 今 現 在 、 自 治 体 の 財 政 負 担 に な っ て い る と い う こ と が よ く 言 わ れ て お り ま す け れ ど も 、 我

が 町 の 施 設 は そ の よ う に な ら な い よ う に 、 赤 字 の 補 塡 と か 多 額 な 修 繕 費 を 町 が 負 担 す る と か 、 備 品 を 新 た に 追 加

し て 買 う と か 、 そ う い う こ と に な ら な い よ う に 、 後 世 の 負 担 に 絶 対 し て は い け な い と い う こ と を 主 張 し て お き た

いと思います。  

  次に、三千石の改修計画について伺いますけれども、 西豊田地区の水害対策にもなると、リンゴ園の冠水対策に

も な る し 、 悪 臭 の 環 境 改 善 に も つ な が っ て い く と い う こ と で 、 総 務 産 業 常 任 委 員 会 で も 視 察 し て 、 私 も そ の と き

視 察 の 一 員 だ っ た ん で す け れ ど も 、 こ れ は 早 く 改 修 す る べ き だ と い う 印 象 を 持 っ て き た ん で す け れ ど も 、 そ の 中

で周辺のリンゴ農家とか住宅地の人とか、そういう方々への説明対策は十分され てきたんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。まず、説明につきましては、全体計画を作成時に沿線住民あるいは周辺の方全てに対しての

説 明 会 と い う こ と で 二 回 ほ ど 開 い て お り ま す 。 あ と 、 住 民 の 方 に 、 実 際 の 園 地 の 方 に つ い て は そ れ ぞ れ 個 々 に 訪

問して、また補償等の話もありましたので、個々に訪問して説明をしております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  その説明は計画が変更になってからの説明ですか、変更する前ですか。  

○議長（野呂日出男君）  
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  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  この説明は計画変更前でございます。計画変更後につきましては、 この交付金事業につきましては住民へ公表す

る と い う 義 務 も ご ざ い ま す の で 、 ホ ー ム ペ ー ジ 等 に つ い て は こ の 計 画 の 概 要 に つ い て ア ッ プ し て お り ま す 。 ま た 、

それにつきましては、変更の都度、改正するように努めているところでございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  今回の計画変更で流量が答弁にもあった雤量、一時間に何ミリだか に対忚するためということでしたけれども、

今の現状の現在これから予想される宅地化に対しては、それは対忚できるような数字になっているんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。三千石の沿線につきましてはなかなかリンゴ園地ということですので、今後、宅地化される

か と い う の は な か な か 疑 問 な と こ ろ は ご ざ い ま す が 、 そ も そ も 西 豊 田 地 区 の 水 害 を 想 定 し て お り ま す の で 、 こ れ

は も と も と 宅 地 化 さ れ て い る 場 所 に つ い て の 積 算 で ご ざ い ま す の で 、 そ の 点 に つ き ま し て は 十 分 流 下 可 能 と い う

断面の設定をしてございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  計画が変更になった要因について伺いますけれども、雤量に対忚するための計画変更だと。上流側の断面積が大

き く な る の は い い ん で す け れ ど も 、 下 流 域 が 上 流 の 、 三 千 石 堰 が 改 修 し て 大 き く な っ て 流 量 が 多 く な っ た の に 対

忚できるような設計になっているんで すか、下流のほうは。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。下流との接続対策は十分かということですが、 三千石堰は最終的に県道三三九号バイパスの

ふ じ ロ ー ド 交 差 点 か ら 下 流 に 向 か っ て 五 百 メ ー ト ル ぐ ら い の と こ ろ で 改 修 済 み の 相 原 排 水 路 と 合 流 し て お り ま す

が 、 接 続 す る 部 分 は 約 八 十 メ ー ト ル に わ た っ て 既 に 整 備 さ れ て お り ま す 。 ま た 、 相 原 排 水 路 の 整 備 の 際 に は 、 三

千 石 の 流 入 量 も 流 域 面 積 の 一 部 と し て 考 慮 さ れ て お り 、 今 回 の 整 備 で は 相 原 排 水 路 へ 流 入 す る 経 路 が 一 部 変 わ っ

た も の の 、 流 入 す る 総 量 自 体 が 増 加 し た と い う こ と で は な い の で 、 流 入 能 力 に 及 ぼ す 影 響 は な い も の と 思 っ て お

ります。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  では、今回の計画区域で想定する 雤量が限度いっぱいあったとしても、下流域では十分それがのみ込んでいける

と解釈していいですか。  

○議長（野呂日出男君）  
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  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  相原排水路を整備する際、この西豊田及び 葛野周辺は全て相原排水路に現在でも排水されているような状況でご

ざ い ま す の で 、 当 初 の 相 原 排 水 路 の 工 事 設 計 の 際 、 こ の 部 分 の 流 域 面 積 と し て 換 算 さ れ て い る と 思 わ れ る の で 、

今後の流入量に対しても当然対忚できるものと思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  次に、財政の影響について伺いますけれども、 今回の工事費が十四億円と、七年と。七年もたてば大分世の中も

変 わ っ て 、 物 価 と か ま た 変 わ っ て い く と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 物 価 上 昇 に 伴 う 工 事 費 の 増 額 と か 、 そ う い う

ことは考えられないんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。工事費に関しては、毎年度発注の前に 当課で最新の工事単価を積算しているために、急激な

変 動 と い う こ と は な い と 思 い ま す が 、 た だ 、 今 後 七 年 と い う 、 そ う い う ス パ ン で 見 た 場 合 、 当 然 、 現 在 全 体 の 工

事費として積算しているものより上昇する可能性がないとは言い切れないと思っております。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  私は可能性は大だと思うんですけれども、事業費の財源の内訳について伺い ます。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。今回の事業は防災安全社会資本整備交付金で、これの 交付率は十分の五、残りの十分の五を

企業債で充てる予定でございます。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  その企業債について伺います けれども、返済計画について伺います。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  お答えいたします。今回のこの企業債は 財政融資資金というものでございまして、 利率が〇・〇一％、五年間据

え置きで三十五年返済というような予定でございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  
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  三十五年の長期の返済 だということですけれども、一年当たりどのぐらいの返済になっていくんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  二十七年度の工事費を例にとりますけれども、二十七年度分については七千万余り資金を借りております。これ

で い き ま す と 、 三 十 五 年 と い う こ と で す の で 、 一 年 当 た り 、 元 利 合 わ せ ま す と 二 百 十 万 ほ ど と い う こ と で ご ざ い

ます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

 （「総額しゃべねば」の声あり）  

○五番（奈良岡文英君）  

  ピークで幾らぐらいになるんですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  総額十四億ですので、交付金 で半分、七億、あと企業債のほうで七億、それの三十五年ですので、ピークで二千

百万ほどでございます。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  
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○五番（奈良岡文英君）  

  二千百万円が多いか尐ないかは別として、いずれにしてもその分が一般会計 の負担になっていくということで理

解してよろしいですか。  

○議長（野呂日出男君）  

  上下水道課長。  

○上下水道課長（對馬猛清君）  

  この事業は雤水事業でございますので、この元利償還 金につきましては一般会計からの繰り入れで対忚するとい

うことになっております。以上です。  

○議長（野呂日出男君）  

  奈良岡文英君。  

○五番（奈良岡文英君）  

  最後の質問にいたしますけれども、 事業そのものが最初七億でいったのが十四億になると。工期も倍、どっちも

倍 倍 と い う 計 画 変 更 に な っ た ん で す け れ ど も 、 先 ほ ど 担 当 課 長 が 町 の ホ ー ム ペ ー ジ に ア ッ プ し て い る と い う こ と

だ っ た ん で す け れ ど も 、 私 も 探 し て み た ら 、 な か な か 奥 深 い ペ ー ジ に あ っ て 、 な か な か た ど り 着 け な い よ う な ア

ッ プ の 仕 方 で 、 た ま た ま そ こ に ア ッ プ さ れ て も 、 何 の 表 だ か グ ラ フ だ か わ か ら な い よ う な ペ ー ジ に な っ て い る の

で 、 尐 な く と も 十 四 億 も か か る 工 事 で 、 町 が や っ て い る 公 共 工 事 十 四 億 で す か ら 、 や っ ぱ り 町 民 と 情 報 を 共 有 す

る べ き だ と 思 う ん で す よ 。 一 部 の 沿 線 の 農 家 さ ん と か 住 民 の 人 た ち は も ち ろ ん 、 あ ら ゆ る 全 町 民 の 人 が こ の 三 千

石 堰 と い う の は ど う い う 排 水 堰 で 、 ど う い う 経 過 で こ う い う 工 事 を 今 や っ て い る ん で す よ と い う ぐ ら い 、 町 の ト

ッ プ ペ ー ジ ぐ ら い に あ っ て も い い と 思 う ん で す け れ ど も 、 そ の 辺 の 町 長 の 認 識 を 伺 っ て 、 質 問 を 終 わ り た い と 思
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います。  

○議長（野呂日出男君）  

  町長平田博幸君。  

○町長（平田博幸君）  

  三月の予算議会と九月 の決算議会は町の広報等について、細部にわたってではない ですけれども、両開きの二ペ

ー ジ を 使 っ て い ろ い ろ 町 民 に 知 ら し め て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 今 、 奈 良 岡 議 員 さ ん か ら ご 指 摘 あ っ た 、 こ の

三 千 石 改 修 工 事 を 初 め 、 大 き な 財 源 が か か る よ う な 事 業 に つ い て は 趣 旨 を 説 明 し な が ら や っ ぱ り 載 せ る べ き で あ

る と 思 っ て ご ざ い ま す の で 、 横 の 連 携 を と っ て そ の よ う に し た い と 思 い ま す 。 （ 「 そ の よ う に お 願 い い た し ま

す」の声あり）  

○議長（野呂日出男君）  

  これで五番奈良岡文英君の一般質問は終わりました。  

  以上で一般質問を終わります。  

  これをもって本日の日程は終了いたしました。  

  本日はこれにて散会いたします。  

  ご苦労さまでした。  

     散  会  午後三時三十三分  

                                                    

 


